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序文

財団法人千葉県教育振興財団(財団法人千葉県文化財センターか

ら平成17年 9月1日付で名称変更)は，埋蔵文化財の調査研究，文

化財保護思想、のj函養と普及などを主な目的として昭和49年に設立さ

れ，以来，数多くの遺跡の発掘調査を実施し，その結果として多数

の発掘調査報告書を刊行してきました。

このたび，千葉県教育振興財団調査報告第548集として，千葉県

企業庁の松崎地区内陸工業用地造成整備事業に伴って実施した印西

市松崎町遺跡・松崎V遺跡の発掘調査報告書を刊行する運びとなり

ました。

この調査では，旧石器時代の石器や弥生時代の集落が検出される

など，この地域の歴史を知る上で貴重な成果が得られております。

刊行に当たり，この報告書が学術資料として，また埋蔵文化財の保

護に対する理解を深めるための資料として広く活用されることを

願っております。

終わりに，調査に際し御指導，御協力をいただきました地元の方々

を始めとする関係の皆様や関係機関，また，発掘から整理まで御苦

労をおかげした調査補助員の背様に心から感謝の意を表します。

平成18年3月

財団法人千葉県教育振興財団

理事長 佐藤健太郎



凡例

1 本書は，千葉県企業庁による松崎地区整備事業に伴う埋蔵文化財の発掘調査報告書の第5集である。

平成16年度より事業名が変更となったが，報告書の書名についてはシリーズであることを考慮し，旧事

業名である松崎地区内陸工業用地造成整備事業の名称を生かした。

2 本書に収録した遺跡は，以下の 2遺跡である。

松崎町遺跡 千葉県印西市松崎宇高野1，189-3ほか(遺跡コード327-011) 

松崎V遺跡 千葉県印西市松崎字高野台1.259-1ほか(遺跡コード231-017) 

3 発掘調査から報告書に至る業務は，千葉県企業庁の委託を受け，財団法人千葉県教育振興財団(財団

法人千葉県文化財センターから平成17年9月1日付で名称変更)が実施した。

4 発掘調査及び整理作業の経緯及び担当者は，第 1部に記した。

5 本書の執筆・編集は以下のとおりである。

第1部岡田誠造

第2部第 2章第 1節・第 5章第 1節(旧石器時代) 新田浩三

第2部第4章第 1節 1の土器記載(弥生土器) 古内 茂

第3部第 2章(旧石器時代) 古内 茂

第 3 部第 3 章第 1 節・第 4 章第 1 節 2~4 ・第 2 節 1 森本和男

第4部岡田誠造

上記以外の部分の執筆及び編集は，大内千年が担当した。

なお，編者の責任において各担当部分の原稿を修正した場合がある二

6 発掘調査から報告書の刊行に至るまで，千葉県教育庁教育振興部文化財課，印西市教育員会，千葉県

企業庁の御指導，御協力を得た。

7 本書で使用した地形図は，以下のとおりである。

第3図 国土地理院発行 1/25.000地形図「小林J(NI -54 -19 -14 -1) 

1/25，000地形図「白井J(NI -54 -19 -14 -3) 

8 周辺地形航空写真は，京葉測量株式会社による昭和42年撮影のものを使用した。

9 本書で使用した座標値は，すべて日本測地系に基づく平面直角座標で，図面の方位はすべて座標北で

ある。
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第 1 部

事業の概要



第1章調査の概要

第1節調査に至る経緯と経過

松崎地区内陸工業団地(松崎工業団地)は，都心から約35km，成田空港から約20km，千葉市から約20km

の距離にある千葉ニュータウンの市街地に隣接している。千葉ニュータウンは，北総広域都市圏における

中核都市として昭和44年から整備が進められてきた。船橋市 ・印西市・白井市 ・本埜村及び印描村の 3市

2村にまたがり，各種機能の複合した総合的都市づくりを目指しており，近接地には工場や研究所などの

関連施設用地の整備も計画されている。昭和61年に新住宅市街地開発法の改正により区域内にも整備が可

能となり， 準工業地域の指定が可能となった。

千葉県の 「ふるさと 5か年計画JI千葉県工業振興立地ビジョンjにおいて，松崎工業団地は中核的な工

業団地として位置づけられ，千葉県と千葉県企業庁によって整備が進められてきた経緯がある。

千葉県企業庁は，開発に先立って千葉県教育委員会に対して埋蔵文化財の所在の有無を照会した。これ

に対し，千葉県教育庁生涯学習部文化課(現教育振興部文化財課)では，事業地内の遺跡の所在を確認し，

予定地内に所在する埋蔵文化財の取り扱いについて，やむを得ず記録保存することとし，財団法人千葉県

文化財センター (現財団法人千葉県教育振興財団)が発掘調査を実施することとなった。遺跡は広大な面

積に亘るため，既存の道路や地形から 7 遺跡に分けられ，それぞれに松崎 I 遺跡~W遺跡と呼称すること

になった (第 1図)。発掘調査は平成 5年7月から開始され，平成17年9月に実施した調査で終了した。こ

の間，断続的ではあるが調査は11年次に及ぶものであった。本報告書ではこの内，松崎W遺跡及びV遺跡

の2遺跡を扱う。なお，本報告により松崎遺跡群の報告書が終了するため刊末に遺跡群の総括を設けた。

松崎W遺跡、は，遺跡規模43.568rrlを対象とし，上層確認調査5.004ぱ， 下層確認調査2.038rrlを調査し，そ

のうち上層本調査11.535rrl，下層本調査504rrlの調査を実施した。調査は平成9年度から開始され，平成17

年度まで実施された。調査の結果，旧石器時代の遺物集中地点，弥生時代後期の集落，中・近世の溝などを

検出した。整理作業は，平成14年度から着手した。平成14年度の整理作業は水洗注記の一部から開始した。

松崎V遺跡については，平成14年度に調査が行われ， 16年度から整理作業に着手した。松崎V遺跡は遺

跡規模3.290rrlを対象とし，上層確認調査329rrl，下層確認調査136ぱ，上層本調査949ぱ， 下層本調査120rrl

の調査を実施し，旧石器遺物集中地点，縄文時代早期の炉穴，古墳時代前期及び奈良 ・平安時代の住居跡

などを検出した。整理作業は，平成16年度から実施した。調査成果は本書中に収録したとおりである。

発掘調査及び整理作業に係わる各年度の組織，担当者及び作業内容は，下記のとおりである。

(発掘調査) ※遺跡名の後の括弧内の数字は第 2章中の第4図の地点に対応する。

平成9年度 発掘調査 ・松崎町 (1 ) 

期間 平成10年12日~平成10年3月27日

調査面積 3.600ぱ (上層)確認調査 360rrl/3.600ぱ 本調査 345rrl 

(下層)確認調査 192rrl/3.600ぱ 本調査 Orrl 

組織 北部調査事務所長 折原繁

担当者 主任技師 石田清彦，技師 団井知二，大内千年
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平成10年度発掘調査・松崎IV (2) 

期間 平成10年10月1日~平成11年3月26日

調査面積 6，100ぱ (上層)確認調査 610ぱ/6，100ぱ 本調査 2.950ぱ

(下層)確認調査 248 rrl /6，1 00 rri 本調査

組織 北部調査事務所長 折原繁

担当者 研究員猪股昭喜，鈴木弘幸，竹田良男，主任技師落合章雄，福田誠，技師大内千年

平成11年度発掘調査・松崎町 (2)(3) 

期間 (2 ) 平成11年9月1日~平成11年9月30日

調査面積 232rri (下層)本調査 232ぱ (前年度調査区内)

組織 北部調査事務所長 折原繁

担当者 主任技師石田清彦

期間 (3 ) 平成11年11月1日~平成12年3月29日

調査面積 22.664ぱ (上層)確認調査 2.300rri /22.664rri 本調査 7.890rri 

(下層)確認調査 1.000ぱ/22.664rri 本調査 200ぱ

組織 北部調査事務所長 折原繁

担当者 副所長岡田誠造，研究員小原邦夫， 高橋覚，竹田良男，萩原恭一，石田清彦，井上

哲朗，織田良昭

平成12年度 発掘調査・松崎IV(4) 

期間 平成12年7月1日~平成12年8月23日

調査面積 1.395ぱ (上層)確認調査 140 rri / 1.395 rri 本調査 305ぱ

(下層) 確認調査 52rri/1.395ぱ 本調査 72rri 

組織 北部調査事務所長 石田贋美

担当者 主席研究員 池田大助，上席研究員 川端保夫，森本和男，技師城田義友

平成14年度 発掘調査・松崎V (1) 

期間 平成14年10月7日~平成15年3月26日

調査面積 3.290ぱ (上層)確認調査 329ぱ/3.290凶 本調査 949rrl

(下層)確認調査 136rri/3.290ぱ 本調査 120rri

組織 調査部副部長兼北部調査事務所長古内茂

担当者 主席研究員池田大助，上席研究員川端保夫

平成15年度発掘調査 ・松崎IV(5) 

期間 平成15年5月1日~平成15年6月9日，平成15年9月5日~平成15年9月30日

調査面積 4.350ぱ (上層)確認調査 448ぱ/4.350ぱ 本調査 Orrl 

(下層)確認調査 238rri/4.350ぱ 本調査 Oぱ

組織 北部調査事務所長古内茂

担当者 北総調査室長蔀淳一

平成16年度発掘調査 ・松崎IV(6) 

期間 平成16年7月1日~平成16年8月27日
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調査面積

組織

担当者

5.414ぱ (上層)確認調査 1，146rri /5.414rri 

(下層)確認調査 308rri /5.414rri 

北部調査事務所長古内茂

上席研究員 森本和男

平成17年度発掘調査・松崎N (7) 

期間 平成17年9月26日~平成17年9月27日

本調査

本調査

Orri 

0ぱ

調査面積 45ぱ (上層)本調査 45ぱ (平成 9年度本調査範囲決定，調査未了部分)

組織 北部調査事務所長古内茂

担当者 研究員大内千年

(整理作業)

平成14年度 整理作業・松崎町 (1)~ (4) 

期間 平成14年4月1日~平成14年7月31日，平成15年 1月4日~平成15年 3月31日

作業内容 水洗注記の一部から挿図作成まで

組織 調査部副部長兼北部調査事務所長古内茂

担当者 主席研究員池田大助，北総調査室長蔀淳一，上席研究員安川正行，大榔一美，矢

本節夫，横山昌彦，西野雅人，研究員 小笠原永隆

平成15年度 整理作業・松崎N ( 1 ) ~ ( 4 )

期間 平成15年11月1日~平成15年12月27日，平成16年 2月1日~平成17年 3月31日

作業内容 原稿執筆の一部から編集まで

組織 北部調査事務所長古内茂

担当者 北総調査室長蔀淳一，研究員立和名明美，小笠原永隆

平成16年度 整理作業・松崎町 (1)~ (6)，松崎V (1) 

期間 平成16年11月1日~平成17年 3月31日

作業内容 水洗注記から原稿執筆の一部まで

組織 北部調査事務所長古内茂

担当者 副所長岡田誠造，北総調査室長雨宮龍太郎，上席研究員渡漣高弘

平成17年度整理作業・松崎町 (1) ~ (7)，松崎V (1) 

期間 平成17年 6月1日~平成17年 6月30日・平成17年 9月28日~平成17年 9月30日

作業内容 水洗注記から刊行

組織 北部調査事務所長古内茂

担当者 副所長岡田誠造，研究員大内千年

第 2節調査の方法

松崎遺跡群(松崎 I~刊遺跡) は，広範な面積に亘り，多年度に及ぶ調査が予定されていたことから，

遺跡群全体を対象として旧公共座標(国家標準直角座標第医系)に基づく 40mx 40mの方眼網を設定し，

大グリッドとした。大グリッドは，北西を基点として，西から東へ向かつてA，B， C…，北から南へ向

かつて 1，2， 3…とした。ただし，数字と紛らわしい 1，0， Vは使用しなかった。大グリッドはさら
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第2図 松崎遺跡群におけるグリッド名称と分割方法

に4mx4m方眼の小ク、リッドに100分割し，西から東へ00，01， 02...，北から南へ10，20， 30…とした。

したがって，各小グリッドは19Z00，19Z99のよう に呼称する。(第2図)

発掘調査は，まず縄文時代以降の上層遺構確認のために，調査対象面積の10%を基本としてトレンチを

設定した。遺構や遺物の検出を目安として，本調査を要する範囲を確定し，上層本調査を実施した。旧石

器時代を対象とした下層確認調査は，調査対象範囲に 2mx2mの確認ク、リッドを，調査対象面積の 4%

を基本として設定した。石器が出土した地点については周囲を拡張し，遺物集中の在否と広がりを確認し

た上で，本調査を要する範囲を確定し，下層本調査をおこなった。

遺構番号については，基本的には遺構種別を示す記号 (SI.SKなど)と001からの 3桁の番号を組み合

わせて表記する方針であったが，多年度にわたる調査であったために，徹底しなかった。また，松崎町遺

跡では，遺構番号の重複などもあったため，整理作業の際には遺構番号の最初に調査年度を示す括弧内の

数字を付して整理を進めた。遺物の注記はこの方針でおこなわれている。報告に際しては，調査時に付け

られた遺構番号を基本的には踏襲するが，一部の遺構でやむを得ず遺構番号を変更した場合がある。
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第2章遺跡、の位置と環境

第 1節遺跡の位置と環境

松崎遺跡群は，千葉県北西部の印西市に所在する (第3図)。印西市は千葉県北部に広がる北総台地の北

端に位置し，北に利根川， 東から南にかけて印描沼，西側が手賀沼にそれぞれ面している。第3図中の 1

~7 が，それぞれ松崎 I 遺跡~刊遺跡に対応する。 本書で報告をおこなう松崎町遺跡 (第 3 図 4 )および

松崎V遺跡 (5 )付近は，印西市の南西部の印西市松崎字高野台及び草深字松崎前にあたる。

遺跡は，印膳沼の西端に繋がる新川の小支流によ って解析された松崎付近の谷 (松崎谷)の最奥部近く

の台地上に位置する。 台地の標高は24m~26mで，現水田面との比高差は約15mで、ある 。

第 2節松崎遺跡群と周辺の遺跡

松崎W遺跡 ・松崎V遺跡周辺では，旧石器時代から中 ・近世にかけて多くの遺跡が所在している (第3

図)。特に千葉ニュータウン開発に伴って実施された発掘調査により，印西市周辺の遺跡の様相の一端が

徐々に解明されてきている。以下では，それらの成果をもとに，周辺の主な遺跡の状況を概観する。

旧石器時代の遺跡は，松崎遺跡群の中では松崎 I遺跡 (第3図1) ，松崎E遺跡 (2 ) ，松崎皿遺跡 (3 ) ， 

松崎W遺跡 (4 )，松崎V遺跡 (5 ) ，松崎VI遺跡 (6 )で検出され，複数の文化層が確認されている。特

に松崎E遺跡(2 )の医層で検出された石器群は，環状ブロックを呈する可能性がある。松崎遺跡群と支

谷を挟んだ西側の台地上に所在する船尾白幡遺跡 (21)では，細石刃のブロックを初め，N層下部 ・V層

の石器群が検出された。船尾白幡遺跡の西側に位置する向新田遺跡 (26)では，第 2黒色帯上部からブロ

ックが検出されている。さらに北西に目を向ければ，手賀沼水系と印膳沼水系の分水界には，木刈峠遺跡、

(29)や一本桜南遺跡 (28)などが所在する。木刈峠遺跡では 3枚の文化層から25ブロ ック， 6，200点に及

ぶ石器群が検出されている。一本桜南遺跡では， 10層に及ぶ文化層から31ブロ ックの石器群が出土してい

る。他には，泉北側第 3遺跡 (30)では環状ブロ ックが検出され，南西ヶ作遺跡 (27)や六角遺跡 (33)

でも石器の出土が確認されている。一方，松崎遺跡群より南側の，新川を挟んだ八千代市側の遺跡である，お

おびた遺跡 (43)では有舌尖頭器やナイフ形石器が出土している。

縄文時代になると，比較的多くの遺跡が確認されている。 松崎遺跡群の中では，松崎 I~ Vll遺跡で早期

から晩期にわたる遺構 ・遺物が検出されている。隣接する松崎E遺跡 (3 )では早期の竪穴住居跡や炉穴

が検出され，松崎V遺跡 (5 )・松崎VI遺跡、 (6 )からも早期撚糸文系土器や条痕文系土器とともに，炉穴

などの遺構が検出されている。周辺を見渡しでも，炉穴群と貝層が確認された船尾貝塚 (20)をはじめ，

早期後葉の遺跡が多く確認されている。一本桜南遺跡 (28)では竪穴住居跡3軒の他に炉穴などが調査さ

れている。船尾町田遺跡 (23)では，条痕文系の土器が出土した。南に日をむけると，新川を挟んだ台地

上では栗谷遺跡 (41)で炉穴が22基，土谷遺跡 (43)で炉穴31基が検出され，境堀遺跡 (39)，向境遺跡

(40)などからも炉穴が検出されている。これらの遺跡群が位置する台地と新川を挟んだ西側の対岸には，

条痕文期の貝層を伴い，住居跡と炉穴がセ ットで検出された間見穴遺跡 (45)が存在する。松崎遺跡群の

東側では，印膳村トヶ前遺跡 (14)で，条痕文系土器を主体とした遺物包含層がみられる。
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前期の遺跡、は少ないが，八千代市中ノ台遺跡 (37)で黒浜式期の竪穴住居跡10軒，宗甫北遺跡 (32)で

は関山式期の炉が検出されている。中期以降については，それほど遺跡数は多くはみられない。松崎遺跡

群の中では，松崎皿遺跡 (3 )から加曽利E式期の竪穴住居跡が1軒検出されている。他には，阿玉台式

期の土器を含む佐山貝塚 (34) ，加曽利EI 式~EIII 式の土器が検出された別所大山遺跡 (31 ) ，晩期と思わ

れる土坑が確認された南西ヶ作遺跡 (27)などがある。また，西側に谷を 2つ越えた戸神谷を流れる小河

川の河床から発見された西根遺跡 (22)からは，大量の加曽利B式土器が出土している。

弥生時代から古墳時代前期では，弥生時代後期の遺跡が多く所在する。本報告の松崎N遺跡 (4 )から

も弥生時代後期の竪穴住居が検出されている。弥生時代中期の遺跡としては田原窪遺跡 (35)が挙げられ

る。田原窪遺跡は40数軒の竪穴住居跡を伴う環濠集落である。弥生時代後期以降になると，松崎 I遺跡

( 1 )のように，弥生時代後期から古墳時代前期にかけて継続する遺跡が多くなるとともに，集落規模も

大きくなる。松111奇V遺跡 (5 )では当該期の住居が検出されている。向新田遺跡 (26)では，竪穴住居跡

が83軒検出され，北関東系や東海系の土器がみられる。船尾町田遺跡 (23)でも21軒の竪穴住居跡ととも

に，s字口縁や北陸系の土器が出土している。一本桜南遺跡 (28)で、は古墳時代前期の竪穴住居跡が60軒
検出されている。他にも鳴神山遺跡 (24)，船尾白幡遺跡 (21)や八千代市道地遺跡 (36)，栗谷遺跡 (41)，

上谷遺跡 (43)，境堀遺跡 (39)など多くの遺跡でこの時期の遺構が確認されている。また，間見穴遺跡

(45)では前期古墳が検出されている。

古墳時代中期の遺跡はほとんど知られていないが，古墳時代後期になると集落や古墳などが点在するよ

うになる。集落については調査例が少なく 言及できないが，松崎I遺跡 (1 )と松崎E遺跡 (2 )では竪

穴住居跡が検出されている。古墳の調査例では， 30m級の前方後円墳を含む 3基の古墳が調査された船尾

町田遺跡 (23)がある。いずれも箱式石棺を埋葬施設とした古墳で， 7世紀中頃の終末期古墳と想定され

る。その他，印播沼低地西半には群集墳が点在して存在するが，いずれも大きな群を形成せず，大きな古

墳を含まないのが特徴である。

奈良・平安時代になると，大規模な集落が形成される例が多い。松崎V遺跡、(5 )では該期の竪穴住居

を検出した。また，松崎 I遺跡 (1 )・松崎H遺跡 (2 )・松崎E遺跡 (3 )・松崎VI遺跡 (6 )からも遺

構・遺物を検出している。松崎遺跡群の西側に位置する鳴神山遺跡、 (24)では，竪穴住居跡205軒，掘立柱

建物跡43棟などが調査されている。鳴神山遺跡の集落は 8世紀初頭に形成され， 10世紀前半には衰退する

が， r弘仁九年・・」の紀年銘墨書土器やムラの祭杷を示す長文墨書土器などを含む1，000点に及ぶ墨書・
刻書土器が注目される。松崎遺跡群の近くに所在する大規模な集落としては，多量の墨書土器が検出され

た船尾白幡遺跡 (21)もあって，この辺りが古代の船尾郷の中心的な集落を形成していたと思われる。印

描沼を挟んだ南岸の台地上にも，栗谷遺跡 (41)や上谷遺跡、 (43)など大規模な集落が所在する。

中・近世では，松崎E遺跡 (2 )，松崎皿遺跡 (3 )，松崎W遺跡、 (4 ) ，松崎V遺跡、 (5 )で遺構・遺物

が検出されている。松崎皿遺跡では，土塁 ・溝・地下式坑・掘立柱建物跡 ・野馬土手・土坑・台地整形区

画・ 墓域などが検出された。同時代の周辺遺跡では，土塁 ・空堀とともに中世陶磁器類が出土し，臼井城

に付随する城あるいは砦とされる船尾城祉 (19)がある。また，白井谷奥遺跡 (25)からも墓域や地下式

坑などが検出されている。その他にも題目板碑が出土した間見穴遺跡 (45)，江戸時代中期頃の供養塔や庚

申塔を伴う結縁寺塚群 (46)，近世庚申塔列や土手・溝・道路を検出した向新田遺跡、 (26)，中世土坑墓・

天目茶碗・水瓶などが出土した仲内遺跡、 (15)，塚3基を検出した神野貝塚 (37)内の塚群などがある。
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第 2 部

松崎lV遺跡



第 1章松崎N遺跡の概要

松|崎町遺跡、は， 第1部で触れたように，平成9年度から平成17年度にわたって，断続的に発掘調査がお

こなわれた。結果的に遺跡のほほ全域を調査するに至った。

各年度ごとの調査地点については， 第4図左に示した。調査が可能となった地点から，順次発掘調査を

おこなった。調査は各年度ごとに，上層(縄文時代以降)の確認調査を実施し，遺構が認められた範囲に

関して上層本調査をおこなった。その後引き続き，下層(旧石器時代)の確認調査を実施し， 遺物の広が

りが認められた範囲について，下層本調査を実施した。上層の確認トレンチと本調査範囲については， 第

4図右に示した。なお，下層確認のための試掘坑の配置は，第 2章中の第 7図及び第37図に示した。

旧石器時代の調査成果に関しては， 第2章で寸及った。医層下部からE層にわたる 4つの文化層で，合計

9 か所の石器集中地点を検出した。 特に， W層~VI層に生活面を持つと推定される，第皿文化層が質 ・ 量

とも充実している。

整理作業の工程上の問題から，第2章第 1節では平成15年度までの成果を扱い，第2節では平成16年度

の調査成果を扱うこととした。これは， 当初平成15年度までの成果で報告書を刊行する予定であったもの

が，平成16年度調査分も追加して報告書を刊行することとなったためである。よって，第 1節中の第7図・

第8図・第20図，第2表 ・第3表については，平成16年度の調査成果が反映されていないことをお断りし

ておきたい。また，第5章第l節の旧石器時代のまとめについても，平成16年度の調査成果は反映されて

いない。遺跡全体における総数などについては，第2節の平成16年度調査成果を加わえて頂きたい。

縄文時代以降の調査成果は第3章 ・第4章で、扱った。検出された遺構については，第5図に遺構配置図

を示し，第1表に遺構一覧表を示した。検出された遺構の内訳は，縄文時代の遺構として陥穴状遺構5基・

土坑36基・ピッ ト10基，弥生時代以降の遺構として竪穴住居跡6軒 ・竪穴状遺構l基 ・土坑32基・溝状遺

構11条である。竪穴住居跡 ・竪穴状遺構はすべて弥生時代後期と考え得る ものである。遺構間接合資料の

存在などから，弥生時代後期の比較的短期的な集落を検出したと考えられる。石器製作跡や大型砥石状石

製品は注目されよう。また，遺跡内を縦断するように，野馬堀と考え得る溝状遺構を検出した。

なお，遺構の名称について若干述べておきたい。基本的な方針としては，調査時に用いた遺構の名称を，

報告に際してもそのまま用いることとした。これは，注記その他がこの名称でなされているため，混乱を

避ける意味合いが強い。ただし，年度によって，遺構名の重複などがあったため，すべての遺構名の先頭

には，調査次数を示す数字を入れた括弧を加えることとして整理作業を進めた。よって (2)SK001という

名称は， 12次調査(平成10年度)で検出されたSKOOlJという意味である。調査次数と調査年度の対象は，

第4図左を参照して頂きたい。

なお，竪穴住居跡及び、溝状遺構については，報告の便宜上， 新たな遺構名を付した。新旧の遺構名の対

照は第 1表を参照して頂きたい。
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第 1表松崎W遺跡遺構一覧表

新逃構名 調査時遺構名 種類 時期 調査年度 備考 新進構名 |調査時遺構名 種類 時期 調査年度| 備考

第l号住居跡 (I)SI001 竪穴住居跡 弥生後期 H9 (3)SKOI8 士坑 縄文 Hll 

第2号住居跡 (1) S1002 竪穴住居跡 弥生後期 H9' Hl7 (3)SKOI9 士坑 縄文 Hll 

第3号住居跡 (2)SI003・ 竪穴住居跡 弥生後期 HIO'HII (3) S1001 
(3)SK020 土坑 縄文 Hll 

(3)SK021 土坑 縄文 Hll 
第4号住居跡 (2)SI004 竪穴住居跡 弥生後期 HIO 

(3)SK022 土坑 縄文 Hll 
第5号住居跡 (3)SI002 竪穴住居跡 弥生後期 Hll 

(3)SK023 土坑 縄文 Hll 
第6号住居跡 (6)003 竪穴住居跡 弥生後期 HI6 

(3)SK024 土坑 縄文 Hll 
(3)SXOOI 竪穴状遺構 弥生後期 Hll 剥片多量出土

(3)SK025 土坑 縄文 Hll 
(2)SKOOI 土坑 弥生以降 H!O 

(3)SK026 土坑 縄文 Hll 
(2)SK002 土坑 弥生以降 HlO 

(3)SK027 士坑 縄文 Hll 
(2)SK003 土坑 弥生以降 H!O 

(3)SK028 土坑 縄文 Hll 
(2)SK004 土坑 弥生以降 HlO 

(3)SK029 土坑 縄文 Hll 
(2)SK005 士坑 弥生以降 H!O 

(3)SK030 土坑 縄文 Hll 
(2)SK006 土坑 弥生以降 HIO 

(3)SK031 土坑 縄文 Hll 
(2)SK007 土坑 弥生以降 HI0 

(3)SK032 ピット 縄文 Hll 
(2)SK008 土坑 弥生以降 HIO 

(3)SK033 ピット 縄文 Hll 
(2)SKOω 土坑 弥生以降 HIO 

(3)SK034 土坑 縄文 Hll 
(2)SKOI0 土坑 弥生以降 HIO 

(3)SK035 ピット 縄文 Hll 
(2)SKOll 陥穴状遺構 縄文 HIO 

(3)SK036 ピット 縄文 Hll 
(2)SKOI2 土坑 弥生以降 HIO 

(3)SK037 ピット 縄文 Hll 
(2)SKOI3 士坑 弥生以降 HIO 

(3)SK038 土坑 縄文 Hll 
(2)SKOI4 土坑 弥生以降 HI0 

(3)SK039 ピット 縄文 Hll 
(2)SKOI5 土坑 弥生以降 HlO 

(3)SK040 ピット 縄文 Hll 
(2)SKOI6 士坑 弥生以降 HlO 

(3)SK041 土坑 縄文 Hll 
(2)SKOI7 土坑 弥生以降 HIO 

(3)SK042 土坑 縄文 Hll 
(2)SKOI8 土坑 弥生以降 HIO 

(3)SK043 土坑 縄文 Hll 
(2)SKOI9 士坑 弥生以降 HI0 

(3)SK044 土坑 縄文 Hll 
(2)SK020 土坑 弥生以降 HIO 

(3)SK045 土坑 縄文 Hll 
(2)SK021 土坑 弥生以降 HIO 

(3)SK046 土坑 縄文 Hll 
(2)SK022 土坑 弥生以降 HlO 

(3)SK047 ピット 縄文 Hll 
(2)SK023 土坑 弥生以降 HI0 

(4)SKool 士坑 弥生以降 H12 
(2)SK024 土坑 縄文 HI0 

(5)SKI0l 陥穴状遺構 縄文 H15 
(2)SK025 土坑 縄文 HI0 

(5)SKI02 土坑 縄文 H15 
(2)SK026 土坑 弥生以降 HI0 

(6)∞I 土坑 縄文 H16 
(2)SK027 陥穴状遺構 縄文 HI0 

(6)∞4 陥穴状遺構 純文 Hl6 
(2)SK028 土坑 弥生以降 HlO 

溝1 (I)SD003 f茸状遺構 近世 H9 野馬掘か
(2)SK029 土坑 弥生以降 HI0 

I梓1 (3)SD002 1茸状遺構 近世 Hll 野馬堀か
(2)SK030 土坑 弥生以降 HI0 

I耳l (3)SDOI2 I再状遺構 近世 Hll 野馬沼地、
(2)SK031 土坑 弥生以降 HI0 

溝l (4)SDOOl i茸状遺構 近世 H12 野馬羽田か
(3)SKOOl 陥穴状遺構 縄文 Hll 

溝1 (6)002 1茸状遺構 近世 H16 野馬堀か
(3)SK002 土坑 弥生以降 Hll 

t拝2 (3)SD006 1梓状遺構 古代以降 Hll 
(3)SK003 土坑 弥生以降 Hll 

iili3 (3)SD004 I茸状遺構 古代以降 Hll 
(3)SK004 土坑 弥生以降 Hll 

;帯4 (3)SD005 I茸状遺構 古代以降 Hl1 
(3)SK005 土坑 弥生以降 Hll 

I葺5 (2)SD007 I帯状遺構 古代以降 HIO 
(3)SK006 土坑 純文 Hll 

溝5 (3)SD007 t帯状遺構 古代以降 Hll 
(3)SK007 土坑 縄文 Hll 

J持5 (3)SD008 I茸状遺構 古代以降 Hll 
(3)SK008 土坑 縄文 Hll 

溝5 (3)SDOI0 t茸状遺構 古代以降 Hll 
(3)SK009 土坑 縄文 Hll 

溝6 (I)SD002 溝状遺構 古代以降 H9 
(3)SKO!O 土坑 純文 Hll 

l再6 (3)SD003 溝状遺構 古代以降 Hll 
(3)SKOll 士:tj[ 縄文 Hll 

溝7 (3)SDOOl 溝状遺構 古代以降 Hll 
(3)SKOI2 士坑 縄文 Hll 

i韓B (3)SD009 溝状遺構 古代以降 Hll 
(3)SKOI3 ピット 純文 Hll 

1茸9 (2)SD004 }罪状遺構 古代以降 HlO 
(3)SKOI4 ピット 純文 Hll 

i茸10 (2)SD005 I梓状遺構 古代以降 HlO 
(3)SKOI5 土坑 縄文 Hll 

溝口 (2)SD006 i茸状遺構 古代以降 H!O 
(3)SKOI6 土坑 縄文 Hll 

(3)SKOI7 土坑 縄文 Hll 
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第2章旧石器時代

第1節 平成15年度までの調査

1 基本層序(第6図)

基本層序は第6図のとおりである。調査範囲は，南北360m，東西300mの広い範囲の調査を行った。全

ての調査区において，土層の堆積状況が均等で、はない。調査区域の中央部と南部の二つの代表的な層序を

図示した。併せて，各ブロックにおける石器の出土層位範囲と石器集中層位 (推定生活面)を図示した。

これらの区域の共通した特徴は，第1黒色帯に相当するV層を明確にとらえることができ，第2黒色帯

下部の医a層と医c層の間層に医b層を識別できなかったことである。

第I文化層
第Iプロック

Xb 

X 1 

25.0m 

111111111111111111111111111111川111

24.5m 

24.0m 

合第I文化層

23.501 

23.0m 

第E文化居
第2ブロック

24.5m 

11111111111111111111111111111111 

24.0m 

第国文化層

第3プロック

p1j~ 
E勿勿勿佐佐勿必匂必~

Xb IUUUU<"""<44辺品企

Xb 

第6図基本層序

19 -

25.0m 

1111111111111111111111111111 

合第E文化層

24.5m 

24.0111 

23.501 

第皿文化層

第4ブロック

25.0m 

24.5m 

*第E文化層

24.0m 

ト…{醐
*石器集中層位

推定生活面



相違点は，第 1~ 3ブロックの位置する調査区中央部においては，いわゆる 「ソフトローム層jである

皿層が，下部に向かつてソフ ト化が進んでおらず，N層を識別できたが，第4ブロ ックの位置する調査区

南部においては， v層までソフト化が進んでおり ，N層を識別できなかった。

困 層(明褐色土) 本層が立川ローム最上層に相当する。いわゆる「ソフトローム層」である。色調は均

質ではない。下部に向かつてソフト化がみられるが，本遺跡では，それほど著しく下部にソフト化

が及んでおらず，ほとんどがW層まで及んでいる程度で，調査区南部において， v層に及んでいる。

町 層 (明褐色土) 硬質のローム層でいわゆる「ハードローム層Jである。特徴的な赤色スコリアを含

み，全体に赤みを帯びて明色。

V 層(暗灰褐色土) 第1黒色帯に相当する。全体に黒ずんで、いる。本地域周辺では，比較的，第 1黒

色帯を識別することが容易である。

VI 層 (暗灰黄白色土) AT (姶良丹沢火山灰)が集中的に包含される。黒色スコリアを含み，赤色ス

コリアも少量含むo

W 層 (暗灰褐色土) 第2黒色帯上部に相当する。全体に黒ず、んで、いる。黒色スコリアを含み，赤色ス

コリアも少量含む。ATブロックが若干混在する。

IXa層 (濃暗灰褐色土) 第2黒色帯下部の上半である。四層よりも黒ずんでいる。黒色スコリアを多く

含み，赤色スコリアも含む。

IXb層 (濃暗灰褐色土) 第2黒色帯下部の間層。本遺跡においては，識別できなかった。

IXc層 (淡黒褐色土) 第2黒色帯下部の下半である。黒色スコリアを多く含む。大小の赤色スコリア

を含む。白色スコリアを微量含む。

Xa層 (暗灰褐色土) 黒色ス コリアを含み，赤色スコリアを微量含む。

Xb層(暗灰褐色土) Xa 層よりも若干暗く，上下の層に比べて，スコリアの量が少なくなる。黒色ス

コリアを微量含む。立川ローム最下層に相当する。

E 層(灰褐色土) 武蔵野ローム最上層である。粘性を帯びた灰褐色ロームである。

2 文化層の概要(第 7・8図，第 2・3表)

文化層別の石器群の概要は，第 2表のとおりである。出土総点数は121，点である。旧石器時代の文化層は，

第 I 文化層~第W文化層の 4 文化層に分離できた。 第皿文化層は，第 3~7 ブロックの 5 か所のブロック

と， 3か所からブロック外出土石器が単独で検出されている。そのほかの文化層は，集中地点を示すブロ

ックは 1か所で構成される。文化層に所属しないものは，単独出土石器として取り扱った。

文化層別の出土分布とブロックの位置は，第8図のとおりである。各文化層とも出土層位に上下の幅を

もつが，各文化層の出土層位と出土集中層位から生活面を推定すると以下のとおりとなる。

( 1 ) 第I文化層:調査区中央部の台地の平坦面に分布する。第1ブロックが相当する。第1ブロックの

中央部に，第E文化層の第3ブロックが平面的に重複して出土しているが，出土層位から第 1ブロックと

第3ブロックを分離することができた。出土層位は， Xb層上部~医a層下部にかけて出土している。IXc

層下部に集中していており，医c層下部に生活面をもっ文化層と推定できる。

( 2 ) 第E文化層:調査区中央部のやや東側に分布しており，南東に緩やかに傾斜する斜面に分布する。

第2ブロックが相当する。出土層位は， IXc層下部~VI層下部にかけて出土している 。 遺物が比較的上下

- 20-



幅をもって出土しているが，石器の集中する層位は， IXc層上部で、あることから， IXc層上部に生活面をも

っ文化層と推定できる。

( 3 ) 第E文化層 : 第 3~7 ブロ ックの 5 か所のブロ ック と ブロ ック外出土石器 1 ~3 が相当する 。 調

査区中央部の台地平坦面から第3・5. 6ブロックの 3か所のブロックがまとまって出土している。調査

区南部の南東に緩やかに傾斜する斜面に第4ブロックが分布し，調査区北東部の南東に緩やかに傾斜する

斜面に第 7 ブロ ックが分布する 。 ブロ ック外出土石器 1~3 は，第 3 ・ 5 . 6ブロックの周辺に分布して

いる 。 出土層位は，各ブロ ックにおいて，集中する層位が若干異なるが， 医 a層~V層にかけて出土して

おり， 刊層~VI層に集中する こ とから， W層~ VI層に生活面を持つ と推定される 。 ブロ ック間接合はみら

れないことから，同一時期の所産のものではなく，同一段階の石器群と考えられる。

( 4 ) 第町文化層 :調査区北側に分布しており，南西に緩やかに傾斜する斜面に分布する。第 8ブロ ッ

クが相当する。出土層位は，上層の調査時に継続して調査したときに， III層から出土している。E層に生

活面をもっ文化層と推定できる。

( 5 ) 単独出土石器 :第 I~N文化層に帰属 しないものを単独出土石器として取り扱っ た。 出土点数は，

6点出土しており，剥片 5点，機片 1点である。

第2表文化層別石器群概要一覧表

文化層
ブロッ
出土層位 推定生活面

出土点
器種組成の特徴 石材組成の特徴

ク 数

局部磨製石斧が2個体(7点の 局部磨製石斧は砂岩7点，頁
Xb層上部~ 医c層下部 47 

接合資料と2点の接合資料)。 岩2点で構成される。トロ卜ロ石
IXa層下部 局部磨製石斧の再生剥片が接 (安山岩)，流紋岩，玉髄(メノウ

ZEL 10 を含む)，頁岩で構成される。

台形様石器は，ガラス質黒色安

E 2 
区c層下部~

医c層上部 34 
台形様石器が7点で非常に高 山岩・流紋岩・ホノレンフェルスで、

VI層下部 い割合を占める。 構成される。剥片・砕片は砂岩
が主体を占める。

VII層下部~
ナイフ形石器，彫器は硬質頁岩

3 
VI層下部

VII層 7 ナイフ形石器L点，彫器L長。 を用いている。硬質頁岩と頁岩
を主体とする。

VII層下部~ ナイフ形石器4点，彫器1点で
硬質頁岩でほとんど構成され

4 
W層上部

VII層 9 
製品の占める割合が高い。

る。黒曜石が1点出土しており，
彫器が製作されている。

5 VII層上部 VII層上部 2 
ナイフ形石器2点で，すべてナ

すべて硬質頁岩を用いている。
回

イフ形石器で構成されている。

VII層上部~
彫器1点， 二次加工のある剥片

6 
VI層下部

VI層下部 4 1点，微細剥離痕のある剥片1 すべて黒曜石を用いている。
d占』、、。

7 区a層~V層 VII層~VI層 4 模形石器3点，呆IJ片l点。
流紋岩，玉髄(メノウ含む)，安
山岩，頁岩で構成されている。

単独 VII層とVI層 VII層とVI層 3 
ナイフ形石器L点，蔽石l点， 黒曜石，硬質頁岩，石英岩で
二次加工のある剥片1点。 構成されている。

ナイフ形石器1点，二次加工の
頁岩，黒曜石，ガラス質黒色安

IV 8 皿層 皿層 6 
ある剥片1点。

山岩，トロトロ石(安山岩)が少
量ずつで構成される。

単独 単独 6 製品は出土していない。

'-
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第 7図 旧石器時代確認グリッド
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第8図 旧石器時代本調査範囲とブロックの位置
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第 3表文化層別石材器種組成表

日 微

剖i
次
1剥

ナ 磨 剥 主U
プ イ f1 

慎 製
j川

雌 TX 文 ド上 汗手 」二
化

ロ
岩

フ
様

除手 彫 敵 ィ， liえ 1-1 剥 的t 機 総 比
y 形 主i ;l;1 イ1 斧

。コ σ〉 t主 片 片 片
機

1十
層 1'， 石 あ

( 

ク 壬i W，{ !ヰ あ % 
総
:li↓ 

生
る

る ) 

剥
調l

片
剥

片 片

|卜ロトロ石(安山岩)
0.26 0R6 9 

7 05719 2 
1.15 

|減紋岩
10.89 ワ 92 na2 q 

5 4.13 
13.71 1.45 

白石
2624 2 UJll 401 3 24428 4 

|片 品員石
ヲ1 384 1 0.04 a56 5 40969 6 

玉髄(メノウd む)

1.87 153 9 。l
6 4.96 

1.4 4.9 0.52 
砂岩

4QR7 伝 2128 7 
4 20 4163 53 
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3 文化層各節

( 1 )第I文化層

IXc層下部に生活面をもっと推定される。第1ブロックが相当する。

①第1ブロック(第 9~14図，第 3 ・ 4 ・ 1 4 ・ 15表，図版 4 ・ 14)

出土状況 平面分布は，約14mx 5 mの長楕円形の範囲にやや密集して分布している。分布状況を詳し

くみると，西部と中央部と東部の 3か所の集中地点がみられる。出土層位は， Xb 層上部~医a層下部にか

けて出土している o IXc層下部に集中しており， IXc層下部に生活面をもっ文化層と推定できる。

器種別分布(第 9図)の特徴として 3か所の集中地点の傾向をみると次のことがあげられる。西部にお

いては，剥片・砕片が密集しており，中央部に近い西側に局部磨製石斧再生剥片 1点，微細|剥離痕のある

剥片 l点が出土している。中央部においては，局部磨製石斧再生剥片が8点まとまって出土していること

が特筆される特徴である。そのほかに， 二次加工のある剥片 1点，微細剥離痕のある剥片 1点が出土して

第4表 第I文化層 第1ブロック母岩器種組成表

局 微 組

ブ 母
部 次 細 成

文 母
疋出三f
生磨 清l力日 る菊l

石 君l 右半 総、 比ロ 理粂化
ツ

正山ゴ
番
最IJ製 片工 剥離

核 片 片 言十 ( 

層
ク

名
号
片石 の 片痕 % 
斧 あ 。コ

) 

再 る あ

トロ卜ロ石(安山岩) 001 1 6 7 14.89 

0.26 0.89 1.15 0.24 

トロトロ石(安山岩)点数合計 6 7 14.89 

卜ロトロ石(安山岩)重量合計 0.26 0.89 1.15 0.24 

流紋岩 001 2 4.26 

10.89 0.24 11.13 2.33 

002 2 3 6.38 

2.15 0.43 2.58 0.54 

流紋岩点数合員十 2 2 5 10.64 

流紋岩重量合計 10.89 2.39 0.43 13.71 2.87 

頁岩 001 2 2 4.26 

26.24 26.24 5.48 

002 2.13 

13.91 13.91 2.91 
頁岩点数合計 2 l 3 6.38 
頁岩重量合計 26.24 13.91 40.15 8.39 
珪質頁岩 001 4 l 6 12.77 

2.7 3.81 0.04 6.55 1.37 
珪質頁岩点数合計 4 6 12.77 
珪質頁岩重量合計 2.7 3.81 0.04 6.55 1.37 
玉髄(メノウ含む) 001 2.13 

1.87 1.87 0.39 
002 l 3 5 10.64 

1.4 1.59 0.1 3.09 0.65 
玉髄(メノウ含む)点数合計 3 6 12.77 
玉髄(メノウ含む)重量合計 l目4 1.87 1.59 0.1 4.96 1.04 
砂岩 001 7 2 10 21.28 

49.86 2.4 0.9 53.16 Il.ll 
002 5 3 8 17.02 

16.68 0.62 17.302 3.62 
003 2.13 

2.19 2.19 0.46 
004 2.13 

339.34 339.34 70.92 
砂岩点数合計 7 8 4 20 42.55 
砂岩重量合計 49.86 21.272 1.52 339.34 411.992 86.10 

I点数合計 9 2 2 18 14 47J 100.00 
I重量合計 76.1 1.4 4.57 24.8 29.32 2.98 339.34 478.51 100.00 

点重数量組組成成比比((%%)) 19.15 2.13 4.26 4.26 38.30 29.79 2.13 100.00 
15.90 0.29 0.96 5.18 6.13 0.62 70.92 100.00 

上段点数、下段。重量(g)J
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おり，剥片・砕片が少数出土している。西部・東部に比べて，製品の出土する割合が非常に高い集中地点

といえる。東部においては，石核 1点と剥片 4点が出土しており，製品は出土していない。このように，

3か所の集中地点において，器種別分布にそれぞれ様相が異なることがあげられる。

母岩別分布 (第10図)の特徴は， 3か所の集中地点がみられるが，接合資料が3資料検出されており，

接合資料 1は西部と中央部で接合関係があり，接合資料2・3は中央部と東部で接合資料がある。これら

のことから，比較的広い長楕円形の範囲に石器集中か所が， 3か所みられるが，これらは同時期に形成さ

れたといえる。ただし，集中地点ごとに，主体となる母岩がかなり明確に分かれる傾向がある。西部は，

玉髄 (メノウ含む)001 . 002，砂岩002が多くみられる。中央部は，砂岩001が多くみられる。東部は，流

紋岩002が多くみられる。

出土遺物 総計47点出土した。母岩器種組成は，第 4表のとおりである。

器種組成の特徴は，主要な器種が，接合した状態で局部磨製石斧が2個体(接合資料1と接合資料2) 

あり，局部磨製石斧を再生したものと思われるものが，接合資料 1が7点，接合資料 2が2点出土してい

る。特に，接合資料 1の資料は， 1 ~ 7の7点が接合した状態で，ほほ完形に近い状態まで復元できる資

料である。本文化層を特徴付ける資料といえよう。

母岩組成の特徴は， 5点以上の点数で構成されている母岩が， トロトロ石 (安山岩)001，頁岩001，珪

質頁岩001，玉髄 (メノウ含む)002，砂岩001・002である。このように，比較的多くの点数で構成される

母岩が，他の文化層に比べて多いことが特徴といえよう。特に，砂岩001は10点出土しているが，そのうち

7点が接合しており，局部磨製石斧の完形に近い形にまで復元されている。残りの 3点についても，接合

はしていないが，局部磨製石斧の再生加工に関する資料と考えられる。

1~7 は接合資料 1 である 。 接合した状態で，ほぼ完形の局部磨製石斧となっている 。 母岩は砂岩001で

あり，第 4表のとおり 10点で構成されており，その内 7点が接合している。母岩構成点数が少ない割には，

きわめて高い接合を示す。出土状況も，中央部の集中地点から大半が出土しており，西部の集中地点から

2点出土している。これらのことから，本ブロ ックに，局部磨製石斧を完形品として持ち込み，目的は明

確ではないが，再生加工，あるいは，目的的な剥片を剥離するために分割したものと思われる。このよう

な接合資料であることから， 1 ~ 7 の接合した局部磨製石斧の状況の段階と 1~7 に再生 (あるいは分割)

した段階の 2段階について詳細にみていくことにする。

まず， 1 ~ 7の接合した状態は，自然面が表面下部と裏面左側面にみられ，自然面の研磨は非常に顕著

である。残存している自然面の状況から，比較的厚みのない扇平な楕円形礁を素材としていることが観察

される。調整加工や研磨痕や再生加工 (分割剥離)の順序を順番に記載すると以下のとおりとなる。

①最初の段階の調整加工は，裏面右側から器体の約半分近くまで及ぶ大きな剥離と裏面左上部から幅広

の平坦な剥離が行われている。

②裏面は， ①の右側縁と左側縁からの調整加工と自然面は，平坦であり，研磨が非常に顕著である。剥

離面と自然面の境界は研磨痕が顕著であり，剥離面の稜線が研磨によって丸まっている。

③下端部の表裏両面に非常に顕著に入念に研磨が施されており，刃部が形成されている。

④表面は，中央平坦面の下部の自然面が顕著に研磨されている。

⑤これらの調整加工・研磨の後に，裏面上部から階段状の剥離が施されている。

⑥表面右側縁は，右上部→中間部→下部の順番に調整加工が施されている。
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⑦表面上端部に急角度の調整加工が施されている。

⑧表面左側縁は，再生加工が施されているので，局部磨製石斧の調整加工が明確ではないが，左側縁下

部に急角度の調整加工が施されている。

以上①~⑧の順番に調整加工と研磨が行われている。ただし， ①~④においては，研磨による調整がみ

られ，比較的大きな剥離面で構成されていることから，①~④の調整加工や研磨によって，局部磨製石斧

が完成されたと思われる。その後の⑤~③においては，研磨による調整がみられず，調整加工も急角度で

細かい加工が施されていることから，局部磨製石斧の再生加工が行われたものである可能性が高い。

これらをまとめると， ①~④の段階を局部磨製石斧の製作段階。⑤~③を局部磨製石斧の再生加工段階。

というように， 二段階の工程に分かれると観察される。

次に， 1 ~ 7の接合した状況の局部磨製石斧が 7個の局部磨製石斧再生剥片に剥離，あるいは，分割

された順序を順番に記載すると以下のとおりとなる。

⑨表面左側縁上部は， 裏面から剥離して， 2が剥離されている。その際に，接合はしていないが，左側

縁中間部が大きく剥離されている。

⑩続けて，表面左側縁下部からの調整加工の際に， 1 . 3 ・ 4 と 5~7 の二分割されている。

。 2 と 5~ 7 は，赤褐色に変色しており，火熱を受けた可能性が高い。 1 ・ 3 ・ 4 は火熱を受けた痕跡

がみられない。 5 ~7 の接合した状態で，火熱を受けたものと思われる。

⑫ 1・3・4は，表面平坦面の上部から加撃を受けて， 1と3・4に分割されている。

⑬ 3・4は左側縁から加撃され， 3が剥離されている。

⑬ 5~7 は刃部の中央部から加撃を受けて， 6と5・7に分割されている。

⑮5・7は右側縁から 5が剥離されている。⑪~⑬の剥離と⑭ ・⑮の剥離は分割後の剥離なので， 剥離

順序の先後関係については，不明である。

以上⑨~⑮が，局部磨製石斧を再生・分割した剥離順序である。ここで注目されるものは，⑪で記載した

ように，被熱痕の有無がみられることである。 2 と 5~7 は被熱痕が有り， 1 . 3・4は被熱痕が無い。

特に， 5 ~ 7は局部磨製石斧の刃部にあたる部位であり，被熱後においても， 一時的に，刃部が機能して

いた可能性が推定される。

次に， 1 ~ 7を個別に観察し，上述の⑨~⑬の剥離順序に対応させて記載することにする。

lは⑫の剥離に対応する。局部磨製石斧の頭部にあたる部位である。分割後には調整加工がみられない。

2は再生・分割の初期段階の①の剥離に対応する。横長の小型剥片が剥離されている。火熱を受けている。

3は⑬の剥離に対応する。不定形な小型の剥片である。4は⑫ ・⑬の剥離に対応する。 1. 3・4に分割

された後に， 1と4が剥離されており， 残核として分類することも可能である。5は⑬の剥離に対応する。

小型の不定形な剥片である。6は⑭の剥離に対応する。下端部に， 局部磨製石斧の刃部が残存している。

7は⑭ ・⑮の剥離に対応する。6と同様に，下端部に，局部磨製石斧の刃部が残存している。

1 ~ 7 は，いずれも，再生 ・ 分割後に，調整加工が施されていないことが特徴としてあげられる。 こ れ

らの要因によれば，再生・分割された剥片であり，製品として機能したかどうかは明確で無い。ただし，

局部磨製石斧として機能していた石器を再生・分割している目的については，分割された石器のいずれか

の部位に，局部磨製石斧として機能していた刃部を持つ石器がみられることから，分割した状況でも，以

前の刃部を保持していることに注目すると，分割された 1 ~7 は調整加工が無いものの，それ自体が石器
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第11図第 I文化層 第1ブロック出土石器 (1 ) 
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く〉
十

舎~~
〈三=ー

。
5 24U27-5砂岩001
局部磨製石斧再生剥片

0.93g 十

乙ご〉

心

24U27 -7 
砂岩∞I
局部磨製石斧再生事l片
13.81g 

十

十

4 24U27-8 ~ノ〆
砂岩001 'c...4...../ 
局面i謄製石斧再生剥片
16.82g 

(4/5) 

十

6 24U27-1 
砂岩001
局部磨製石斧再生剥片
11.28g 

。
t> 

5cm 

第12図第I文化層 第1ブロック出土石器(2 ) 
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第13図第I文化層第1ブロック出土石器(3 ) 
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記号 ? J 
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J25ア噌
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-1t1-U t7J 
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13 2'1じ26-1.1
砂岩∞2
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院

qミフ

十

。
(4/5) 5cm 

第14図 第I文化層第lブロック出土石器(4 ) 



として機能していた可能性が高いことが推定される。特に，分割された剥片自体が石器である可能性が高

いものは， 1・4・6・7があげられよう。

8 + 9は接合資料2である。 8+ 9の状態で，局部磨製石斧の基部の部位が残存したものであると考え

られる。裏面中央部は，顕著に研磨されている。剥離面を研磨したものと思われるが，自然面の可能性も

ある。表面の凸面は明確で、はないが，やや光沢があり，研磨によるものである可能性がある。局部磨製石

斧の再生加工と思われるものが，裏面右側縁に，表裏両面から階段状の粗い調整加工が施されている。そ

の後，上端部裏面から大きく分割され， 8 + 9に分割されている。分割後，裏面左側縁下部から，大きく

剥離した際に， 8と9に分割されている。 8と9に分割された後には，調整加工が施されていない。

10は二次加工のある剥片である。幅広の剥片を素材として，右側縁を折断した後に，打面部側を折断し

ている。その後，左側縁に粗い調整加工が階段状に施され，裏面右側縁上部に折断面から細かい加工が施

されている。

11・12は微細剥離痕のある剥片である。11は背面中央部にポジテイヴ面をもっ縦長剥片を素材として，

表面左側縁と腹面左側縁下部に微細剥離痕がみられる。12は線状打面から剥離された縦長剥片を素材とし

ている。背面左側にポジティヴ面をもっ。表面左側縁上部と腹面左側縁に微細剥離痕がみられる。

13は剥片である。平坦打面から剥離された横長剥片である。背面左側縁に頭部調整がみられる。

14は石核である。分割した厚みのある剥片を素材としているものと思われる。裏面左下端部と右下端部

から貝殻状の小型の剥片を剥離した後に，裏面左上端部と右上端部から貝殻状の小型の剥片が剥離されて

いる。次に，表面上端部を打面として固定して， 4枚程度の小型の剥片を剥離した後に，表面下端部から

幅広の剥片を剥離している。

15 + 16は接合資料3である。分割した厚みのある剥片を素材として，表面上面左側から 3枚程度の小型

の剥片を剥離した後に，表面上面を打面として，幅広の剥片が剥離されている。その後頭部調整を数回行

っているが，剥片は剥離されていない。最後に，表面右下端部から員殻状の小型の剥片である15が剥離さ

れている。16は石核である。

( 2 )第E文化層

医c層上部に生活面をもっと推定される。調査区中央部のやや東側に分布しており，南東に緩やかに傾

斜する斜面に分布する。第2ブロックが相当する。

①第 2 ブロック (第15~ 19図， 第 3 ・ 5 ・ 15表，図版 4 ・ 1 4)

出土状況 平面分布は，約 8mx6mの楕円形の範囲から散漫に分布している。分布状況を詳しくみる

と，南東部と北西部と南西部の 3か所の集中地点がみられる。出土層位は， IXc層下部~VI層下部にかけ

て出土している。遺物が比較的上下幅をもって出土しているが，石器の集中する層位は， IXc層上部で、あ

ることから，医c層上部に生活面をもっ文化層と推定できる。

器種別分布(第15図)の特徴を集中地点ごとにみると次のような傾向がみられる。南東部においては，

台形様石器が2点近接して出土しており，剥片が5点南西部にみられる。北西部においては，北側では剥

片がまとまって出土しており，南西部の集中地点に近接して，台形様石器が2点出土している。南西部に

おいては，台形様石器が2点，砕片が4点出土しており，他の集中地点に比べて砕片の割合が高い傾向に

ある。3か所の集中地点においては，台形様石器が2点ずつ出土しているが，形態的にはそれぞれ異なる
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傾向カfある。

母岩別分布(第16図)の特徴を集中地点ごとにみると次のような傾向がみられる。南東部においては，

ガラス質黒色安山岩001が2点出土しているが， 2点とも台形様石器であり接合している(接合資料4)。

第5表第H文化層 第2ブロック母岩器種組成表

微
キ且

ブ 母
.口L>、 細

成
文 ロ 母

岩
形 る剥

華11 砕 華襲 総 比
化

ツ
岩

番
様 剥離

片 片 片 計
層 名 石 片痕

( 

ク ヲロ7 
器 の

号ら

あ
) 

日 2 黒曜石 001 1 1 2 5目88
3.23 0.28 3.51 2.12 

黒黒曜曜石石 点数合計 1 l 2 5.88 
重量合計 3.23 0.28 3.51 2.12 

ガラス質黒色安山岩 001 3 3 8.82 
40.86 40.86 24.65 

002 I l 2.94 
8.31 8.31 5.01 

003 1 1 2.94 
1.37 1.37 0.83 

ガラスス質質黒黒色色安安山山岩点数合計 4 l 5 14.71 
ガラ 岩重量合計 49.17 1.37 50.54 30.49 
トロトロ石(安山岩) 001 l 1 2.94 

0.1 0.1 0.06 
002 l 1 2.94 

0.05 0.05 0.03 

トロトロ石(安山岩)点数量合合計計 2 2 5.88 
トロトロ石(安山岩)重 0.15 0.15 0.09 
ホノレンフェノレス 001 1 I 2.94 

2.68 2.68 1.62 
ホルンフェルス点数合計 1 1 2.94 
ホルンフェルス重量合計 2.68 2.68 1.62 
流紋岩 001 2 2 5.88 

12.02 12.02 7.25 
002 l l 2.94 

0.75 0.75 0.45 

流流紋紋岩岩 点数合計 2 l 3 8.82 
重量合計 12.02 0.75 12.77 7.70 

頁岩 001 3 3 8.82 
1.36 1.36 0.82 

頁頁岩岩 点数合計 3 3 8.82 
重量合計 1.36 1.36 0.82 

玉髄(メノウ百む) 001 1 1 2.94 
0.29 0.29 0.17 

玉玉髄髄(メノウ含む)点数合計 l l 2.94 
(メノウ含む)重量合計 0.29 0.29 0.17 

砂岩 001 12 1 13 38.24 
86.6 0.21 86.81 52.36 

002 1 1 2.94 
0.64 0.64 0.39 

砂岩点数合計 13 l 14 41.18 
砂岩重量合計 87.24 0.21 87.45 52.75 
石英ハン岩 001 2 l 3 8.82 

0.68 6.35 7.03 4.24 
石英ハン岩点数合計 2 l 3 8.82 
石英ハン岩重量合計 0.68 6.35 7.03 4.24 

日点数合計 7 l 19 5 2 341 100.00 
E重量合計 63.87 3.23 90.54 1.04 7.1 165.78 100.00 

点重量数組組成成比比((%%)) 20.59 2.94 55.88 14.71 5.88 100.00 
38.53 1.95 54.61 0.63 4.28 100.00 

上段点数、下段 重量(g)J
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第16図 第E文化層 第2ブロック母岩別分布図

頁岩001が西側に分布している。北西部においては，砂岩001が本集中地点において， 大半を占め， 2点接

合している接合資料5がこの母岩で構成されている。これらのことから，砂岩001を持ち込んで、，北西部に

おいて石器製作を行った可能性が高い。南西部においては，砂岩001が北側にややまとまって出土しており，

石英ハン岩が全体に広がっている。台形様石器は， 2点出土しているが，いずれも単独母岩であることか

ら，製品として搬入されたものと思われる。接合資料がみられない。

出土遺物 総計34点出土した。母岩器種組成は，第5表のとおりである。

器種組成の特徴は，台形様石器7点，微細剥離痕のある剥片 1点，剥片19点，砕片5点，際片 2点で構

成されている。台形様石器の占める割合が高いことが，特徴としてあげられる。剥片 ・砕片の占める割合

が高いが，石核は本ブロ ックでは出土していない。

母岩組成の特徴は，砂岩001が13点で構成されており，北西部の集中地点にまとまって出土している。こ

のほかに，複数で構成されている母岩は黒曜石001，ガラス質黒色安山岩001，流紋岩001，頁岩001，石英
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ハン岩001であるが，いずれも 2・3点の少量で構成されるものである。これ以外の大半の母岩は，単独母

岩であり，搬入品であると思われる。これらのことから，砂岩001は，本ブロックにおいて，石器製作をし

た可能性が高い。これ以外の母岩は，本ブロックにおいては石器製作を行った可能性が低く，搬入された

ものと思われる。

1 ~ 5は台形様石器である。全体形状は，素材がそれぞれ異なることから，バラエティーに富む。調整

加工の特徴は，片側縁を折断し，基部に調整加工が施されるという共通した点がみられる。

1は厚みのない横長の剥片を素材としている。背面右側にポジテイヴ面を有する。素材の打面部側にあ

たる背面左側縁に背面側から，粗い調整加工が連続的に施されている。表面下部には腹面側から細かい調

整加工が施されている。2は厚みのある幅広の剥片を素材として，右側縁と左側縁を折断により成形加工

している。その後，左側縁の折断面を打面として，粗い階段状の剥離を数回行っている。裏面左側縁上部

と右側縁上部には，平坦な調整加工が施されている。3は幅広の剥片を素材としている。背面右側にポジ

テイヴ面を有する。表面左側縁に折断し，裏面右上部から器体の奥まで入るような折断によって成形して

いる。その後，右側縁には腹面から粗い調整加工が連続的に施されており，腹面下端部に腹面側から加工

が施されている。4は厚みのある剥片を素材としている。背面右側に自然面を残している。背面左側縁を

急角度に折断して成形している。その後，腹面下端部から打癌部を除去するような調整加工が施されてい

る。表面上端部には，微細剥離痕が連続的にみられる。5は背面に自然面を大きく残した幅広の剥片を素

材としている。背面右側縁を背面側から急角度に折断して成形している。素材の打面部にあたる腹面下端

部は，打癌部を除去するようなやや平坦な調整加工が施された後に，背面左側縁下部に腹面側から急角度

の粗い調整加工が階段状に施されている。

6は幅の狭い平坦打面から剥離された横長剥片である。末端部は折断されている。

7は微細剥離痕のある剥片である。良質の黒曜石を用いている。頭部調整が顕著に行われており， I幅の

狭い打面から不定形な剥片が剥離されている。背面上部はポジテイヴ面を有する。ポジテイヴ面と腹面末

端部とで形成された鋭角な縁辺部に微細剥離痕がみられる。

8は頭部調整を顕著に行い，幅広の平坦打面から剥離された横長剥片である。右側縁は折断されている。

9 + 10は接合資料4である。台形様石器が2点接合した資料であり，台形様石器の製作過程をうかがえ

る良好な接合資料である。 9+ 10の状態において，背面に自然面を残した横長剥片を素材としている。腹

面左上部から平坦な剥離を行った後に，腹面右側面上部から幅広の剥片を剥離した際に， 9と10が分割さ

れている。分割後に， 9と10はさらに調整加工が施されており，台形様石器が製作されている。 9は腹面

左側縁に部分加工が施されている。上部には微細剥離痕がみられる。10は腹面上部に粗い調整加工が施さ

れ，腹面右側面下部に平坦な細かい調整加工が施されている。腹面右側縁には，微細剥離痕がみられる。

11 + 12は接合資料5である。分割面と思われる大きな剥離面を打面として， 3回程度の粗い打面調整を

行った後に，頭部調整を頻繁に行っている。11は頭部調整の際に剥離された剥片である。12は背面右下に

自然面を大きく残した厚みのある横長剥片である。
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( 3 )第E文化層

四層~ VI層に生活面を持つと推定される 。 ただし， 出土層位は，各フ、、ロ ックにおいて，集中する層位が

若干異なる 。 第 3~6 ブロ ックの 4 か所のブロ ックと単独出土 1 ~ 3が相当する。第E文化層の遺物出土

状況は，第20図のとおりである。調査区中央部の台地平坦面から第3・5・6ブロックが近接して分布し

ている。単独出土 1 ~3 は，第 3 ・ 5 ・ 6 ブロ ックの周辺に分布している。調査区南部の南東に緩やかに

傾斜する斜面に第4ブロックが， 他のブロックから離れた地点に分布する。第3・5・6ブロックは散漫

第6表第皿文化層石材器種組成表

微
ナ 次 細 主且

文
ブ

母
イ 襖 力日 事l 成

化
ロ

老山空f
フ 汗2 周; 敵 片工 ~J 隣 寺町l 砕 総、 上ヒ

ツ 汗5 石 器 石 片痕 片 片 言十層 名 。コ ( 

ク 石 器 あ ロコ % 
器 る あ ) 

耳切 る
E 3 頁石 3.45 

19.45 19.45 9.52 
3.45 

2.41 2.41 1.18 
3.45 

1.46 1.46 0.71 

!頁頁岩岩点重数量合合計計 2 3 10.34 
20.91 2.41 23.32 11.41 

硬質頁右 3.45 
2.19 2.19 1.07 

3.45 
9.51 9.51 4.65 

3.45 
23.55 23.55 11.52 

硬硬質質頁頁岩岩点重数量合合計計 3 10.34 
2.19 23.55 9.51 35.25 17.24 

砂岩 3.45 
1.12 1.12 0.55 

33点重数量合合計計 3 7 24.14 
2.19 23.55 30.42 2.41 1.12 59.69 29.20 

4 |黒曜石 l 3.45 
11.5 11.5 5.63 

硬質頁石 2 3 10.34 
10.98 0.91 11.89 5.82 
2 2 5 17.24 
5.5 8.61 5.62 19.73 9.65 

硬硬質質頁頁岩岩点重数量合合計計 4 3 8 27.59 
16.48 9.52 5.62 31.62 15.47 

44点重数量合合言言 4 3 9 31.03 
16.48 11.5 9.52 5.62 43.12 21.09 

5 硬質頁石 3.45 
6.53 6.53 3.19 

3.45 
0.89 0.89 0.44 

硬硬質質頁頁岩岩点重数量合合計計
2 2 6.90 
7.42 7.42 3.63 

55点霞数最合合計計 2 2 6.90 
7.42 7.42 3.63 

6 I黒曜石 4 13.79 
15.65 13.03 1.31 0.72 30.71 15.02 

66点重数量合合言言 4 13.79 
15.65 13.03 1.31 0.72 30.71 15.02 

7 |流紋右 3.45 
2.87 2.87 1.40 

玉髄(メノウ含む) l 3.45 
2.78 2.78 1.36 

|安山右 3.45 
1.32 1.32 0.65 

頁岩 l 3.45 
3.53 3.53 1.73 

77重点数量合合計計 3 4 13.79 
9.18 1.32 10.50 5.14 

単 黒暇石 3.45 
6.41 6.41 3.14 

硬質頁右 3.45 
5 5 2.45 

石英岩 3.45 
41.56 41.56 20.33 

|単単重時量Et合合計計
3 10.34 

5 41.56 6.41 52.97 25.91 

皿国 点重雪量t土合合計計 8 3 3 2 4 6 2 29 100.00 
31.09 9.18 50.7 41.56 19.44 31.73 13.97 6.74 204.41 100.00 

点重数量組組成成比比((%%)) 27.59 10.34 10.34 3.45 6.90 13.79 20.69 6.90 100.00 
15.21 4.49 24.80 20.33 9.51 15.52 6.83 3.30 100.00 

しよ段点数、下段重量(g)J
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に分布しており，第4ブロックはやや密集して分布している。第国文化層をブロック別に分布状況をみる

と，比較的小範囲に散漫に分布するという傾向がある。

第E文化層の石材器種組成は第6表のとおりである。第皿文化層全体で， 29点出土している。第3ブロ

ックが7点，第4ブロックカ'9点，第5ブロックが2点，第6ブロックが4点，第 7ブロックが4点であ

り，各フゃロックともに少量で構成されることが特徴としてあげられる。器種組成は，ナイフ形石器8点，

模形石器3点，彫器3点，敵石 1点，二次加工のある剥片 2点，微細剥離痕のある剥片4点，剥片 6点，

砕片 2点である。出土点数が少ないが，ナイフ形石器 (28%)，模形石器 (10%)，彫器 (10%)の製品の

占める割合が高い。石材組成は，チョコレート色をした硬質頁岩14点 (48%)，頁岩3点 (10%)，黒曜石

6点 (21%)で，これらの良質な石材が23点 (79%)で構成されるという特徴がある。第2表でみられる

ように，他の文化層と比較すると，本文化層は，製品と良質の石材の割合が極めて高いことが大きな特徴

となっている。

①第3ブロック (第21-23図，第3・6・7・16表，図版4・14)

出土状況 平面分布は，約12mx 2 mの楕円形の範囲から散漫に分布している。分布状況を詳細にみる

と，北東部と南西部に 2か所の集中地点がみられる。出土層位は， W層下部-VI層下部にかけて出土して

おり， W層に集中する o W層に生活面があると推定される。

器種別分布(第21図)の特徴は，北東部においては，彫器1点，微細剥離痕のある剥片 2点出土してい

る。南西部においては，ナイフ形石器1点，微細剥離痕のある剥片 I点が出土している。

第7表第田文化層 第3ブロック母岩器種組成表

ナ
微

キ且
フ 母 イ

細
成文

ロ
母

正u王J フ 彫
る ~J

剥 砕 総 上ヒ化 岩 華IJ離
層

ツ
名

番 汗三 器
片痕

片 片 計 ( 

ク マロヨ 石
の

9も
器

あ
) 

田 3 頁岩 001 1 l 14.29 
19.45 19.45 32.59 

002 1 l 14.29 
2.41 2.41 4.04 

003 1 1 14.29 
1.46 1.46 2.45 

頁頁岩岩 点数合計 2 l 3 42.86 
重量合計 20.91 2.41 23.32 39.07 

硬質頁岩 001 l 1 14.29 
2.19 2.19 3.67 

002 1 1 14.29 
9.51 9.51 15.93 

003 1 l 14.29 
23.55 23.55 39.45 

硬硬質質頁頁岩岩点重数量合合計計
l 1 1 3 42.86 
2.19 23.55 9.51 35.25 59.06 

砂岩 001 1 1 14.29 
l.l2 l.l2 1.88 

砂岩点数合計 1 l 14.29 
砂岩重量合計 l.l2 l.l2 1.88 

全全体体のの点数合計 1 I 3 1 1 71 100.00 
重量合計 2.19 23.55 30.42 2.41 l.l2 59.69 100.00 

点重数量組組成成比比((%%)) 14.29 14.29 42目86 14.29 14.29 100.00 
3.67 39.45 50.96 4.04 1.88 100.00 

』よ技点攻、下段重量(g)
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第22図 第皿文化層 第3ブロ ック母岩別分布図

母岩別分布(第22図)の特徴は，総計7点出土しているが，すべて単独母岩であり，製品であることか

ら，本ブロックに，搬入されたものと思われる。

出土遺物 総計7点出土した。母岩器種組成は，第 7表のとおりである。

器種組成の特徴は，ナイフ形石器1点，彫器1点，微細剥離痕のある剥片 3点，剥片 1点，砕片 1点で

ある。製品の占める割合が高い。

母岩組成の特徴は，すべて単独母岩であることが特徴としてあげられる。石材は，頁岩3点，チョコレ

ート色した硬質頁岩 3点，砂岩 1点である。頁岩や硬質頁岩の良質な石材が大半を占めている。

1は単設打面から剥離されたと思われえる石刃を素材としている。素材をやや斜めに用いており，打面

部側は折断されている。右側縁上部と左側縁下部に急角度のブランテイング加工が施されている。特に先

端部のブランテイング加工は入念に施されている。素材の縁辺は，左側縁上部と右側縁下部に残されてい

る。全体形状は菱形の形状を呈する。
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2はチョコレー ト色した良質の硬質頁岩を用いている。頭部調整と打面調整が頻繁に行われた大型の石

刃を素材としている。背面構成から，石刃は両設打面の石核から剥離されたものであることが観察できる。

石核の大きさは，かなり大きいと推定され， 石刃が量産されたことがうかがえる。右側縁に大型の石刃の

ときに機能したときの痕跡と思われる微細剥離痕が連続的にみられる。剥片の末端部に鋸歯状の急角度の

調整加工が施されており，縁辺部には細かい調整加工が施されている。この調整加工に注目して，石刃の

端部に調整加工が施された掻器として識別することも可能である。これらの調整加工の後に，最終調整と

して， 裏面右側縁上部の一条の樋状剥離が施されている。樋状剥離が施された打面付近には，さ らに微細

剥離痕がみられる。この樋状剥離が最終剥離であることから，器種認定を彫器として捉えた。

2は上述のとおり，リダクションが行われていることがうかがえ，いわゆる 「下総型石刃再生技法」に

よるものである。もう一度，リダクションの過程をまとめると以下のとおりとなる。

①両設打面の石刃石核から剥離された大型の石刃を刃器として使用して， 素材の縁辺部に連続的な微細

剥離痕が形成される段階。

む

ζ ここ二〉

1 24仁38-1
硬質頁岩∞l
ナイフ形石器
2.19g 

~三三

3 24V18-6 
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。
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建主7

r~ 

ζごこ~
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第23図 第皿文化層 第3ブロック出土石器
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②石刃の末端部を急角度の鋸歯状の加工を施し，縁辺部においては細かい調整加工を施して掻器が製作

されている。

③掻器として製作された石刃の縁辺部に調整加工された部位から樋状剥離が行われて，最終的には彫器

として機能している。

3 . 4は微細剥離痕のある剥片。3は幅広で平坦剥離面で，打面調整が行われた打面から剥離された幅

広の石刃を素材として，左側縁中部と右側縁上部に微細剥離痕がみられる。その後，中間部から大きく折

断されている。折断後に，腹面左下端部に微細剥離痕が形成されている。

4はチョコレート色した良質の硬質頁岩を用いている。厚みのない比較的細長の石刃を素材としている。

頭部調整が行われており，石刃を剥離した際に，打面部が同時割れしている。背面構成に下端部からの剥

離面もみられることから，両設打面の石刃石核から剥離されたものと思われる。石核の大きさはかなり大

きかったことが推定される。背面左側面上部 ・下部と腹面上部・下部に連続的な微細剥離痕がみられる。

微細な剥離ではあるが，比較的平坦な剥離であることから，調整加工として捉えることも可能で、，ナイフ

形石器として識別することもできる。

1~4 はいずれも良質の硬質頁岩 ・ 頁岩を用いており，石刃を素材としているという共通した特徴がみ

られる。また， 2・4は大型の両設打面の石刃石核から剥離された石刃を素材として用いている。特に，

2の石器は，いわゆる「下総型石刃再生技法」によるものであり，本ブロックの石器群を位置づける上で

重要な石器である。

②第4ブロック (第24・25図，第 3・6・8・16表，図版4. 15) 

出土状況 平面分布は，約 3mx2mの楕円形の範囲からやや集中して散漫に分布している。分布状況

を詳細にみると，集中地点の南側に約 6m離れた地点から彫器が1点単独で出土している。出土層位は，

w層下部~W層上部にかけて出土しており，四層に集中する 。 w層に生活面があると推定される 。

器種別分布(第24図)の特徴は，集中地点から，ナイフ形石器が4点まとまって出土している。集中地

点から南側に約 6m離れた地点から彫器が単独で出土している。

第8表第E文化層 第4ブロック母岩器種組成表

ナ 再且

文
フ

母
母 イ 成

化
ロ

岩
考U古J フ 彫 最1) 砕 総、 比

層
ツ

名
番 形 器 片 片 計 ( 

ク 号 石 % 

器 ) 

皿 4 黒曜石 001 l l 11.11 
11.5 11.5 26.67 

黒黒曜曜石石 点数合計 l l 11.11 
重量合計 11.5 11.5 26.67 

硬質頁岩 001 2 1 3 33.33 
10.98 0.91 11.89 27.57 

002 2 2 5 55.56 
5.5 8.61 5.62 19.73 45.76 

硬硬質質頁頁岩岩 点数合計 4 3 1 8 88.89 
重量合計 16.48 9.52 5.62 31.62 73.33 

全体の点数合計 4 1 3 1 91 100.00 
全体の重量合計 16.48 11.5 9.52 5.62 43.12 100.00 

点重数量組組成成比比((%%)) 44.44 11.11 33.33 11.11 100.00 
38.22 26.67 22.08 13.03 100.00 

上段点数、下段 重量(g)J
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母岩別分布 (第24図)の特徴は，集中地点からは硬質頁岩001が3点，硬質頁岩002が5点出土している。

集中地点から南側に離れた地点からは，黒曜石001が単独出土している。

出土遺物 総計 9点出土した。母岩器種組成は，第 8表のとおりである。

器種組成の特徴は，ナイフ形石器4点，彫器 1点，剥片 3点，砕片 1点である。製品の占める割合がき

わめて高い。

母岩組成の特徴は，集中地点が，硬質頁岩001・002で構成されている。集中地点の南側から， 黒曜石001

が単独で、出土している。良質な石材である，硬質頁岩と黒曜石のみで構成されるという特徴があげられる。

1は彫器である。良質な黒曜石を用いている。肉眼観察ではあるが，おそらく信州産の黒曜石を用いて

いると思われる。打面の厚みのある横長剥片を素材としている。背面上端部から下端部まで及ぶ樋状剥離

が行われている。この樋状剥離は，ウートラパッセ状の形状を呈し，器体の中間部から剥離方向が器体の

内側にねじれている。その後，背面右上部から幅広の剥離を行った後に，裏面上端部から樋状剥離を行っ

ている。樋状剥離は器体の113程度までしか及んでいない。樋状剥離で形成された縁辺部である右側縁上部

の背腹両面には，微細剥離痕と刃部の縁辺に平行した顕著な線条痕がみられた。 1の剥離順序をもう 一度

まとめると以下のとおりになる。

①背面上端部から，左側縁側に下端部まで及ぶ樋状剥離が行われている。

②背面右側縁上部に，幅広の剥片を剥離している。

①裏面上部から，右側縁側に器体の113まで及ぶ樋状剥離が行われている。

④裏面右側縁上部に， ③で形成された縁辺に微細剥離痕と線条痕がみられる。

2~4 はナイフ形石器である 。 いずれもチョコレート色した良質の硬質頁岩を用いている 。 両側縁を折

断して成形している。その後，基部を腹面から折断した後に，腹面下部に奥にまで入る平坦剥離が行われ

ている。3は素材の打面部にあたる右側縁を折断によって成形後に，右側縁下部に急角度のブランティン

グ加工が施されている。基部の形状は，尖っている。4は幅広の剥片を素材として，素材末端部にあたる

右側縁を背面から折断して成形している。打面部にあたる左側縁は，下部に腹面から調整加工を施した後

に，上部に背面からブランティング加工を施している。

5 + 6 は接合資料 6 である 。 2~4 と同様に，チョコレート色した良質の硬質頁岩を用いている。 5 + 

6の接合した状態で，背面左側縁下部を打面として固定している。頭部調整を行って， 5の剥片を剥離し

ている。頭部調整を行いながら，右回りに打点を順次転移して 5のような小型の剥片を剥離して， 6のナ

イフ形石器を剥離している。6はナイフ形石器である。右側縁に腹面から急角度の調整加工が連続的に施

されている。素材の末端部にあたる上部には，微細剥離痕がみられる。

③第5ブロック(第26・27図，第3・6・9・16表，図版5・15)

出土状況 平面分布は，約 2mx1mの楕円形の範囲から 2点のみ分布している。出土層位は， W層上

部ら出土している。w層上部に生活面があると推定される。
器種別分布(第26図)の特徴は， 2点のみの出土ではあるが，どちらもナイフ形石器で， 2m離れて出

土している。

母岩別分布(第26図)の特徴は，それぞれ単独母岩であり，チョコレート色した硬質頁岩の石材が用い

られている。どちらも製品であることから，本ブロックに，搬入されたものと思われる。
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第9表第皿文化層 第5ブロック母岩器種組成表

ナ ~Jl. 

文
フ

母
母 イ 成

ロ 岩 フ 総 上t
イヒ

ツ
岩

番 形 言十 ( 

層
ク

名
号 石 % 

器 ) 

国 5 硬質頁岩 001 1 l 50.00 
6.53 6.53 88.01 

002 1 1 50.00 
0.89 0.89 11.99 

硬硬質質頁頁岩岩 点数合計 2 21 100.00 
重量合計 7.42 7.42 100.00 

全全体体のの点重数量合合計計
2 21 100.00 
7.42 7.42 100.00 

点重数量組組成成比比((%%)) 100.00 100.00 
100.00 100.00 
上段.点数、下段，重量(g)J

出土遺物 総計2点出土した。母岩器種組成は，第9表のとおりである。

器種組成の特徴は，ナイフ形石器2点で構成されており，製品で占められる。

5cm 

母岩組成の特徴は，すべて単独母岩である。石材は，チョコレート色した硬質頁岩で占められる。

1・2はチョコレート色した硬質頁岩を用いたナイフ形石器である。

1は石刃を素材と して，基部を打面側に設定している。石刃の背面は末端部からの剥離があることから，

両設打面の石刃石核から剥離されたものと思われる。調整加工は，左側縁と右側縁下部にプランティング

加工が施されている。左側縁の調整加工は，下部には基部側からの粗い調整が施された後に，腹面から入

念な調整加工が施されている。中間部には，腹面からのブランテイング加工が施されている。上部には，

腹面からプランティング加工をした後に，背面からさらに入念なプランテイング加工が施されている。

右側縁上部には，面的に平坦な調整加工が施されており，左側縁の急角度の調整加工と対照的である。

通常のナイフ形石器であれば， 素材の縁辺が残されているが，この石器には残されていない。このことか

ら，おそらく，最初のナイフ形石器の形状は， 左側縁と右側縁下部にプラ ンテイング加工が施され， 右側

縁に素材の縁辺が残されていたナイフ形石器であったと推定される。素材の縁辺部が使用によって， 刃こ

ぼれ等によって，鋭利な縁辺でなくなったために，面的な平坦な剥離を行って，刃部を再生したものと推

定される。

2は点状の打面から剥離された石刃を素材としたナイフ形石器である。素材の形状は，厚みがない。右
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側縁と左側縁下部に腹面からブランテイング加工が施されている。左側縁中間部は微細剥離痕がみられる。

器体の中央部から大きく破損しており，基部が残存している。

④第 6ブロック (第28・29図，第 3・6・10・16表，図版5・15)

出土状況 平面分布は，約 2mx1mの楕円形の範囲から 4点ほど散漫に分布している。出土層位は，

w層上部~VI層下部にかけて出土しており， VI層下部に集中する 。 VI層下部に生活面があると推定される 。

器種別分布 (第28図)の特徴は，西側から彫器が出土しており，東側から二次加工のある剥片が出土し

ている。

母岩別分布(第28図)の特徴は，総計4点出土しているが，すべて黒曜石001である。本ブロックにおい

て，接合資料や砕片が出土しておらず，製品が半数出土していることから，本ブロックに，搬入されたも

のと思われる。

出土遺物 総計4点出土した。母岩器種組成は，第10表のとおりである。

器種組成の特徴は，彫器 1点， 二次加工のある剥片 1点，微細剥離痕のある剥片 l点，剥片 1点である。

製品の占める割合が高い。

母岩組成の特徴は，すべて黒曜石001で構成されている。非常に良質な黒曜石が用いられている。

第10表第E文化層 第6ブロ ック母岩器種組成表

微
中且

フ 母
次 細 成

文 母 事l力口 る剥
化
ロ

岩
岩 彫

華IJ離
華IJ 総 上ヒ

層
ツ

名
番 器 片工

片痕
片 言十 ( 

ク 号
の

% 
あ の
る あ

) 

田 6 黒曜石 001 l l 1 l 41 100.00 
15.65 13.03 1.31 0.72 30.71 100.00 

全体の点数合計 l 1 41 100.00 
全体の重量合計 15.65 13.03 1.31 0.72 30.71 100.00 

|点重数量組組成成比比((%%)) 25.00 25.00 25.00 25.00 100.00 
50.96 42.43 4.27 2.34 100.00 

L上段・点数、 下段重量(g)J

1 . 2は良質の黒曜石を用いており，同一母岩の黒曜石001から製作されている。肉眼観察によると，信

州産の黒曜石と推定される。

1は彫器である。頭部調整が頻繁に行われており，小さい打面から剥離された幅広の剥片を素材として

いる。右側縁下部と左側縁に微細剥離痕が連続的にみられる。素材末端部にあたる左側縁上部はやや尖っ

た部位には，腹面に細かい調整加工を施した後に，上端部から樋状剥離が3回行われている。

2は二次加工のある剥片である。頭部調整が行われており，幅の狭い複剥離面打面から剥離された縦長

剥片を素材としている。背面構成は，主要剥離面と同一方向から剥離された面と自然面で構成されている。

左側縁下部は，急角度の調整加工が連続的に施されている。右側縁には，背腹両面に微細剥離痕がみられ

る。二次加工のある剥片として識別したが，左側縁下部の調整加工がプランテイング加工に近いことから

ナイフ形石器として識別することも可能で、ある。

本ブロックは，良質な石材である黒曜石001のみで構成されている。 1の彫器や 2の二次加工のある剥片

や微細剥離痕のある剥片と剥片の 4点で構成されており，製品のかたちで本ブロックに搬入されたといえ

る。
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第E文化層においては，第 6表でみられるように，黒曜石と硬質頁岩・頁岩で構成されている。黒曜石

のみで構成されているブロックは，第 6ブロックのみである。

前

亡つ
/一一/で>

。
(4/5) 

1 24T15-1 

5cm 

黒曜石001
彫器
15.65g 

〈乞ミァ

乙三二三コ

第29図 第皿文化層 第6ブロック出土石器

⑤第7ブロック (第30・31図，第3・6・11・16表，図版6・15)

~ 

2 24Tl6-1 
黒曜石∞l
二次加工のある剥片
13.03g 

出土状況 平面分布は，約 3mx2mの楕円形の範囲から 4点ほど散漫に分布している。出土層位は，

医a層~V層にかけて出土しており，四層~VI層に集中する o VlI層~ VI層に生活面があると推定される 。

器種別分布 (第31図)の特徴は，模形石器が東部と南部にまとまって出土している。

出土遺物 総計4点出土した。母岩器種組成は，第11表のとおりである。

器種組成は，模形石器3点，剥片 1点彫器 1点で，模形石器の割合が高い。母岩組成は，すべて単独母

岩である。

1 ~ 3は模形石器である。素材は 4~ 5cm前後の小型の剥片が用いられ，両極剥離によって器体の反対

側まで及ぶ調整剥離が施されている。1は上下と左右の 2対の両極剥離が施されている。2は上下 l対の

両極剥離によって先端部が尖った形状をしている。3は上下と左右の 2対の両極剥離が施されれている。

4は剥片である。厚みのない剥片である。
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第11表第回文化層 第7ブロ ック母岩器種組成表

組

文
ブ

母
襖 成

化
ロ

考出ゴ
野3 最tJ 総、 上1:

層
ツ

名
石 片 言十 ( 

ク 器 % 
) 

E 7 流紋岩 25.00 
2.87 2.87 27.33 

玉髄(メノウ含む) l 25.00 
2.78 2.78 26.48 

安山岩 25.00 
1.32 1.32 12.57 

頁岩 25.00 
3.53 3.53 33.62 

全体の点数合計 3 4 100.00 
全体の重量合計 9.18 1.32 10.50 100.00 

重点数量組組成成比比((%%)) 75.00 25.00 100.00 
87.43 12.57 100.00 

， ." ~ --r-cn. ~ Eヨ /、

⑥ブロック外 (第32図，第 3・16表，図版5・15)

出土状況 平面分布は，ブロック外出土石器 1~ 3は，第3・5・6ブロックの周辺に分布している。

出土層位は， 四層と VI層から出土している。
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第32図 第皿文化層 ブロック外出土石器
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出土遺物 総計3点出土した。

1はナイフ形石器である。第3・5・6から約40m近く北側から単独出土している。出土層位はVII層で

ある。チョコレー ト色した硬質頁岩を用いており，両設打面の石核から剥離された石刃を素材としてる。

素材をやや斜めに用いている。右側縁と左側縁下部にブランティング加工が入念に施されている。右側縁

と左側縁下部の調整加工は，最初の調整加工は，腹面から急角度の細かい調整加工が施されており，その

後，素材の打面部にあたる右側縁下部は，背面側から，やや大きめの調整加工が施され，背面の稜線上に

細かい調整加工が施されている。先端部は，腹面側から破損している。

2は二次加工のある剥片である。第6ブロックに西側約20mの地点から単独出土している。出土層位は

刊~VI層から出土している 。 夷雑物を多く含む黒曜石を用いており，第 4 ブロックの 1 や第 6 ブロ ックの

1・2は良質で爽雑物を含まない石材であるのと対照的である。厚みのある剥片を素材として，右側縁は

鋸歯状の粗い調整加工が施されている。下端部は，折断した後に，腹面側から急角度の細かい調整加工が

施されている。

3は鼓石である。第3ブロックの北側約15mの地点から単独出土している。出土層位はVII層である。楕

円形礁を素材と しており，下端部に敵打によると思われる 2枚程度の剥離面がみられ， 比較的強い蔽打が

加えられたと想定できる。

( 4 )第W文化層

E層に生活面をもっ文化層と推定できる。調査区北側に分布しており，南西に緩やかに傾斜する斜面に

分布する。第8ブロックが相当する。出土層位は，上層の調査時に継続して調査したときに， III層から出

土している。

第12表第W文化層 第8ブロック母岩器種組成表

ナ 車E
ブ 母 イ

次
成

文
ロ

母
疋出ヨ フ 華11力日 石 事| 総 比

化
ツ

疋出ゴ
番 青2 片工 核 片 言十 ( 

層
ク

名
号 石

。コ % 
器

あ
) 

る

W 8 黒曜石 001 l 16.67 
4.61 4.61 6.19 

黒日程石点数合計 16.67 
黒曜石重量合計 4.61 4.61 6.19 
ガフス質黒色安山岩 001 16.67 

6.3 6.3 8.47 

ガラスス質質黒黒色安山岩点数合計 l 16.67 
ガラ 色安山岩重量合計 6.3 6.3 8.47 
トロトロ石(安山岩) 001 l 16.67 

45.74 45.74 61.46 
トロトロ石(安山岩)点数合計 l 16.67 
トロトロ石(安山岩)重量合計 45.74 45.74 61.46 
頁岩 001 16.67 

5.67 5.67 7.62 
002 2 2 33.33 

12.1 12.1 16.26 
頁岩点数合計 2 3 50.00 
頁岩重量合計 5.67 12.1 17.77 23.88 

W 点数合計 3 61 100.00 
rv重量合計 5.67 4.61 45.74 18.4 74.42 100.00 

I点重数量組組成成比比((%%)) 16.67 16.67 16.67 50.00 100.00 
7.62 6.19 61.46 24.72 100.00 

上段。点数、下段，重量(g)] 
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①第8ブロック (第33・34図，第 3・12・16表，図版15)

出土状況 平面分布は，約 5mx2mの楕円形の範囲から散漫に分布している。出土層位は，上層の調

査時に継続して調査したときに， m層から出土している。E層に生活面をもっ文化層と推定できる。
器種別分布(第33図)の特徴は，集中地点からナイフ形石器が1点出土しており，北側から石核が出土

している。集中地点から，西側に約 3m離れた地点から二次加工のある剥片が出土している。

母岩別分布(第33図)の特徴は，南東部から出土している頁岩002のみが2点で構成されているが，その

ほかの母岩は単独出土である。珪質頁岩002は2点とも目的的な縦長剥片であり，そのほかの母岩も製品が

多いことから，本ブロックに，搬入された石器である可能性が高い。

出土遺物 総計 6点出土した。母岩器種組成は，第12表のとおりである。

器種組成の特徴は，ナイフ形石器 1点， 二次加工のある剥片 1点，石核 1点，剥片 3点である。

母岩組成の特徴は，頁岩002のみが2点で構成されているが，そのほかの母岩は単独出土である。

1はナイフ形石器である。両設打面の石核から剥離された縦長剥片 (石刃の可能性もある)を素材とし

ている。素材の打面部にあたる右側縁上部に急角度でやや粗い調整加工が施されている。先端部分の調整

加工は，非常に細かい調整加工が入念に施されている。

2~4 は剥片である 。 2 は頭部調整が頻繁に行われ，線状の打面から剥離された縦長剥片である 。 比較

的厚みのない剥片である。3は打面調整が非常に顕著に行われた縦長剥片である。背面構成から，主要剥

離面と同一方向に縦長剥片が連続的に剥離されていることがうかがえる。4は頭部調整が顕著に行われ，

幅の狭い打面から剥離された縦長剥片である。末端部は背面から折断されている。

5は二次加工のある剥片である。少量の爽雑物があるが，良質の黒曜石を用いている。幅広で厚みのあ

る剥片を素材としており，左側縁には急角度でやや粗い調整加工が施されている。右側縁には中部には微

細剥離痕がみられる。その後に，打面部にあたる上部が折断されている。

6は石核である。 トロトロ石 (安山岩)を用いている。楕円形礁を素材としており，裏面上端部から右

側縁側に 2回の剥離後に，打面を90度転移して，表面上端部から 7回以上の剥離を行っている。剥離され

た剥片の形状は，比較的細長の剥片が剥離されていることが推定できる。

( 5 )単独出土石器(第35・36図，第 3・13・16表，図版6・15)

第 I~ lV文化層に帰属しないものを単独出土石器として取り扱った。 出土点数は， 6点出土しており，剥

片5点，蝶片 1点である。

出土状況 確認調査時に拡張調査を行ったが，単独で、出土している。22Xllグリッドから剥片が医層か

ら出土している。21T45グリッドから 1点出土しており，皿層から出土している。21T55グリッドからは

2点出土しており， VII層から黒曜石製の剥片が出土している。

出土遺物 総計6点出土した。器種石材組成は，第13表のとおりである。定型的な石器が出土していな

い。 1は末端部が幅広で，打面が平坦な剥片である。22Xllグリッドから出土している。
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第2節 平成16年度の調査及び上層遺構出土の石器

l 平成16年度の調査

前節で，平成15年度まで、の旧石器時代の調査成果を扱ったが，整理作業の工程の関係で，平成16年度調

査の成果を反映することができなかった。よって， 平成16年度の旧石器時代の調査成果をここで別途扱う。

前節までで示した図表は，基本的に平成15年度までの成果で完結している。特に遺跡全体での総計は，

平成16年度分の成果を加えると，当然変わってくることになる。本節で示す図表のデータを加えることで，

遺跡全体の総数と考えて頂きたい。なお，石器属性表等の記号の用例は基本的には前節と同じである。

平成16年度の確認グリッド・本調査範囲とブロックの位置は第37図に示した。

S T U W X Y 

22 

④ 
21 

23 

U 羽「 X 

④ 
25 

27 

x=ー24，960

cc一時
∞
N
H
〉

(112，000) 100m 。

第37図 平成16年度 旧石器時代確認グリッド及び本調査範囲
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( 1 )第E文化層(追加)

平成16年度の調査では lか所のブロックが検出され，第 9ブロックとして把握することとした。出土層

位は IXa層~N層にかけてで， VII層出土のものが最も多い。 石器群の様相からも，概ね平成16年度までの

成果で認識された，第E文化層に相当すると考え得るであろう。

第9ブロックは，位置的には第 7ブロックに隣接する。第7ブロックとは，石器群の出土層位が概ね同

じであるものの，使用する石材に若干の違いが認められる。また，ブロック聞の距離は約 8mの間隔が空

く。同一ブロックと積極的に判断する根拠がないため，ここでは一応別のブロックとして扱った。

，<，- 了守

、協Eb;

合 ナイフ形石器

@掻器

-剥片

。
(1/80) 

て守

¥ 

七一2X26 イ22X27

隆弘

• 
→22X36 -tzX37 

. 
→22X47 

@ 

4m 

第38図 第E文化層 (追加) 第9ブロック器種別分布図
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①第 9 ブロック(第38~40図，第17~19表，図版 7 ・ 16)

出土状況 平面分布は，北西 南東軸で、約10mの範囲に直線状に並ぶ。詳しく見ると，北西部分に 4点

集中し，中央部分で 1点，南東部分で 2点出土した。出土層位は医a層~町層下部にかけて出土しており，

概ねvll層に集中し，Vll層中に生活面があると推測される。

器種分布(第38図)の特徴は，中央部分でナイフ形石器 1点，南東部分で掻器1点が出土した。

母岩別分布(第39図)の特徴は，北西部分では珪質頁岩002が4点，チョコレート色の硬質頁岩001が1

点出土した。中央部分では，珪質頁岩001が1点出土し，南東部分では，砂岩001が2点出土した。

出土遺物 総計8点出土した。母岩器種組成は第18表のとおりである。

器種組成の特徴は，ナイフ形石器 1点，掻器 l点，剥片 5点，砕片 1点である。製品の占める割合が高

し、。

母岩組成の特徴は，北西部分が珪質頁岩002と硬質頁岩001で構成され，中央部分は珪質頁岩001が単独

で出土し，南東部分は砂岩001で構成される。

。

-珪質頁岩∞l

企法質頁岩002

0硬質頁岩∞l

ロ砂岩001

(1/80) 

七2X26 セX27 ④ 

。

合2X36 七一2X3i

.1 

オ22X4i 九X48

ロ2

4m 4ロ

第39図 第皿文化層(迫力日) 第9ブロック母岩別分布図

- 69-



1はナイフ形石器である。白濁した不純物を若干含む，灰色に近い珪質頁岩を用いる。縦長剥片の打点

方向を基部として，左側縁下部と右側縁にブランティング加工を入念に施す。右側縁下部は背面側から大

きめの調整加工が施され，扶れたような形状になっている。基部の腹面側にも，調整加工が施されている。

左側縁上部の刃部には，刃こぼれ状の使用痕が認められる。

2は掻器である。あまり良質とは言えない，やや緑がかった砂岩を用いている。厚みのある縦長の素材

を用いており，両側縁に若干の調整加工を施している。基部には腹面方向から剥離がおこなわれている。

3は珪質頁岩002の剥片である。青灰色を基本とし，黄土色の自然面が残る珪質頁岩で，おそらくは嶺岡

産頁岩と思われるものである。不整形な横長剥片である。4は， 2と同一母岩の砂岩001の剥片である。

亡ここ〉
1 22X37-1 
珪質頁岩∞l
ナイフ形石器
3.13g 

く二二三二コ 3 22X26-4 

。 (4 5) 

珪質頁岩002
剥片
3.85g 

5cm 

& 

~ 

て二フミ

第40図 第皿文化層(追加) 第9ブロ ック出土石器
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第17表文化層別組成表(追加)

局 微

部
次

細

ナ
台

磨
!JD 
剥

ブ イ 襖 製 離
文
ロ

母 尖
7 

形
形 彫 煩 舷 石

工
痕 石 剥 砕 機 総

化 y 岩 頭
形

様
百 器 訴 石 斧

の
の 被 片 片 片

礁
計

層 名 器 百 あ
ク 石

器
器 再

る
あ

器 生
事l

る
剥

片
剥

片 片

皿 9 硬質頁岩

追
0.15 0.15 

hD 珪質頁岩 3 5 

3.13 6.19 0.15 6.34 

砂岩 2 

5.89 9.16 15.05 

9点数合計 s 8 

9重量合計 3.13 5.89 15.5 0.15 24.67 
単 単 硬質頁岩

2.69 2.69 
珪質頁岩

4.9 4.9 
単点数合計 2 
単重量合計 4.9 2.69 7.59 

[上段点数1 下段重量 (g)) 

第18表 第E文化層(迫力日) 第9ブロック母岩器種組成表

ナ キE

文
ブ

母
母 イ 成

ロ 王山T フ 経 剥 E平 総 比
化

ツ
王山王

番 売手 百ロ百ロ 片 片 計 ( 

層
ク

名
号 石 % 

器

皿 9 硬質頁右 001 I1 12. 50 
( o. 15 O. 15 0.59 
追 硬質頁石点数合計 I1 12.50 
加 硬質頁岩重量合計 O. 15 O. 15 0.59 

珪質頁岩 001 I1 12.50 
3.13 3.13 12.69 

002 3 41 50.00 
6. 19 O. 15 6.34 25.70 

経質頁岩点数合計 3 51 62.50 
珪質頁岩重量合計 3. 13 6. 19 O. 15 9.47 38.39 
砂岩 001 21 25.00 

5.89 9. 16 15.05 61. 01 
砂岩点数合計 21 25.00 
砂岩重量合計 5.89 9. 16 15.05 61. 0 I 

|全全体体のの点重数量合合計計 5 81100.00 
3. 13 5.89 15.5 O. 15 24.67 99.99 

I点重数量組組成成比比 ((%%) ) 12. 50 12.50 62. 50 12.50 100.00 
12.69 23.88 62.83 0.61 100.01 

〔上段 :点数， 段 :重j昆 (g)J 
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2 上層遺構出土の石器 (第41図，第四表)

上層遺構の覆土中から出土した，旧石器時代の石器と考え得るものを便宜的にここで扱う。

1は槍先形尖頭器である。26Uグリッド北側に存在する溝の覆土中から出土した。残念ながら，覆土中

一括で取り上げられたため，細かい出土位置は特定できない。黄白色に近い珪質頁岩を素材としており，

基部を含めた側縁全体に，丁寧な調整加工が施されている。先端部は欠損する。

2は，微細剥離痕のある剥片である。弥生時代後期の住居跡覆土中で， 26U56グリッドに相当する位置

で出土した。チョコレート色の硬質頁岩を素材とした縦長剥片で，左側縁下部に若干の微細剥離痕が存在

する。

と2

くつ 1 (3)SD∞3-2 
珪質頁岩
尖頭器

4.9g 

。-司

〈ご二二二三コ

。

第41図 上層遺構中出土の石器
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第3章縄文時代

第1節遺構と出土遺物

縄文時代の遺構として，陥穴状遺構 5基・土坑36基・ピット10基を検出した。陥穴状遺構は調査区内の

広い範囲にわたって，散漫に分布する。いずれも出土遺物がなく，細別時期は不明である。土坑及びピッ

トは，主に24W.25Wグリッドでまとまって検出した。

検出した遺構については，第20表に一覧表とあわせて，計測値を示した。覆土についての所見は，断面

図に網掛けをおこない，模式的に示した。網掛けの凡例は第42図に示した。遺構から出土した遺物につい

ては，第47図にまとめた。

1 陥穴状遺構 (第42図，第20表，図版 7) 

(2) SKOll 

調査区南端付近の27U13・14グリッドで検出した。最大長約1.7mで，溝状陥穴に近い細長い平面形態で

あるが，深さは約50cmとそれほど深くない。底面はやや凹凸を持つ。

(2)SK027 

調査区南端付近の27T08グリッドで検出した。溝 5により上部を撹乱されており，開口部の平面形はい

びつだが，底面は長方形に近い形態である。いわゆる方形陥穴に近い形態のものであろう。溝に切られる

ため，残存した深さは約50cmで、ある。

(3) SK001 

調査区中央付近の23U33グリッドで検出した。最大長約1.7mで，平面形は長方形に近い形態を取る。深

さは約1.4mあり，比較的良く残存していると考え得る。

(5) SK101 

調査区中央東側の23W98・99・24W08・09グリッドで検出した。いわゆる溝状陥穴で，最大長3.2mと比

較的規模が大きい。深さは1.2mで、それほど深くはない。長軸方向の壁は，底面付近で若干オーバーハング

気味に広がる。底面は若干凹凸がある。

(6) 004 

調査区北東端の22X37・38・47グリッドで検出した。下層確認中に検出したもので，いわゆる構状陥穴

の底面付近のみが残存したものであろう。最大長は約1.2mとやや短い。

2 土坑・ピット(第43~47図，第20表，図版 8 ・ 9 ・ 17 )

ここでは，調査時に縄文時代の所産と判断された土坑及びビットを扱う。主に24W.25Wグリ ッドでま

とまって検出され，第43図及び第44図にこの地点の遺構配置図を示した。土坑及びピットについては，比

較的遺存状況の良いもののみを図化し，一部のものについては，この遺構配置図をもって平面図に換えた。

検出した土坑及びピットの各々の位置や計測値については，第20表を参照して頂きたい。

松崎町遺跡で検出された土坑は，総体的に 1m強の比較的小規模で、浅いものが多い。形態的には，平面
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第46図縄文時代土坑 (2 ) 
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形が円形~楕円形で，皿状の断面形を呈するものが多い。一般に貯蔵穴と判断される，いわゆるタライ状

やバケツ状の断面を呈するものは， (3) SK021や (3)SK029などごく少数である。

図化可能な遺物が出土した士坑としては， (2) SK024・(3)SK009・(3)SK012・(3)SK025・(3)SK028・

(3) SK029がある。出土土器は第47図に示した。

(2) SK024はややいびつな楕円形の浅い土坑で，焼成・色調から縄文時代後期と判断し得る無文の土器が

出土した(第47図1) 0 (3) SK009は楕円形の小規模な土坑で，単節縄文が施された中~後期の土器片が出

土した(第47図2) 0 (3) SK012は楕円形の小規模な土坑で，後期前葉堀之内 1式の口縁部破片が出土した(第

47図3) 0 (3) SK025はいびつな楕円形の小規模な土坑で，おそらく後期前葉の縄文施文の土器が出土した

(第47図4)。
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第47図土坑出土土器

(3)SK029 

。(1/3) 5cm

(3) SK028は平面がややいびつであるが，断面形はタライ状に近く，比較的しっかりとした掘り込みの土

坑である 。 第47図 5~7 の土器が出土した。 5 . 7は後期前葉の縄文施文の土器か。6は後期中葉・加曽

利B式の紐線文系粗製深鉢の口縁部破片である。口唇部に小突起が存在し，口縁部に 2条の紐線文を配す

る。断面図では見にくいが，口，縁部内面に 2条の沈線を持つ。(3)SK029は平面形は楕円形，断面形はバケ

ツ状のしっかりとした土坑である。第47図8・9の土器が出土した。節の粗い縄文の特徴から，後期中葉・

加曽利B式の紐線文系粗製深鉢の胴部破片であろう。9も同様の破片か。

第2節 グリッド出土遺物

1 土器(第48~50図，図版17~19)

松崎町遺跡の調査区内で，遺構に伴わずグリッド中で出土した縄文土器と，後世の遺構覆土中に混入し

た縄文土器を，ここで扱う。出土した土器は，早期から後期にわたるもので，時期比定が可能な文様のあ

るものを中心に図化した。

縄文土器全体の出土量に関する集計は実施しなかったが，土器は概ね調査区内から散漫に出土し， 23X・

23Yグリッド付近でやや出土数が多いようである。土器が出土した位置については，挿図中の番号の下に

注記名を記入したので，これを参照して頂きたい。

記載は，概ね時期の古いものから順におこなった。観察表は作成しなかった。胎土中に繊維を含む土器

の断面図には，・が落としてある。土器拓影図で内面の拓本を示す場合は，向かつて左側に外面の拓本，

中央に断面図，右側に内面の拓本を置いた。縄文の表記については，r日本先史土器の縄紋.Jllを参考として，
1段右撚りの縄をR，左撚りの縄を L，2段正撚りの縄はRL，LR， 3段正撚りの縄はRLR，LRLなどと，

簡略化して表記することとしたい。
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早・前期の土器(第48図1~12) 

1 . 2は早期中葉の沈線文系土器に伴う無文土器と判断したものである。1は若干外反する口縁部で，

灰黄褐色を呈し，胎土に赤褐色粒子がやや目立つ。内外面にススが付着する。2は外面に斜方向の浅い条

痕が観察できる。内面は横方向のナデの痕跡が顕著である。褐色で，胎土に白色粒子と赤褐色粒子が目立つ。

3~7 は早期後葉の条痕文系土器である 。 3 は円形竹管文と縦位沈線を組み合わせた文様を持つ。 筆者

が八千代市間見穴遺跡、で「鵜ヶ島台式と茅山下層式の中間的な様相を持つもの」と呼んだものに近い九 暗

褐色を呈する。5は内外面に条痕を施した土器の大破片で，暗褐色を呈し，内外面にススが付着する。4・

6は条痕を持つ胴部破片で， 4は褐色， 6は灰褐色を呈する。7は丸底の底部破片で，条痕ははっきりし

ない。色調は 6によく似ており，出土位置もほぼ同じなので，同一個体の可能性がある。

8 ~12は前期前半のいわゆる繊維土器である 。 8 は口縁部破片で， RLとLRの2種類の原体を交互に回

転施文し，縄文が菱形に見えるようにしたものである。暗褐色で，外面に弱くススが付着する。10はやや

尖り気味の口唇部断面を持つ土器で，やや摩滅し器面の状態が悪いため縄文ははっきりしない。灰黄色を

呈する。 9. 11 は LR単節縄文を施す胴部破片である。 9 は褐色 ， 11は暗褐色である 。 12a~cは同一個体

破片が若干出土したもので，図化したものの他に23Y20グリッドでも同一個体破片が出土した。角頭状の

口唇部を持つ焼成堅織な土器で，組紐文を施す。胎土中の繊維は少なく，暗褐色から黒褐色を呈する。12c

の破片には，補修孔の一部が残る。

。
([ 3) 10cm 

1. I 

11 
24じ63ーl

(3)50∞]-3 

1 
3 
[9J-[ 

12a 23Y2[-3 
23Y2]-4 

第48図 グリッド出土縄文土器 (1 ) 
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中期の土器(第49図13~49)

13は中期中葉・阿玉台式後半の土器で，おそらく円孔を有する巨大な把手を持つ土器であろう。口縁部

は縄文を施したタガ状の隆線で区画し，区画が接する部分は橋状把手となっている。区画内は，沈線によ

る梯子状の文様で再区画し，その内部に竹管をロ ッキング手法に近い方法で動かすことによる細かい横位

の結節沈線を配する。頚部以下の縄文は，図で表現されたよりも整った， RL単節縄文の縦位施文で，帯状

に施文された縄文間は無文の部分が若干残る。色調は褐色で，胎土中にやや大粒の白色粒と雲母が目立つ。

14~19は，中期中葉末から後葉にかけて存在する多様な土器の一部と考えられるものである。 色調は概

ね暗褐色を呈し，白色粒・砂粒を含むが，雲母は目立たない。14は胴部の隆線上に縄文を施すもので，阿

玉台式末葉の土器であろう。15はおそらく波状口縁の土器で，口縁部内側に段を持つ。口唇部には 1条の

沈線を引き，肥厚する無文の口縁部下に沈線による文様を描く。16はLR単節縄文を地文とし，口縁部に 2

段の刻文帯のような文様を持つ。下段は交互刺突手法である。外面にススが付着する。17・18は円孔を持

つ把手の一部であろう。18には大ぶりな三叉文が描かれる。19は，細かい爪形状のキザミを施した隆線に

よる区画の一部が残る。以下には，おそらく 0段多条のLR単節縄文を地文とし， 3本一組の沈線を垂下さ

せる。

20~36は中期後葉・加曽利E式である 。 色調は暗褐色から黒褐色のものが多く， 21・27・28・31は褐色

に近い。胎土中には，少量の砂粒や白色粒を含むものが多い。20は雲母が目立つ。24は大粒の白色粒を多

量に含む。29はよく焼き締まっている感じで，胎土も徴密でやや異質に見える。少量の鮮やかな赤色粒を

含む。

20~28は概ね加曽干IJE 式・古い部分に相当する土器であろう 。 隆線脇の沈線が施されない21 . 22は最も

古い部分に相当しよう。すべて口縁部の区画隆線が残るもので，多くは背割り状の隆線である。27には直

線と波状の 2種の懸垂文が見られる。28には口縁部区画内の渦巻き文が見えるが，全体に扇平な隆線で構

成されている。古い部分から新しい部分にかけて存在するものであろう。

29は，地文のない口縁部に摺曲文状の雑な沈線を配し，以下にはRL単節縄文を地文にして，懸垂文を配

する。30は3本一組の胴部懸垂文で，沈線間の磨り消しは明瞭でない。29・30は未だ古い部分の範鴫でと

どまるものであろう。

31~36は加曽利 E式・新しい部分の土器である。 31 ・ 32は懸垂文聞の地文の磨り消しが明瞭である。 33

は口縁部の大破片で，口縁部下端区画は明瞭でなく，懸垂文聞の磨り消しもやや広い。34もおそらく口縁

部下端区画が明瞭で、ない土器であろう。外面にススが付着する。35. 36は沈線で曲線的な文様を描くもの

で，沈線開の地文の磨り消しが明瞭である。

37~42は連弧文系土器である。 37~39 ・ 42が暗褐色， 40・41は褐色を呈する。胎土中に白色粒を少量含

むものが多いが，混入物は全体的に少なしミ。地文は37・41がL撚糸文， 42はL撚糸文か， 38はRL単節縄文，

LRL複節縄文か。

43~45はおそらく加曽利E式に伴う条線・沈線の土器である。 いずれも少量の砂粒を含む。 色調は43は

黒褐色， 44・45は暗褐色である。45は曽利式系の重弧文土器の可能性もあるが，小破片のため確定できな

しミ。

46~49は概ね中期後葉の浅鉢と考え得るものである。 46 ・ 48 ・ 49は砂粒 ・ 白色粒を少量含み， 47は砂粒

をやや多く含む。色調は46が暗褐色， 47がにぶい黄樺色， 48・49はにぶい黄褐色に近い。
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後期の土器(第50図50~77)

50~71は，概ね後期前葉の堀之内 1 式に相当するものである。 色調は褐色から暗褐色のものが多く， 55・

59・62・71aは黒褐色に近い。少量の砂粒・白色粒を含むものが多いが， 62・64・66・68・71は赤褐色粒

をやや含む。

50~56は口縁部破片である。 50は口縁部に無文帯を持つ土器で，口唇部の突起下から刺突を施した隆棋

が垂下する。 51~53は口縁端部に沈線を配する土器である。 51は円形刺突と，沈線間に連続刺突を施す文

様を垂下させる。54は口縁端部に指頭状工具による円形刺突を連続させるものである。55・56は縄文のみ

の土器である。56は口唇部に 1か所棒状工具によるキザミを持つ。

57~71は胴部破片である。 57~65は地文縄文上に沈線で文様を描くものである。 57は垂下する単位文が

観察できる。 67~68は地文を欠くものである。 66は櫛歯状工具による条線文である。 69~71は縄文のみの

ものである。69は外面に若干ススが付着する。70は内面に炭化物が少量付着する。

72~77は後期中葉 ・ 加曽利 B式である。 色調は72 ・ 73 ・ 76が灰黄褐色， 74は暗褐色， 75・77は褐色であ

る 。 72~76は少量の砂粒 ・ 白色粒を含む。 77は大粒の赤褐色粒が目立つ。

72・73はおそらく加曽利B1式精製の鉢で，胴部に帯状縄文が配される。72には区切り文の一部が残る。

74は地文を欠いた横位の沈線を持つもので，帯状縄文と同様の文様構成を取るものかと思う。75は斜方向

の多条沈線を持つもので，算盤玉形土器の体部下半か。

76は口縁部内面に浅い 1条の沈線を持ち，粗製深鉢の 1種かと思う。口唇部にも浅い沈線を持ち，地文

縄文上に斜沈線を引くものである。77は紐線文系粗製深鉢で，図化した他にも同一個体片がある。口縁部

内面には 1条のしっかりとした沈線を持ち，口唇部には小突起がある。紐線上には，やや間延びした指頭

状工具による押圧が施され，地文縄文上に斜沈線が引かれる。

底部(第50図78~81 )

図化した底部は，焼成などの特徴から，すべて後期以降の土器かと思う。色調は， 80が褐色，それ以外

は暗褐色である。80は胎土中に大粒の白色粒を多量に含み，これ以外は少量の白色粒を含む。

78・81は底部外面が若干外に張り出す形態で，後期前葉後半の堀之内2式土器でよ く見られるものであ

る。81の底面には網代痕が残る。79はやや径が大きな底部であり，底面外縁部付近にわずかに網代痕が残

る。
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2 土製品(第51図・第21表・図版17)

遺構に伴わずグリッド中で出土した縄文時代の土製品を一括する。すべて土器片を再利用した，いわゆ

る土製円板と土器片錘である。個々の計測値については，第21表にまとめた。

1は中期後葉・加曽利E式の古い部分の胴部破片を用いた土製円板である。周囲は打ち欠いて成形した

後，若干研磨している。

2も中期後葉・加曽利E式の胴部破片を用いたもので，土器片の周囲を丁寧に研磨し，隅丸長方形にな

るよう成形している。糸掛け用の切り込みは観察できないが，形態から土器片錘に近いものと想像する。

3もおそらく中期後葉・加曽利E式の胴部片を用いた土器片錘で、ある。土器片の周囲は研磨によって成

形されているように見えるが，焼成があまり良くない土器であり摩耗している可能性もある。あまりはっ

きりしないが，両側縁に 1対の糸掛け用の切り込みが存在する。

4は後期中葉・加曽利B式紐線文系粗製深鉢の胴部破片を用いた土製円板である。全体の2/3ほどが残存

しているようである。土器片の周囲を打ち欠いて，楕円形に成形したものと思われる。

仁二コ

図

第51図

1 
23Y41 

番号

1 

2 

3 

4 

i主記

23Y41-21 

25U25 -1 

23Y40 -8 

表採001

C二二コ 亡三コ
2 
27U25 

第51図 グリッド出土縄文時代土製品

第21表縄文時代土製品計測表

3 
23Y40 

種類 最大長(cm) 最大幅(cm) 最大厚(cm)

土製円板 4.1 4.0 1.2 

土器片錘 3.5 4.8 1.1 

土器片錘 3.8 4.9 1.5 

土製円板 4.0 3.7 0.6 
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3 石器 (第52図・第27表・図版19)

遺構に伴わずグリッド中から石鎌が2点出土した。各々の計測値については，第27表に示した。

lは黒曜石製の石銑である。21T05グリッドで出土した。基部の扶りは深く，脚の一方の先端を欠損する。

2も黒曜石製の石鍛である。21T45グリッドで出土したO やや細身の作りで，基部の扶りは弱い。

注1 山内清男 1979 r日本先史土器の縄紋』 先史考古学会 (1997再刊 示入社)
2 田中 裕・大内千年ほか 2005 r船橋印西線埋蔵文化財調査報告書4 八千代市問見穴遺跡(2)-J (財)
千葉県文化財センター

!~，Â 
A
川
川
川
山

V
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(2 3) 5cm 。
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第4章弥生時代以降

第1節 遺構と出土遺物

弥生時代以降の遺構は，竪穴住居跡6軒(弥生時代後期)，竪穴状遺構 1基(弥生時代後期)，土坑32基，

溝状遺構11条である。遺構中から出土した石器の計測値については，第27表に記した。また， (3) SX001竪

穴状遺構でまとまって出土した珪質頁岩製の剥片と，他の遺構・グリッ ドで出土したこれと同一母岩と考

え得る剥片の計測値を，第22表にまとめた。

1 竪穴住居跡

第1号住居跡 (旧(1)SI001) (第53・54図， 第27表，図版10・19・20)

出土した遺物から弥生時代後期の住居跡である。24U84・85・94・95グリッドに位置する。平面プラン

は楕円形に近く，長径約6.7m，短径約5.5mで、ある。主軸方向は約N-400 -Wである。壁の立ち上がりは

しっかりとしており，確認面からの深さは最大で、約40cmで、ある。覆土は黒褐色土主体で，断面図から見た

堆積状況は，自然堆積のように見える。住居跡北東側の覆土中では，焼土が検出された。

床面はほぼ平坦で、，炉の周囲から南西側を中心に硬化面が確認できた。炉は住居の長軸上の北寄りで検

出した。長径約 1mの楕円形フ。ランの地床炉である。底面は焼け込んで、おり，凹凸を持つ。

柱穴は，四本主柱穴構造と考えられる。いずれの主柱穴も80cm前後の深さで，しっかりとしている。住

居主軸上の南側には，入口のハシゴ穴らしきピットが存在する。主軸上の反対側には，深さ約67cmのピッ

トが存在する。ハシゴ穴に近い南東壁際には，長径l.3mほどの貯蔵穴とおぼしきピットが存在する。住居

の壁際には浅い周溝が巡るが，住居の主軸方向の南北壁際では，とぎれるようである。

遺物は少量の土器と石器が出土した。遺物は， 主に床面からやや浮いた覆土中で出土した。

lは砂岩製の砥石である。下部が一部欠損するが，ほほ全形を窺える。板状の長楕円形の形態で，全体

に磨った痕跡がある。表 ・裏面とも，使用に伴う部分的な凹凸が存在する。

本跡から出土した土器は，すべて破片であり総数100片を少し越える量であった。一括品は存在せず，数

片の接合により概ね形状を推測できる斐形土器が1点確認された。器面は，大半が縄文で覆われ様々な原

体の撚糸が使用されていた。

2は口縁部片で，口辺はナデ整形によりきれいに仕上げられている。下端には結節縄文らしき痕跡を残

す。3も口縁部片であるが，無文地の上をヘラ状工具により整形している。4は，いわゆる南関東系の壷

といえる。胴部片で器面には赤彩を施している。同一個体の小破片が数片出土しているが採拓は 1点にと

どめた。胎土には石英粒 ・小石を含有し，焼成は甘く脆い状態となっている。在地での製作によるもので

あろう。5は胴部片で，縄目の間隔は組い。窪んだ縄跡には炭化物が付着しており， 煮沸用の斐として使

用されたものであろう。6も胴部片であり，撚りが密で細い原体を使用しているのが特徴的である。7は

頭部片で，櫛歯状工具による波状文がみられる。8も頚部に近い破片で，縦方向の櫛描文が認められ，そ

の下には結節縄文が施される。 9~12は胴部片で， 11 ・ 12は底部に近い。 12の縄文の間隔は粗く， 5・6

に類似している。
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第 l号住

l 黒褐色土ロム粒少焼土粒炭化物徹量。

2 暗褐色土 ローム粒微量，焼土粒少。

3 暗褐色土 ローム粒限量。
4 黒褐色土焼土粒多。炉上部の土。

暗褐色土 ロームを斑状に含む。

暗褐色土 ロームを斑状に古む。焼土粒炭化物微量。

暗褐色土 ロームプロァク含む。

暗赤縞色土焼土粒多。

暗褐色上 (7 -9貯蔵穴覆士)

第 l号住炉
l 黒褐色土焼土粒多，炭化物少。

2 B音褐色士

3 赤褐色土焼土主体。燃焼部。
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色調は 2. 6・9・10・11が黒褐色で， 3・4・7・8が赤褐色， 5は淡褐色を呈している。焼成は，

4 ・ 9~11が甘く裏面では剥落が認められる 。 他は，概して良好といえる 。

第2号住居跡(旧(1)SI002) (第55図，第22表，図版10・20)

出土した遺物から弥生時代後期の住居跡である。25W51. 61 . 62 .グリッドに位置する。住居跡の中央

付近を平成9年度に検出し，道路下に残されていた東側部分を平成17年度に調査した。西側は溝 1によっ

て壊されており，全体の約2/3が残存したようである。

平面プランは，検出された部分から見て，おそらく隅丸方形であろう。長軸方向では約 4m残存し，お

そらく本来は 7m~8mあったであろう 。 短軸は約 6mで、ある 。 主軸方向は約N -600-Wである。壁の立

ち上がりは急で，確認面からの深さは最大で、約50cmと深い。覆土は，上層に黒色系の土が厚く堆積し，自

然堆積のように見えるが，床面直上に焼土粒を含む褐色系の明るい土(6層)が存在し，一部に埋め戻さ

れた可能性があろう。東側の壁際を中心に，床面からやや浮いた状態で， 一部に焼土が検出された。

床面は緩やかな凹凸を持つもののほぼ平坦で、ある。床面にはロームブロックが目立ち、軽く貼床されて

いたようである。ハシゴ穴と考えられるピット周辺で硬化面が確認できた。炉は部分的に溝に壊されるが，

ややいびつな長楕円形プランの地床炉で，検出した範囲の最大長で約1.3mを測る。底面は凹凸が激しく，部

分的に焼け込みが顕著であった。炉の覆土下層には焼土を多量に含んだ土が堆積している。

最終的に床面を剥がして確認したが，検出した範囲内では，主柱穴と考え得るピットは存在しなかった。

東側の壁寄りで，最大長約50cmのハシゴ穴と考え得るピットを検出した。平面形は隅丸方形に近く、東側

壁に向かつて傾斜を付けて掘り込んで、あった。また，壁際を中心に小ピットが4基検出されたが，いずれ

も 10cm~15cm程の深さで、浅い。 北側の壁際では部分的に周溝が検出されたが，明瞭ではない。

本跡での出土遺物は概して少ない。土器は，採拓した 8点の他に小破片が50片ほど検出された。床面付

近では 4及び6. 7の土器が出土した。8は出土位置の厳密な記録を欠くが，ほほ床面直上から出土した

ものである。石器としては， 9の蔽石が出土した。また， (3) SX001竪穴状遺構で多数検出した，灰白色~
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第 2号住

l 黒色土 ローム粒微量

黒褐色土 日音褐色土を斑状に含む。ローム粒少。
暗褐色土 ローム粒少。
黄褐色土

日音褐色土 3層より明るい。ローム粒少。
日音質褐色土 褐色土と暗褐色土が斑状となる。焼土粒少。
日音質褐色土 H音褐色土含む。(小ピット覆土)

暗褐色土 ローム粒少。

9 黒褐色土 ロームプロックやや多。

10 褐色土 ローム主体。 (8-10ハシゴ穴覆土)

第2号住炉

1 H音褐色土 黒褐色土少量混入。焼土粒少。
2 暗赤褐色土焼土粒多。ローム粒少。

4 

こコ 9

。
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明緑灰色を呈する珪質頁岩製の剥片と同一母岩と考え得る剥片が， 5点出土した(第22表)。

1は6点の破片が接合した胴部片であり， 3. 5・6とともに同一個体となる可能性が高い。図示しな

かった小破片でも数点類似するものが存在する。器面には間隔の粗い撚糸状の縄文が斜行し，裏面は剥落

が著しい。色調は淡褐色を呈する。2も胴部片で， 1と同様な施文が認められる。焼成は良好で、あるが，

胎土には雲母 ・石英粒の他に多量の小石を含む。色調は淡褐色となる。4は表裏に櫛歯状工具による整形

痕が認められる。色調は赤褐色で，焼成も良好で、ある。7・8はおそらく蓋の口縁部であり， 7は口唇部

にキザミを施し，外面には調整痕が残る。色調は7が黒色， 8が暗褐色である。9は砂岩製の蔽石である。

長軸方向の両端に，明瞭な敵打痕を残す。表面の磨った痕跡はあまり顕著でない。

第3号住居跡 (旧(2)SI003・(3)SI001) (第56~58図，第22 ・ 27表，図版10 ・ 19~21)

出土した遺物から弥生時代後期の住居跡である。26U39・48・49. 58 . 59 . 69 . 26W 40・50グリ ッドに

またがって位置する。平成9年度と平成10年度の調査区境で検出されたため， 2年度にわたって調査をお

こなった。平成9年度に北側のコーナー付近を調査し，平成10年度にそれ以外の部分の調査を実施した。

住居跡のほほ全体を調査したと考え得るが，遺存状況の関係から，東側のコーナー付近は明瞭に検出で

きなかった。平面プランは方形に近く，長軸方向の最大長で、約8.3m，短軸約8mとかな り規模が大きい。

主軸は北西側の壁を基準とすれば，約N-400-Wとなろう。住居跡東側は遺存状況が悪く，壁の立ち上が

りも明瞭でなかったが，その他の部分では壁の立ち上がりがしっかりと しており，確認面からの深さは最

大で、約50cmとなる。覆土は黒褐色~暗褐色土が主体で，断面図を見る限り自然堆積のようである。壁際に

はロームを多く含む色調の明るい土が，かなりしっかり と存在する。住居跡北西側の壁際で，部分的に焼

土の堆積が認められた。

床面は住居の中央付近に向かつて，若干傾斜をもっ。炉は，北西壁寄りで検出した。最大長約1.5mの不

整形プランの地床炉で、ある。断面の形状から見ると， 2基の炉が重複しているように見え，炉の改修がお

こなわれた可能性が高い。南東壁際では，長軸約1.4mの長方形に近いプランのピットを検出し，貯蔵穴か

と思われる。

柱穴は，住居の北側を中心に多数検出した。断面図だけでは全てのピットの深さを表現できないため，

やや煩雑で、はあるが，平面図中に床面からの深さを記入した。-0と表記した数字が，床面からのピット

の深さを表し，単位はcmで、ある。ある程度の深さを持ち，配置から見て主柱穴の可能性があるピットには

ドットを落とした。概ねコーナーに対応する位置に 2本ずつ主柱穴とおぼしきピットが存在し，主柱穴配

置は 4本主柱穴構造と推定できょう。おそらく主柱穴の造り替えがおこなわれており，炉の所見とともに，

l度以上の住居の改修がおこなわれた可能性が高い。

多数検出された小ピットは，主柱穴の補助柱としても役割をもつものも存在したであろうが，後世の撹

乱も含まれるようである。ただし，厳密に識別することが難しいため，検出したビットについてはすべて

図示した。

遺物は土器・土製品・ 石器が出土した。遺物は床面付近及び覆土下層を中心に出土した。小型の不明鉄

製品 1点が覆土上層から出土したが，出土レベルを検討したところ，ほほ確認面での出土であることが判

明したため，混入と判断し，図化しなかった。また， (3) SX001竪穴状遺構で多数検出した灰白色~明緑灰

色を呈する珪質頁岩製の剥片と，同一母岩と考え得る剥片が2点出土した(第22表)。
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一1は土製紡錘車である。全体の約1/2が残存する。器面全体に，小ぶりな竹管により円形竹管文を施す。表・

裏面では，中央の孔から放射状に円形竹管文を連続して施す。最大長5.4cm，最大厚2.4cm，重量44.93gで

ある。2はチャート製の石鍛である。基部の扶りが弱い形態である。

3は砂岩製の大型砥石状石製品である。最大長が約36cm，重量約3.9kgと極めて大型である。表面は全体

に平滑に磨られており，中央部付近は特に顕著に使用された痕跡が認められる。側縁部も，欠損部と左側

縁部以外，全体に磨られている。裏面は，節理によって板状に剥離した状態のまま残されている。砥石的

な用途で用いられたことは間違いないと思われるが，極めて大型で、あり，弥生時代の遺物として一般的な

小型の砥石とは異質である。大型砥石状石製品と仮に呼称しておく 。最終的には小型の砥石の素材となっ

たようで，第 6号住居跡出土の砥石 (第63図10)と接合した。

本跡では図示しなかった小破片も含めると総数 200点を超える土器片が出土している。土器だけに限っ

ても後述する第4号住居跡とともに豊富な出土量といえる。

4は底部まで遺存する斐であり，器面は底部付近まで附加状の縄文が施文される。底部での圧痕は認め

られない。 5も同様な原体を用いている。上部では無文帯がみられる。6は撃の胴中央部にあたり，遺存

部のみでは球形に近い形状となる。器面には附加状の縄文が密に施されている。これら 3点の焼成は良好

であり，色調は褐色ないし暗褐色を呈し， 5の上部では炭化物の付着が若干認められる。7~ 15 は， 斐形

土器の口縁部片であり，口唇部に縄文が施されるタイプ ( 9~14) が多い。 8 はヘラ状工具により口縁直

下に帯状の文様を施す。あまり類例のみられない施文法である。11の口縁部は，折り返しというよりも粘

土紐を貼り付けており，縄文を施文後，その下部を指頭により押し上げている。これらは概して良好な焼

成を示し，色調は 8・9・12が黒褐色， 10・13が褐色，11は赤褐色を呈している。7. 15の口唇部には刻

目が認められる。南関東系に属する可能性の高い聾であり，7の頭部には輪積痕が想定できる。いずれも器

面はナデ整形によりきれいに仕上げられており， 15では炭化物の付着も認められる。色調は褐色ないし暗

褐色で， 15は粗い砂粒を含む。 16~20は頚部の破片で， 4~ 5本の櫛歯状工具で縦横 ・波状に文様を施す。

焼成も良好で，色調は褐色ないし暗褐色となっている。21は頚部の無文帯部の破片で赤褐色を呈しており，

40 

第58図第 3号住居跡(3 ) 
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その奇曲度から小型品であることが窺える。 22~24は胴上半部にあたり結節縄文の痕跡を残す。 25 ・ 26は

羽状の細縄文と僅かに沈線を上部に残す。25は上部に結節も認められる。胎土・縄文原体から26とは異な

るようである。26は， 7 ・ 15に対応する査となろうが赤彩は認められない。 その他27~42までは整形土器

の胴部片で，様々な縄文原体を使用しており，いわゆる北関東系土器群として把握できる一群である。焼

成については概して良好であるが， 33~35 ・ 42の内面では剥落が認められる。 43~46は底部片であり，底

面に圧痕を残すものについては採拓した。45では布目， 46では大型の木葉痕を残す。また45・46の内面は

剥落が著しい。

第4号住居跡 (旧(2)SI004) (第59・60図，第27表，図版11・19・22)

出土した遺物から弥生時代後期の住居跡である。26U87・88・97・98グリッドに位置する。上部を溝9

に切られる。平面プランはややいびつな隅丸方形で，長軸約5.5m，短軸約4.9mで、ある。主軸方向は約N-

750 -wである。壁の立ち上がりはしっかりしており，確認面からの深さは最大で、約60cmで、ある。覆土は，
住居跡中央付近に黒褐色~暗褐色の土が堆積しているが，壁際にはロームブロック主体の明るい色調の土

が厚く堆積する。最上層の 1層は，溝9の覆土である可能性が高い。

床面は断面図から見る限り，ほぽ平坦で、ある。炉は， 比較的規模の大きな炉を，北側壁寄りで検出し，

これを炉 1とした。炉 1は最大径約1.2mの不整楕円形フ。ランの地床炉で，底面は焼け込んで、いる。また，

住居跡中央やや東寄りで，小規模な炉を検出し，炉2とした。炉2は，最大径約50cmの楕円形フ。ランの地

床炉で，焼土主体の赤褐色土を覆土と していた。

柱穴は，住居跡中央寄りのコーナーに対応する位置で，深さ約70cm~80cmのしっかりと した柱穴を 4 本

検出した。4本主柱穴構造と考え得る。また，北西コーナー付近で，深さ約20cmの小ピットを検出した。

北壁際では， 最大長約90cmの不整形のピッ トを検出し，貯蔵穴かと思われる。

遺物は，床面付近を中心に，土器・土製品 ・石器が出土した。

lは土製紡錘車である。全体の約113が残存している。側面にやや深い沈線を巡らし，表裏面には櫛歯状

工具により放射状の文様を描く。最大長4.lcm，最大厚1.6cm，重量11.14gである。2は砂岩製の小型の砥

石である。

本跡も豊富な土器の出土量を示す。唯一，計測可能な一括品と形状が推測できる大型破片 (7・17・18)

が検出されている。ここでも若干の櫛描文が認められたため小片でも採拓し，図示したところである。

3 ~5 は口縁部片である。 3 は，その琴曲から推定すると，口縁部径が約 8cmと小さい。口唇部にはヘ

ラによる刻目がみられ，口縁は折り返しによ り肥厚する。頚部の櫛描文は 3本一組の工具により，縦， 横，

波状の順に施文されている。焼成は良好で、淡赤褐色を呈する。4は折り返した口縁に撚糸文を横走させる。

5は無文で，ヘラによる簡単な仕上げにとどまる。これらの焼成は概して良好で， 3. 5は赤褐色， 4は

淡褐色で表面に炭化物の付着がみられた。 6 ・ 8~11は頚部片となる 。 6 は，おそ らく半裁竹管を 2 本一

組にして用いて，櫛描文として表現したものであろう。7は3本一組の工具による。9は胴部に細い撚糸

文を密に施文後，縦方向から横へと櫛描文で飾る。10は数本の櫛歯による波状文を描く。11でも同様な文

様がみれら，下部に縄文の結節部が僅かに認められる。

これらの色調は6・10・11が黒褐色， 9が褐色， 8が赤褐色を呈する。焼成は， 9に限り極めて良好で、

堅固な作りである。 12~16は頚部から胴上半部にかけての破片で， 12では結節縄文下に羽状縄文が巡る。
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第4号住
l 黒褐色土 ローム粒砂位少。
2 黒色土砂粒少。
3 黒色土 ローム柱少.砂粒償量。

黒褐色士 ローム粒を斑状に多く含む。
時絹色土 ローム粒多。
暗褐色 t ロームプロ ァク多。
7 I悶褐色 t ロームプロ ァク主体黒色土プ
ロァク状に含む。

8 明褐色土 ロームプロ ック主体.黒色土少。
9 褐色土 ローム粒少。(貯蔵穴覆土)

IO 赤褐色土 焼土主体暗闇色土少量含む。
(炉2覆土)
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16も異方向に原体を回転させ羽状の効果を現出させており，直下に細い撚糸文を縦方向に回転させている。

赤彩は認められないが，南関東系の壷形土器の肩部にあたると考えられる。さらに23は無文ではあるが，

器面には赤彩が残り明らかに南関東系の壷の一部であり，同一個体の破片が他に4片出土している。以上

の土器群は，いずれも焼成は良好で、あり， 12・14・15が黒褐色， 13が赤褐色， 16が淡褐色を呈する。

7は唯一完形に近い聾で，口唇部には櫛歯状工具による刻目が巡る。頚部は無文で，胴部には間隔が疎

らな撚糸文が無造作に付されている。底部には木葉痕が認められ，胎土には石英・雲母 ・小石等を多く含

む。色調は黒褐色ないし暗褐色を呈する。口径は12.5cm，器高は15.3cmを計測する小型斐である。17は口縁

部と底部が欠損し，ここでも頚部に羽状縄文が認められる。原体には附加状縄文を使用している。胎土は

精選され微細な白色鉱物が若干混入する。色調は黒褐色，内面は赤褐色を呈する。18は胴部の張りから壷

形に近い形状を有するものであろう。頭部は無文で，縄文は器面の乾燥が十分で、なかったためか，明確で

なく中央部に横走する結節痕は拓本でも僅かな拓影を残すのみである。焼成は良好とはいえず器内外面で

は剥落が認められる。色調は暗褐色ないし淡褐色，内面は赤褐色となっている。なお， 17は12片の小破片

が接合したものであるが，その内の 5点は (3)SX001 (竪穴状遺構)から出土したもので遺構間接合とい

う珍しい例を提供してくれた。

19~22 ・ 24~29は底部及びそれに近い破片で，大型片を中心に図示した。 とりわけ26の底部径は12cm と

大きく，にも関わらず一葉の痕跡が残るだけであり，かなり大きな木の葉を敷いて土器を製作していたこ

とが理解できる。胎土には白色鉱物・小石等を多く含み，内面は剥落が著しい。色調は概して褐色ないし

暗褐色となる。

第5号住居跡(旧(3)SI002) (第61図，第27表，図版11・19・23)

出土した遺物から弥生時代後期の住居跡である。26U40・41・50・51グリッドに位置する。平面プラン

はいびつな隅丸方形で，北西のコーナ一部分が若干張り出すような格好である。長軸方向の最大長で約4.2

m，短軸も約4.2mで、ある。主軸方向は，南側の壁を基準とすると，約N-850 - Eで，ほほ真南を向く。

壁は，南側はしっかりと立ち上がるが，他の部分はやや緩やかな立ち上がりである。確認面からの深さは

最大で、約30cmで、ある。覆土は黒褐色~暗褐色土主体で，壁際堆積などははっきりしない。住居跡中央付近

では，焼土の堆積を確認した。

床面は緩やかな傾斜をもつようである。炉は南側の壁寄りで検出した。最大径約65cmの楕円形フ。ランの

地床炉である。柱穴は11基検出した。いずれも40cm未満のもので， 主柱穴は特定し難い。概ねコーナーに

対応する位置に柱穴がまとまっているように見える。おそらく 4本主柱穴構造で，柱穴の造り替えがあっ

たものと思う。F-F'断面図にかかる，炉の対称となる位置にあるピットは，ハシゴ穴であろうか。

断面図にかかっていないピットとして，北東コーナー付近の小ピットがあり，深さ約21cmで、ある。北西

コーナー付近では，最大径約80cmの不整楕円形のピッ トを検出し，貯蔵穴の可能性がある。

遺物は，覆土中から少量の土器片と石器を検出した。

本跡で出土した土器類は，すべて小破片で10点を数えるにすぎない。 1 ~ 6 は口縁部片で， 1 ~4 は折

り返した口唇部にも縄文を施文している。4の下部には波状の櫛描文が僅かに痕跡をとどめる。5の器厚

は9mmと厚く ，頑強な作りといえよう。口唇部は指頭によりハの字状に折られている。また胴部にみられ

る施文は，細い原体を 2本一組とし，撚糸文のごとく回転させて整然とした文様を作り出している。7・
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8は同一個体となる。6は無文で，口唇部にヘラ状工具により刻み目を付しており，器面の反り具合から

小型品となろう。色調は， 1・3が淡褐色，2 . 5が黒褐色， 4・6が樫褐色となり， 4・5は胎土に砂

粒を多く含む。焼成では 5が堅く良好な感を呈す。以下は胴部片であり， 10は胴上部にあたり結節を用い

羽状縄文を形作る。このタイプは南関東系の壷形となろう。色調は 7・9が暗褐色， 8・10が褐色となり，

9の器面では剥落が認められる。

11は砂岩製の砥石である。最大長10cmを越えるやや大きな棒状の砥石で，上部には敵打痕が存在する。

第6号住居跡(旧(6)003) (第62・63図，第22・27表，図版11・19・23)

出土した遺物から弥生時代後期の住居跡である。25W75・76・85・86グリッドに位置する。平面プラン

は方形に近く，西側のコーナーのみ隅丸に近い。長軸約5.0m，短軸約4.9mで、ある。主軸方向はN-600 -

Wである。壁は北西~南西の壁がしっかりとしており，北東~南東の壁はやや緩やかに立ち上がる。確認

面からの深さは最大で、約40cmで、ある。覆土は黒褐色~暗褐色土主体で，自然堆積か。やや色調の明るい 5

層が，壁際から住居跡中央付近に向かつて堆積している。覆土中の壁際を中心に，焼土の堆積を確認した。

床面は，断面図で見る限りほぼ平坦である。炉は住居跡中央付近のやや北西寄りで検出した。最大径約

1.0mの，不整な長楕円形プラ ンの地床炉で、ある。底面は焼け込んで、凹凸を持つ。

柱穴は，コーナーに対応する位置に，深さ 70cm~80cmのしっかりとした柱穴を 4 本検出し， 4本主柱穴

構造と考え得る。南東の壁寄りには，ハシゴ穴と考え得る小ピットが存在する。西側コーナー付近には，

深さ約33cmの小ピットが存在する。

遺物は，覆土中から土器及び石器を検出した。また，覆士上層と床面付近から， (3) SX001竪穴状遺構で

多数検出した灰白色~明緑灰色を呈する珪質頁岩製の剥片と，同一母岩と考え得る剥片が2点出土した(第

22表)。剥片の出土位置はロで示した。

本跡出土の土器は60~70片と比較的多い。 だが一括品といえるものはなく，小破片が大半を占めていた。

1~3 は口縁部であり， 1は欠損が少なく口縁の形状は把握できる。その遺存部から壷に近いものと推

測できる。口唇部には縄文を施文するが小さな凹凸が目立つ。その直下には 2孔一組の焼成前穿孔が対で

認められ，そこに施文されている縄文は，口唇部同様単節左撚りの原体であるが，それ以下の部位では附

加状の縄文を施文してる。内面はナデにより簡単に整形しているのみで作りとしてはやや粗雑さを感じさ

せる。色調は内外面黒褐色を呈し焼成は良好で、ある。2の口唇部は磨耗により縄文の有無は確認できな

い。器面では炭化物の付着が認められる。3は大きく外反する口縁で，口唇部では櫛状工具での押圧が認

められ，口唇直下では4本一組の櫛描文を横方向に施文している。色調は， 2が灰褐色を， 3が暗赤褐色

となる。4は頚部から胴上半にかけての破片で，頚部では櫛描文，下部には細縄文が認められる。赤褐色

を呈し，焼成は良好である 。 5~7 は胴部片で， 5' 7は撚糸文， 6は原体の短い単節左撚りの縄文で施

文している。色調は 5が赤褐色， 6が黒褐色， 7が灰褐色となる。また 7の胎土には雲母の他に小石が多

く含まれている。8は底部片で原体の短い単節右撚りの縄文で施文される。色調は暗褐色で焼成は良好で

ある。

以上が本跡出土の採拓資料であるが，ここでも小破片で図示できなかった南関東系の壷形土器がみられ

ることを付記しておきたい。

9は緑灰色~暗緑灰色の色調を呈する珪質頁岩製の，両面調整石器である。外縁部付近に流紋岩質の灰
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第6号住居跡 (2 ) 第63図

白色に近い部分が存在する。本住居跡でも 2点出土している， (3) SX001で多量に出土した，灰白色~明緑

灰色を呈する流紋岩質の珪質頁岩の剥片の残核である可能性がある。

10は砂岩製の砥石である。表面と側面に使用の痕跡が認められる。第3号住居跡出土の大型砥石状石製

と遺構間接合した。品(第57図3) 

11も砂岩製の砥石である。やや大きな板状の砥石で，表面と側面に使用の痕跡が認められる。裏面も上

半の1/2程に，敵いた後に磨った痕跡が認められる。接合関係はないものの，石質や扇平な形態などから，

やはり第3号住居跡出土の大型砥石状石製品との関連が疑われる。

竪穴状遺構2 

図版12・24)第22表，(3) SX001 (第64図，

出土した遺物から弥生時代後期の遺構である。規模は住居跡と遜色ないが，炉や柱穴などが検出できな

かったため竪穴状遺構とした。

26U35・36・45・46グリッドに位置する。平面形はややいびつな楕円形で，長径約5.0m，短径約4.2mで、

ある。壁の立ち上がりはややだらしなく，確認面からの深さは最大で、約35cmで、ある。覆土は 2層に分層さ

自然堆積のようである。床面は揺り鉢状に中央部付近に向かつて傾斜する。

遺物は多量の剥片と，少量の土器片が，覆土上層から出土した。剥片は色調などの特徴から，すべて同
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第64図 (3) SXOOl竪穴状遺構

一母岩と考えられ，総数で39点である。その他，弥生土器の小片が16点，砂岩の小磯片が2点出土した。

出土した土器のうち 5点は，第4号住居跡17の土器(第60図17) と遺構間接合した。

39点出土した剥片は，全体に白色がかった，灰白色~明緑灰色を呈する流紋岩質の珪質頁岩を素材とし，

すべて同一母岩と判断できる。すべて不整形な小型の剥片であり，個々の計測値を第22表に記し， 一部を

図版24に示した。剥片の接合を試みたものの，接合するものは無かった。また，同一母岩と考え得る剥片

が，第 2号住居跡・第 3号住居跡・第 6号住居跡で検出された。

出土状況を見ると，遺構埋没途上の浅い窪地で石器製作をおこなった痕跡か，別の地点で石器製作をお

こなった際に出た剥片をまとめて捨てたものかの，どちらかであろう。剥片岡士の接合がなく，多数の遺

構で同一母岩と考え得る剥片が出土していることなどからすると，後者の解釈が妥当のように思われる。

この剥片製作の目的は判然としないが，第6号住居跡で，この剥片を取った残核のように見える，珪質

頁岩製の両面調整石器が出土した。この石器は，外縁部に流紋岩質の灰白色に近い部分が存在する，緑灰

色~暗緑灰色の色調の珪質頁岩である。この石器をさらに何らかの素材として得るために，外側の白色に

近い流紋岩質の部分を剥離したようにも思える。

いずれにしろ本遺構が，弥生時代の石器製作に関わる遺構であることは間違いない。
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第22表 (3) SXOOl関連石器計測表

治構名 i主記番号 2号種 最大長(mm) 最大幅(mm) 最大厚(mm) 重量(g) 備 考

(3)SX001 SX001 l 剥片 22.7 14.4 14.2 5.25 

(3)SX001 SX001 2 剥片 15.9 11.3 5.2 0.86 

(3)SX001 SXOOl 3 剥片 23.7 1l.2 9.6 1.57 

(3)SX001 SX001 4 剥片 20.1 2l.6 7.4 2.52 

(3)SX001 SX001 5 景IJ片 17.1 1l.4 4.1 0.81 

(3)SXOOl SX001 6 事IJ片 2l.8 29.6 9.4 5.37 

(3)SX001 SX001 7 剥片 16.7 22.7 5.0 2.21 

(3)SX001 SX001 8 剥片 12.8 25.8 8.2 l.79 

(3)SX001 SX001 9 剥片 16.2 2l.0 5.7 l.66 

(3)SXOOl SX001 10 剥片 16.1 18.2 4.1 1.08 

(3)SX001 SX001 11 砕片 7.2 5.2 3.1 0.12 

(3)SX001 SX001 12 剥片 18.5 9.1 3.1 0.46 

(3)SX001 SX001 13 事l片 22.9 12.0 8.8 2.69 

(3)SX001 SX001 14 剥片 21.1 17.6 7.1 2.81 

(3)SX001 SX001 15 君IJ片 12.9 5.5 5.1 0.33 

(3)SX001 SXOOl 16 剥片 17.4 13.6 4.8 l.29 

(3)SX001 SX001 17 剥片 22.4 19.4 12.7 3.21 

(3)SX001 SX001 18 剥片 29.2 20.7 10.6 4.92 

(3)SX001 SX001 19 剥片 12.l 9.8 5.0 0.6 

(3)SX001 SX001 20 砕片 8.8 6.0 2.0 0.08 

(3)SX001 SX001 21 剥片 16.5 7.1 5.6 0.47 

(3)SX001 SX001 22 砕片 7.9 3.6 2.9 0.07 

(3)SX001 SX001 23 剥片 17.5 16.2 4.8 l.03 

(3)SX001 SX001 24 剥片 1l.9 7.4 7.3 0.34 

(3)SX001 SXOOl 27 剥片 13.3 6.6 5.2 0.32 

(3)SX001 SX001 28 剥片 30.5 15.6 13.1 3.36 

(3)SX001 SX001 29 剥片 14.0 11.1 2.7 0.35 

(3)SX001 SX001 30 剥片 19.3 18.l 6.0 2.20 

(3)SX001 SX001 31 剥片 19.2 15.0 5.7 l.08 

(3)SX001 SX001 32 剥片 25.0 14.6 4.8 l.24 

(3)SX001 SX001 33 事j片 10.7 13.4 2.6 0.26 

(3)SX001 SX001 45 華Ij片 13.5 8.8 2.9 0.27 

(3)SX001 SX001 47 朝j片 16.4 11.8 7.9 l.57 

(3)SX001 SX001 48 剥片 28.8 14.7 9.5 2.99 

(3)SX001 SX001 49 砕片 7.6 6.4 0.6 0.02 

(3)SX001 SX001 50 剥片 23.4 9.9 7.4 1.21 

(3)SX001 SX001 51 剥片 12.9 12.0 9.4 1.77 

(3)SX001 SX001 53 砕片 6.8 3.4 1.1 0.03 

(3)SX001 SX001 54 事Ij片 20.1 18.5 5.5 1.33 

第2号住居跡、 (l)SI002 1a 剥片 22.5 20.4 9.6 4.32 

第2号住居跡、 (l)SI002 1b 剥片 20.7 14.3 7.0 2.l3 

第2号住居跡 (l)SI002 1c 剥片 20.5 19.3 5.3 1.98 

第2号住居跡 (1)SI002 1d 剥片 20.9 7.7 8.0 1.31 

第2号住居跡 (1)SI002 1e 事Ij片 11.4 8.0 2.0 0.l5 

第3号住居助、 (3)SI001 11 剥片 36.9 20.9 15.7 7.85 

第3号住居跡 (3)SI001 47 剥片 22.8 18.2 10.3 2.54 

第6号住居跡 (6)003 21 剥片 19.2 18.1 5.7 2.07 

第6号住居跡 (6)003 45 剥片 37.2 24.2 7.3 5.72 

グリ ッド 26U25 I 剥片 10.l 14.0 4.5 0.38 

グリッド 26U26 I 剥l片 13.7 16.0 7.1 1.28 
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3 土坑 (第65~70図，第23 ・ 27表，図版12 ・ 1 9 )

弥生時代以降の所産と判断した土坑を， 32基検出した。出土遺物が少なく，時期を決定しがたいが，弥

生時代以降，中・近世までの土坑を含むと考え得る。

土坑は調査区全体から検出されているが， 26Uグリッドの南側から，27Tグリッドと27Uグリッドが接す

るあたりで，ややまとまって検出された。この地点については第65・66図に土坑配置図を示した。土坑に

ついては，第23表の一覧表を作成し，各土坑の位置や計測値については，ここに記載した。

図化に際しては，比較的残存の良いものを中心とし，一部の土坑については，第65・66図の土坑配置図

をもって平面図に換えた。図化した土坑の覆土の所見は，断面図に網掛けをすることで模式的に示した。

網掛けの凡例は第69図に示した。

土坑の形態は様々であるが，いくつかの形態に分類で、きる。

①開口部の最大径が 1m前後の円形から楕円形の平面形で，断面形が皿状に近いものである。最も数が

多く， (2) SK003~ (2) SK007 . (2) SK010~ (2) SK015などが挙げられる。

②細長い形態で，浅いものである。(2)SK008・(2)SK020・(2)SK023・(3)SK005などが挙げられよう。

③最大径が2m前後のやや規模が大きなものである。(2)SK021・(2)SK028~ (2) SK031が挙げられる。

④最大長が1.2m~ 1.5mtまどで，底面形態が方形に近いものである。 (2)SK001・(3)SK004 . (4) SK001 

がある。

この他， 土坑配置図をもって平面図に換えたものでは， (2) SK022のよう なピット状のものが多い。④の

底面が方形に近い土坑のうち， (4) SK001は底面に炭化物が存在し調査時には中・近世の土坑墓の可能性

があるとされた。

大多数の土坑で遺物は出土しなかったが， (2) SK010では， 第70図1の円磯製加工具が出土した。砂岩製

で，破損しているが， 磨った痕跡が顕著で、，下部は敵打痕が顕著に残る。計測値は第27表に示した。

久 市踊 市U6i -twUω 十26U69

(2)SK022 

(2) SK026 
。

@ 

~U76 ~ →15m 十五U79

十 十五四 イ26附
。

(1/125) 4m 

第65図 26Uグリッド南東 弥生時代以降土坑配置図
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第70図 弥生時代以降の土坑 (4 )及び出土遺物

4 溝状遺構

調査区の中央付近と南側を中心に溝状遺構が検出された。虫食い状の調査区であったことにより，同一

と考えられる溝についても，別の遺構名が付けられていたため，遺構名を新たに付け直し，溝 l~ll とし

た。新旧の遺構名の対照は，第24表の溝一覧表を参照して頂きたい。

覆土の所見は，断面図に網掛けをすることで模式的に示した。凡例は第72図に示した。



第23表 弥生時代以降の土坑計測表

挿図 遺構名 グリッド 平面形 規模 (m) i采さ (m) 調査年度 {荷 考

第67図 (2)SK001 27U50， 51 11肉丸方形 1.55 x 1.45 0.62 HlO 

第67図 (2)SK002 27U41 円形 1.33 x 1.20 0.80 H10 小ピットあり

第67図 (2)SK003 27U40， 41 隅丸方形 0.85 x 0.68 0.20 H10 

第67図 (2)SK004 27U40 楕円形 0.81 x 0.70 0.22 H10 

第67図 (2)SK005 27U40 楕円形 1.18 x 0.72 0.36 HlO 

第67図 (2)SK006 27T59 円形 0.86 x 0.80 0.27 HlO 

第67図 (2)S](007 27T59 不整形 1.05 x 0.89 0.26 H10 

第68図 (2)SK008 26U82， 83， 92， 93 長楕円形 1.73 x 0.63 0.46 HlO 
第66図 (2)SK009 27UlO 隅丸方形 0.72 x 0.65 0.15 HlO 

第68図 (2)SK010 27U10 円形 1.15 x 1.07 0.47 H10 石器出土，小ピットあり
第66図 (2)SK012 27T08， 18， 19 問丸方形 0.82 x 0.45 0.25 H10 

第68図 (2)SK013 27Tl8， 28 円形 1.20 x 1.05 0.36 H10 

第68図 (2)SK014 27T27， 28 円形 1.10 x 1.00 0.22 HlO 

第68図 (2)SK015 27T28 円形 1.00 x 0.95 0.15 H10 

第66図 (2)S](016 27T28， 38 円形 0.80 x 0.70 0.50 H10 小ピットあり

第66図 (2)SK017 27T38 長方形 0.90 x 0.43 0.25 H10 

第66図 (2)SK018 27T48 不整形 0.85 x 0.55 0.21 H10 

第66図 (2)SK019 27T48 円形 0.80 x 0.70 0.10 H10 

第68図 (2)S](020 27T48， 58 長楕円形 1.10 x 0.50 0.16 HlO 

第68図 (2)SK021 27T58 椅円形 1.92 x 1.16 0.33 HlO 

第69図 (2)SK022 26U67 楕円形 0.81 x 0.73 0.47 HlO 

第69図 (2)SK023 27T37， 47 長椅円形 2.03 x 0.83 0.31 HlO 

第65図 (2)SK026 26U67 楕円形 0.70 x 0.63 0.31 HlO 

第69図 (2)SK028 26U76， 77 不整形 2.00 x 1.15 0.45 H10 

第69図 (2)SK029 26U66， 67， 76， 77 楕円形 2.50 x 1.85 0.40 H10 
第69図 (2) S](030 27U33， 34 楕円形 1.50 x 1.33 0.40 H10 

第69図 (2)S](031 27U33， 34 楕円形 2.28 x 1.27 0.64 H10 

(3)SK002 円形 1.46 x 1.33 0.38 Hll 位置不明

(3)SK003 円形 1.71 x 1.46 0.19 Hll 位置不明

第70図 (3)SK004 23U41， 42， 51， 52 隅丸方形 1.30 x 1.10 0.33 Hll 
第70図 (3)SK005 26U38， 48 長楕円形 1.64 x 0.70 0.60 Hll 

第70図 (4)SK001 24T06 方形 1.40 x 1.10 0.30 H12 土坑墓の可能性あり
※規模は関口部での計ililJ値，深さは最深部での計調IJ値である。

溝 1 (第71. 72図，図版13)

調査区中央を南北に縦断するように走る溝状遺構である。検出した部分の全長で、約220mある。26W30グ

リ ッドで，溝 6 ・?と接する。 切り合い関係は不明である。 確認面での幅は，概ねl.5m~ 2 mほどで，深

さは概ね50cm~60cmと比較的深い。 底面に小ピットが連続する形態が特徴的である。 こうした形態の溝は，

印播郡内においては野馬土手の両側に伴う野馬堀の特徴と一致する。規模から見ても，野馬堀の可能性が

高いと思われる。

遺物は，ごく少量の縄文土器 ・弥生土器・土師器 ・須恵器の破片が出土した。

溝 2・溝 3・溝 4 (第73図， 図版13)

調査区中央西側の24Sグリッド付近でまとまる， 3条の溝である。24Tグリッドで3条の溝が交差するが，

切り合い関係は不明である。

溝 2は，概ね東西方向~北西一南東方向に走る溝で，確認面での溝幅約 1m~1.2m，深さ約30cm~40cm

である。遺物は出土しなかった。
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溝3は南北方向に走る溝で，確認面で、の幅約l.1m，深さ約30cmで、ある。少量の縄文土器片が出土した。

溝 4 は東西方向に走る溝で，確認面で、の幅約50cm~70cm，深さ約40cmで、ある 。 遺物は出土しなかった。

図版13)(第74図，溝5

調査区南西の25T・26T.27Tにまたがって，概ね南北方向に走る溝である。25T65グリッド付近でクラ

ンク状に曲がる。25T75グリッド付近で溝6とほぼ直交する。26T05付近で溝8が合流する。いずれも切

り合い関係は不明である。 確認面での幅は約50cm~70cmで、ある 。 深さは約40cmで，浅いところは約25cmで、
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第73図 講2・溝3・溝4

ある。南側ではごく浅くなる。遺物は出土しなかった。

溝 6 (第72・74・75図，第25表，図版13・24)

調査区の南側の25T. 25U . 26U . 26Wにまたがって，北西 南東方向に走る溝である。27T75グリ ッド

付近で溝 5と直交する。26W30グリッ ドで溝 1と合流する。また同じグリッドで溝7と接する。いずれも

切り合い関係は不明である。 確認面で、の幅は約1.8m~ 2 mで，深さは約50cmで、ある。幅広く，掘り込みも

しっかりとした溝である。部分的に底面に小ピッ トが存在するが，溝 1のよ うに小ピッ トが連続すること

はない。

第72図 1 は溝 6 から出土した1~.~寧元宝である。 1068年初鋳の北宋銭である。 計測値は第25表に示した。

その他の遺物と して少量の縄文土器片，弥生土器片が出土した。

溝 7 (第72図)

調査区南側の26W30グリッドに位置し，溝 1・溝 6と接する。ごく短い溝で，浅い。確認面での幅は約

2.2mで、ある。少量の縄文土器片が出土した。



マ考

久 2660mF_ 
F' 

A ¥ 叶 べ二プ

G G' 
23ωm.-

，，¥¥ 、.¥1詳己
十

可ミ二~一

四二くプ
。

(J 40) 1昨1 ¥¥¥ 23ωmRL 
H' 

寸25T63 に← 、¥ミ=エf
セ6T76

。 (1/40) 1m 

ー.可句、

i茸5

オ25T96

D'-(¥ 11-. D' 

i蒜8

。 8m (1 2ω) 
E' 

...--:: ::c--
J 
J 
F 

B

一
m
 

ハU7
 
q
u
 
2
 

B' 

2440mC_ c 

D 
23ωm. D' E

一
m
 

A
U
 
4
 
4
 

9
h
 

E' 

D 
。

(1'40) m
 

第74図 溝 5・溝 6 (2)・講 8・講11

- 117-

、、、、
‘、、、
、、
、、
、、

、
、
、

‘
 

、、
、

i糞11

H
 

H
 

。
(11250) 8m 



A 
25∞m.-

九四 久

→25Tω →26U∞ オ26U05

A' 

(I 250) 8m イ26じ37
。

25∞m号 B' 25∞mC c' 

。
(1 40) 1m 

第75図溝6(3) 

溝8 (第74図)

調査区南側の26Tグリッド北側に位置する，東西方向に走る溝である。26T05付近で溝5に合流する。

確認面で、の幅は約40cm，深さ約30cmで、ある。遺物は出土しなかった。

溝 9 (第76図，図版23)

調査区南側の26U'27Uグリ ッドに位置し，北西一南東方向に走る溝である。確認面で、の幅は約90cm，

深さは約30cmで、ある。少量の弥生土器片が出土した。また，鉄i宰が1点覆土中から出土し，写真図版に示

した(図版23右下 1)。

溝10(第76図，図版13)

調査区南側の26U. 27Uグリッドに位置し，北東一南西}j向に走る溝である。確認面で、の幅は約50cm，

深さは約20cm~30cmで、ある 。 遺物は出土しなかっ た。

溝口 (第74図)

調査区南側の26U. 27Uグリッドに位置し，南北方向に走る溝である。溝 5の南側に平行して走る。確

認面で、の幅は約70cm，深さは約15cmで、ある。遺物は出土しなかった。

。。
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第76図構9・溝10

第24表構状遺構一覧表

挿 図 新名称 調査時遺構名 (北→南) 位 置 方 向 備 考

(6)002・(3)SD012・ 21 U . 22U . 23U . 23W . 
第71・72図 I蒋1 (4)SD001・(l)SD003・ 北ー南 野鳥堀か

(3)SD002 
24W . 25W . 26W 

第73図 i幹2 (3)SD006 23S・24S'24T 東西 ・北西南東

i奪3 (3)SD004 23T . 24T 北一南

I蒜4 (3)SD005 24S . 24T 東一西

第74図 1詐5
(3)SD007・(3)SD008・

25T . 26T . 27T 北一南
(3)SD010・(2)SD007

第72・74・75図 i蒋6
(3)SD003・(l)SD002・

25T . 25U . 26C . 26W 北西一南東
(3)SD003 

第72図 i誇7 (3)SD001 26W 北西一南東 短い

第74図 i誹8 (3)SD009 25T . 26T 東一酉

第76図 i梓9 (2)SD004 26U . 27U 北西南東

i$年10 (2)SD005 26U . 27U 北東一南西

第74図 j持11 (2)SD006 26U . 27U 北南



第2節 グリッド出土遺物

l 土師器・陶器(第77図，図版23)

lは27U50グリッド出土の土師器杯である。底面付近のみ残存している。残存高1.7cm，底径6.4cmで、ある。

褐色を呈し，胎土中に赤褐色粒子・砂粒を含む。底面の調整は回転糸切り後，周縁ヘラケズリである。

2は平成11年度調査区内で出土した，瀬戸産開器の花瓶で、ある。残存高12.6cm，最大径8.1cmで、ある。古

瀬戸中期様式E期 (14世紀前半)の花瓶1b類に相当しよう。口縁部と底部を欠損するが，頭部から胴部

については全周する。頚部に一対の環耳を有する。全面灰紬で，淡緑色を呈する。

2 銭貨 (第78図，第25表，図版24)

第78図は平成11年度調査区内で出土した銭貨である。検出状況の詳細な記録を欠くが，第78図右下の写

真で確認できるように， 立木の根に近い部分のいわゆる「木の股」に納められていたものである。銭貨の

ほかに，第78図47の瀬戸産磁器と，鉄片のような金属が一緒に納められていたことが写真から確認できる。

すべてが一括して納められたのか，順次納められたものか定かではないが，銭貨の組み合わせから，最終

的な埋納時期は19世紀末頃と考え得る。こう した出土事例のについての解釈は難しいが，民俗事例として

も重要と考える。

出土した銭貨は合計で46点で，注記や写真との照らし合わせなどから，すべてまとまって出土したこと

が確認できた。銭種の詳細と計測値は第25表に示した。銭貨の組み合わせは渡来銭として乾隆通宝1点，

寛永通宝は古寛永が2点，新寛永12点，波銭が20点，文久永宝が8点，明治時代初頭の半銭銅貨が3点で

ある。

~士一グ

i 2 
(3)表採∞l

。
(1 3) 10cm 

第77図 グリッド出土遺物
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挿図

第72図

第78図

第25表 銭貨計測表

番号
外縁 外縁 内郭 内郭 外縁 文字面

造物番号 銭種名 分類 外径 内径 外径 内径 厚 厚
(mm) (mm) (mm) (mm) (mm) (皿皿)

1 (3)SD003-3 !~，~寧元宝 北宋銭 23.61 19.39 8.00 5.66 1.27 0.90 

I (3)表採27 乾隆通宝 i青銭 24.l7 5.44 1.25 0.97 

2 (3)表採31 寛永通宝 古寛永 23.45 20.l4 7.74 5.91 0.87 0.42 

3 (3)表採35 寛永通宝 古寛永 24.02 18.l1 7.04 5.78 1.12 0.69 

4 (3)表採21 寛永通宝 新寛永 24.87 20.23 7.85 6.54 1.31 0.80 

5 (3)表採22 寛永通宝 新寛永 24.30 19.69 7.44 5.85 1.24 0.80 
6 (3)表採23 寛永通宝 新寛永 22.31 18.98 8.21 6.55 1.02 0.76 

7 (3)表採24 寛永通宝 新寛永 22.93 19.10 7.71 6.23 0.87 0.56 
8 (3)表採25 寛永通宝 新寛永 24.13 20.28 8.77 6.68 0.84 0.61 

9 (3)表採26 寛永通宝 新寛永 23.86 19.78 7.63 6.24 1.13 0.76 

10 (3)表採28 寛永通宝 新寛永 22.37 19.86 8.07 6.56 0.76 0.53 

11 (3)表採29 寛永通宝 新寛永 23.39 19.80 8.20 6.20 1.03 0.56 

12 (3)表採30 寛永通宝 新寛永 22.69 18.55 7.97 6.47 1.15 0.83 

13 (3)表採32 寛永通宝 新寛永 22.94 18.76 8.15 6.48 1.34 1.13 

14 (3)表採34 寛永通宝 新寛永 23.45 18.96 7.71 6.l0 0.97 0.66 
15 (3)表採33 寛永通宝 新寛永 22.89 18.83 8.43 6.95 1.01 0.71 

16 (3)表採I 寛永通宝 波銭 28.l4 20.89 8.74 6.59 1.06 0.76 

17 (3)表採2 寛永通宝 波銭 28.34 21.18 8.34 6.25 1.27 0.94 

18 (3)表採3 寛永通宝 波銭 28.l7 20.52 9.l3 6.88 1.00 0.62 

19 (3)表採4 寛永通宝 j皮銭 27.97 21.05 8.91 6.26 1.06 0.67 

20 (3)表採5 寛永通宝 波銭 28.l3 21.00 8.57 6.31 1.22 0.88 

21 (3)表採6 寛永通宝 波銭 28.l5 21.34 8.48 6.l9 1.30 0.92 

22 (3)表採7 寛永通宝 波銭 28.l8 21.30 8.71 6.l9 1.15 0.79 

23 (3)表採8 寛永通宝 波銭 28.08 20.76 8.69 6.62 1.02 0.76 

24 (3)表採9 寛永通宝 波銭 28.00 21.37 8.52 6.70 1.04 0.75 

25 (3)表採10 寛永通宝 波銭 28.20 21.32 8.77 6.45 1.18 0.75 

26 (3)表採11 寛永通宝 i皮銭 28.07 21.12 8.62 6.42 1.25 0.92 

27 (3)表採12 寛永;m宝 波銭 28.30 21.73 8.56 6.48 1.19 0.83 

28 (3)表採13 寛永通宝 i皮銭 28.l2 21.46 8.76 6.02 1.21 0.90 

29 (3)表採14 寛永通宝 j皮銭 27.40 20.39 8.7l 6.31 1.28 0.95 

30 (3)表採15 寛永通宝 波室長 28.05 21.30 8.62 6.31 1.27 0.92 

31 (3)表採16 寛永通宝 波銭 28.l3 21.48 8.59 6.l9 1.23 0.84 

32 (3)表採17 寛永通宝 波銭 28.l6 20.42 8.79 6.61 1.15 0.73 

33 (3)表採18 寛永通宝 波銭 28.l5 20.84 8.33 6.56 1.14 0.83 

34 (3)表採19 寛永通宝 j皮銭 28.l0 21.46 8.39 6.72 1.12 0.77 

35 (3)表採20 寛永通宝 t皮銭 28.l4 21.44 8.37 6.46 1.36 0.91 

36 (3)表採36 文久永宝 26.41 19.40 8.15 5.86 1.12 0.82 

37 (3)表採42 文久永宝 27.05 20.l2 8.30 6.12 1.06 0.62 

38 (3)表採38 文久永宝 26.64 21.50 8.94 6.36 1.26 0.90 

39 (3)表採39 文久永宝 27.l0 21.36 8.86 6.64 1.26 0.80 

40 (3)表採40 文久永宝 26.62 21.70 8.94 6.32 1.24 0.88 

41 (3)表採41 文久永宝 26.74 21.75 9.09 6.66 1.06 0.57 

42 (3)表採37 文久永宝 26.71 21.61 9.l2 7.05 1.06 0.62 

43 (3)表採43 文久永宝 26.88 21.06 8.57 6.98 1.20 0.83 

44 (3)表採44 半銭銅貨 22.29 20.00 1.29 1.05 

45 (3)表採45 半銭銅貨 22.02 19.90 1.37 1.03 

46 (3)表採46 半銭銅貨 22.28 19.93 1.33 1.05 

ホ銭貨の各部isIJ煮については下のとおりである。

Ga+ Gb 
外縁外径G=一一 2一一.外縁内径N=

内郭内径 n=旦ヂ

Na+Nb 叉 ga+gb
-一一一一，内駒41£E- -F一一

A+8+C+0 ~___ a+b+c+d 
外縁厚T= - 4 文字商摩 t= 

4 
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重量
備考(g) 

2.26 
1詐6覆土中出土， 1068年初鋳，
内郭外径・内径 1点計iJ[1J

2.71 1736年初鋳，文字面厚 3点計isIJ
2.l8 

2.89 

3.82 

3.35 

2.40 

2.02 

2.23 内郭外径 1点計i則
2.88 

1.78 

2.36 

2.68 内郭外径 1点計is.1J

3.31 

2.21 

2.41 

4.06 

4.73 

3.96 

4.09 

4.82 

5.l2 

4.72 

4.l6 

3.93 

4.64 

5.02 

4.44 

5.01 

5.24 

4.98 

4.77 

4.73 

4.97 

4.32 

5.07 

4.10 

3.66 

4.37 

3.56 

4.26 文字面厚 3点計測

3.44 文字面厚 3点計測

3.21 

3.95 

3.46 明治9年発行

3.51 明治 9年発行

3.51 明治14年発行



1の乾隆通宝は， 1736年初鋳の清銭である。近世において，地方でもこうした中国銭が流通していたこ

とを如実に物語る資料である。出土数が最も多いのは，寛永通宝の波銭である。波銭はすべて11波のもの

である。これに新寛永，文久永宝が続く 。古寛永は少ない。また，半銭銅貨が3点含まれ，最も新しいも

のは明治14年発行のものである。木の根元に納められたのが，最終的には，これ以降の時期であること示

す資料である。

47は，銭貨と一緒に出土した，瀬戸産の磁器端反椀である。口径11.4cm，底径3.6cm，高さ6.0cmで、ある。

概ね19世紀前葉~中葉のものであろう。銭貨の組み合わせで推定される埋納時期と，概ね矛盾しないと考

え得る。

3 鉄i宰 (第26表，図版23)

調査区内で，鉄津が少数出土した。写真図版でのみ示した。個々の計測値を第26表に示した。

第26表鉄浮計測表

図

図版23

I主目己

(2)S0004一1

(2)3トレンチー2

22W -36 

最大長(cm)

5.56 

4.91 

3.34 

最大幅(cm)

4.11 

3.99 

2.38 

最大厚(cm)

2.24 

2.26 

2.33 
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第27表縄文時代以降石器属性表

図 No. 遺構 昔if 種 i主記
最大長 最大幅 最大厚 重量

石材 逃存度 備 考
(cm) (cm) (cm) (g) 

第52図 I グリ y ド 石鍛 21T05-1 2.39 2.04 0.53 1.77 黒曜石 基部一部欠

2 グリッド 石鍛 21T45-1 2.56 1.58 0.47 1.2 里日程石 完形

第53図 l 第 1号住居跡 砥石 (l) 51001 -33 7.27 3.22 0.81 24.7 砂岩 4/5 

題55図 9 第 2号住居跡 磁石 (7)2住 9 5.92 3.42 1.61 47.94 砂岩 完形

第57図 2 第 3号住居跡 石鍛 (3) 51001 -28 1.71 1.32 0.32 0.64 チャート 完形

3 第 3号住居跡 大型砥石状石製品 (3) 51001 -39 35.60 19.30 4.50 3870.00 砂岩 第63図10と接合

第59図 2 第4号住居跡、 低石 (2) 51004 -26 5.28 3.67 1.14 34.20 砂岩 完形

第61図 11 第 5号住居跡 砥石 (3) 51002 -11 10.74 4.12 2.42 133.50 砂岩 完形

第63図 9 第 6号住居跡 両面調整石器 (6) 003 -13 3.84 5.24 1.18 27.40 珪質頁岩 完形 (3)5X001と関連

10 第 6号住居跡 砥石 (6)003 -1 9.44 3.69 1.65 65.73 砂岩 第57図3と接合

11 第 6号住居跡 砥石 (6)003 -22 12.95 7.85 1.61 258.94 砂岩

第70図 (2)5K010 円傑製加工具 (2)5K010 -1 8.74 7.69 5.03 474.10 砂岩 112 
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第5章まとめ

第1節旧石器時代

文化層の概要については，第2表の文化層別石器群概要一覧表のとおりである。文化層は第 I文化層~

第W文化層の 4文化層に分離できた。このなかで，第I文化層と第E文化層が，質・量ともに充実してい

る。文化層別の主要石器は，第79・80図のとおりである。各文化層の石器群の特徴をまとめながら，石器

群の位置づけを行うことにする。

( 1 )第I文化層(第79図1~13) 

医c層下部に生活面を持つと推定される。 1ブロ ックのみの出土で，局部磨製石斧の再生剥離と分割が

集中的に行われている 。 局部磨製石斧が 2 個体(l ~7 ， 8+9)出土している。再生加工を行った後に，

小型の剥片を分割に近い剥離を行っている。 1~ 7の接合資料1は， 7点が接合した状態で，ほほ完形に

近い状態まで復元できる資料であり，おそらく，局部磨製石斧の刃部の一部が残る剥片を目的的に剥離し

たと思われる。また，剥片剥離技術は， 10・11のような小型の員殻状の剥片を剥離する技術が主体を占め， 12・

13のような不定形な形状をした石器が作出されている。台形様石器と認定できる製品は出土していない。

この石器群と類似するものとしては，松崎E遺跡、第 1文化層，成田市南三里塚宮原第 l遺跡第 1環状ブロ

ック群 ・第3環状ブロ ック群，成田市東峰御幸畑西遺跡第 l文化層があげられる。このうち南三里塚宮原

第1遺跡第3環状ブロック群からは局部磨製石斧が20個体出土しており，製作・刃部再生・分割過程が復

元できる。特に，分割過程の復元できる接合資料は，本文化層と類似点がみられる。 1ブロ ックのみの出

土であることから，位置づけは困難で、あるが，出土層位から印措編年(酒井・宇井2004)の印脂血a期に

位置づけておくが， III b期的な特徴もみられる。

( 2 )第 E 文化層(第79図 14~20)

医 c層上部に生活面を持つと推定される 。 台形様石器の割合が非常に高いことが特徴である 。 14~20の

台形様石器は，幅広の剥片を素材として，折断剥離により成形した後に，調整加工が施され，台形・菱形・

援形の形状を呈する。19+ 20はその製作過程が復元できる良好な資料である。平面分布は， 1ブロックの

みの単独出土であり，環状ブロック群は呈していない。類似する石器群としては，成田市天神峰奥之台遺

跡第 1文化層，富里市獅子穴E遺跡，四街道市池花南遺跡第 1文化層，酒々井町墨古沢南I遺跡第I文化

層があげられる。印播編年の印描IIIb期に位置づけられる。

( 3 )第E文化層(第80図29~47)

vn層 ~VI層に生活面を持つと推定される石器群を第E文化層としてまとめた。 第 3~7 ブロックの 5 ブ

ロックとブロック外出土の 3点が相当する。ブロック間接合はみられないことから，同時期に形成された

石器群ではないものと思われるが，同一段階の石器群と捉えられる。

第 3~6 ブロックとブロック外の石器群は，硬質頁岩(チョコレート色)と黒曜石を主体に用いており，ナ

イフ形石器と彫器を製作している 。 ナイフ形石器 (29 ・ 34~37 ・ 39 ・ 40) の特徴は，すべて硬質頁岩(チ

ヨコレート色)が用いられており，石刃を素材としたもの (29・39・40・46) と幅広の剥片を素材とした

もの (34~37) がみられる 。 彫器 (30 ・ 33 ・ 41) は，硬質頁岩を用いて大型の石刃を素材として小口から
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樋状の剥離をするもの (30)と黒曜石を用いて剥片の先端部に数条の樋状剥離を施すもの (33・41)がみ

られる。これらは， I下総型石刃再生技法J(新田1995)による石器群の特徴であり，隣接した遺跡の松崎

I遺跡第 2・3文化層，松崎E遺跡第W文化層が最も類似する。印描編年の印膳町期2類に位置づけられ

る。

第 7 ブロックは，模形石器 (43~45) の割合が非常に高いことが特徴である。 石材構成も多様である。

この石器群の特徴は， I遠山技法J(田村1989)による石器群の特徴であり，印膳編年の印描W期 3類に位

置づけられる。

( 4 )第W文化層(第80図48~50)

E層に生活面を持つと推定される。ただし，明確な出土層位は不明で、ある。剥片剥離技術は， 50の縦長

剥片を連続的に剥離された石核や48の縦長剥片を素材としたナイフ形石器が出土していることから，主に

縦長剥片が剥離されたものと思われる。48のナイフ形石器は，素材の打面部を調整加工している。出土層

位と出土点数が少ないことから，明確な位置づけを行うことは困難であるが，印描編年の印膳w期に位置
づけられる。
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※編注

本節は，第2章第1節の平成15年度までの調査成果に基づいて書かれている。よって，平成16年度調査の成果に

ついては，反映されていない。整理作業の工程上の問題によるもので，著者に責はないことをお断り しておきたい。
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第2節縄文時代以降

1 松崎町遺跡検出の遺構と遺物

松崎町遺跡で検出した，縄文時代以降の遺構と遺物について簡単にまとめておきたい。

縄文時代の遺構は，陥穴状遺構 5基・土坑36基・ピット 10基である。陥穴状遺構は調査区の広い範囲で、

散漫に検出された。土坑 ・ピットは24W・25Wグリッドでまとまって検出された。遺物は少なく，細別時

期など不明な点が多い。グリッドで出土した縄文土器は，早期から後期にわたり，調査区全体で、散漫に出

土した。相対的には，中期後葉の加曽利E式と，後期前葉の堀之内 l式が多い。

弥生時代以降では，竪穴住居跡 6軒 (弥生時代後期)・竪穴状遺構 1基 (弥生時代後期)・土坑32基 ・溝

状遺構11基を検出した。弥生時代後期の，比較的短期的な集落を検出したと考えられる。遺構間接合資料

など興味深い資料も多く，これについては後述したい。竪穴住居跡は，住居間士の重複はなく遺存状態の

良い住居が多い。住居の形態は楕円形と方形の 2種がある。(3)SX001と呼称した竪穴状遺構からは，珪質

頁岩製の剥片が多数出土し，弥生時代後期の石器製作の一端を窺わせる。弥生時代に続く時期は，遺物が

ほとんど無く，平安時代の土師器杯が1点出土したのみである。

中・近世については，溝状遺構が概ね中・近世の所産と思われる。溝6の覆土中からは北宋銭が出土し，

中世まで遡りうる可能性を示している。グリ ッド出土遺物として，いわゆる古瀬戸の花瓶が出土しており，

中世における人の往来が裏付けられる。溝 1は，規模・形態などから近世の野馬堀である可能性が高い。

近世の遺物としては，銭貨 ・瀬戸産磁器が検出された。立木の根元の部分から一括して出土したものであ

る。一度に納められたか，継続的に納められたのかは定かではないが，銭貨のセットから見ると，最終的

な埋納時期は近代初頭に至るものであった。

2 弥生時代遺構の遺構間接合関係等について

弥生時代後期の遺構間接合資料及びこれに準ずるものについて触れておきたい。松崎N遺跡で検出した

弥生時代後期の遺構は，第 1号住居跡~第 6号住居跡の竪穴住居跡 6軒， (3) SX001とした竪穴状遺構 l基

の総計7基である。このうちの 5基に，接合関係があるか，同一母岩と考えられる剥片が出土しており，

概要を第81図に示した。

事例 1は遺構間接合資料で，第4号住居跡17とした口縁部を欠く 小型の棄である。12点接合した内の 7

点が第 4号住居跡の覆土下層から出土し， 5点の小破片が (3)SX001の覆土上層から出土した。

事例 2も遺構間接合資料で，第 3号住居跡3とした大型砥石状石製品と，第 6号住居跡10とした砥石が

接合した。大型砥石状石製品は，ほほ床面直上で出土し，砥石も床面付近で出土している。砥石は，大型

砥石状石製品を素材として用いたか，欠損した部分を再利用したと考えられる。

事例3は，同一母岩と考えられる剥片と，両面調整石器の事例である。(3)SX001では覆土上層から，珪

質頁岩製の不整形な剥片が39点出土した。灰白色~明緑灰色を呈する特徴的な石材で，すべて同一母岩と

判断した。同じ特徴を持つ剥片が，第 2号住居跡で 5点，第 3号住居跡で 2点，第 6号住居跡で 2点， 26 

Uグリッドで 2点出土した。第2号住居跡・第 3号住居跡の剥片は，覆土中一括遺物として取り上げられ

ており，細かい出土位置は不明である。第6号住居跡で出土したものは，床面付近と覆土上層で出土した。第

6号住居跡 9として固化した両面調整石器は，これらの剥片の残核である可能性がある。全体に緑灰色~

暗緑灰色の珪質頁岩製の石器であるが，外縁部付近に灰白色に近い部分が残る。良質な石材の部分を得る
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ために，外側の灰白色に近い部分を剥離したように思える。覆土中での出土である。

事例 1~ 3は，直接的に遺構の同時存在等を示すものではないが，弥生人の廃棄活動の一端を窺わせる。

弥生時代の一般的な廃棄活動に関して具体的な分析例を知らないが，松崎N遺跡、においては，弥生時代遺

物の大半は住居跡から出土しており，概ね住居廃絶後の埋没途上の窪地を利用して遺物を廃棄したか，住

居廃絶後に遺物が周囲から流入した可能性が高いように思われる。 事例 1~3 は概ね廃棄時の同時性を捉

え得る可能性がある資料であろう。ただ，事例 2は大型砥石状石製品の再利用を示す可能性があり，また

事例 3が剥片と残核の関係であれば，石器製作の工程として，遺物に細かい時間差が存在する可能性があ

る 。 ここでは詳細な分析をする余裕がないが，事例 1~3 に関わる出土状況から，遺構の細かい時間差を

推定できる可能性があると指摘しておきたい。改修の痕跡が認められない住居がある一方で，第3号 ・第

5号住居跡に改修の痕跡が認められることからも，検出された遺構全てが全くの同時併存という訳ではな

い可能性を暗示していよう。松崎町遺跡の弥生時代集落は，比較的短期的な集落ではあるものの，弥生時

代後期という時間幅の中で遺構の消長が存在するものと思う。集落の一時的な景観については，よ り詳細

な分析が必要と考える。

。

A *~J3 ~窃思電塾

(11:由児)

唾霊雪動 第6住9

第5号住居跡。

40m 

第81図 弥生時代後期遺構遺構間接合関係等模式図
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第 3 部

松崎 V 遺跡



第1章 松崎V遺跡の概要

松崎V遺跡は，平成14年度に発掘調査を実施した。調査面積は3.290ぱで，遺跡の北端部の台地斜面際の

東西に細長い範囲が，調査対象地となった。遺跡周辺の地形は第 1図を参照して頂きたい。調査担当者等

については第 1部で記したので， ここでは割愛する。

下層(旧石器時代)確認グリッドの配置と下層本調査範囲は，第82図に示した。上層 (縄文時代以降)

遺構確認トレンチの配置と， 上層本調査範囲は，第83図に示した。

下層の旧石器時代については， 1か所の遺物集中地点を検出した。検出した地点が斜面部にかかるため，

層序があまり明瞭には認識できなかったものの，石器群の様相などから， X層上部から医層下部にかけて

生活面を持つ文化層と考えられる。

上層遺構については，縄文時代の遺構として，炉穴12基，陥穴状遺構 1基を検出した。炉穴は調査区西

側でまとまって検出した。古墳時代以降の遺構としては，古墳時代前期の竪穴住居跡 1軒，奈良 ・平安時

代の竪穴住居跡 2軒， 土坑 2基，溝状遺構 1基を検出した。古墳時代以降の遺構は調査区全体で散漫に検

出した。検出した遺構については，第28表に一覧表を示し，第84図に遺構配置図を示した。

k L 

G仁
"'.:モ~""土=.j;~""三"

231__.:"----;，--'C----" 

N P 
x = -24.8∞ 

S 

。
(J 2.000) 100m 

2E 調査対象範囲

下層確認グリ ッドロ

第82図 下層確認グリッド・下層本調査区配置図
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縄文時代については，調査区西側の炉穴を検出した地点と重なる位置で，縄文時代早期後葉を主体とす

る遺物包含層を検出した。これに関連して， 24K' 25K . 24L . 25Lグリッドについては， 4mx4mの小

グリッドを 4分割して遺物を取り上げた。4分割した北西の区画を(1 )区，北東を (2 )区，南西を

( 3 )区，南東を(4 )区とした。上記のグリッドで出土した遺物の，グリッドの注記の後ろにある括弧

内の数字は，この 4分割の区画を意味する。

遺構の名称は，調査時に遺構種別を示す略号であるSIやSKを頭に付けた， 001からの番号を付した。遺

構名称については，基本的に，調査時に付されたものを踏襲し，整理時に遺構名称の変更などはおこなわ

なかった。報告に際しては，概ね古い時期の遺構から順に記載したため，遺構の番号が前後する場合があ

る。

第28表松崎V遺跡遺構一覧表

遺構名 干重 類 If寺 期 グリッド 明白 考

SI001 竪穴住居跡 奈良平安時代 24L93・94 SK013と重複

SI002 竪穴住居跡 奈良 ・平安時代 25P82 SD001と重複

SI003 竪穴住居跡 古墳時代前期 26Q45・46・55・56

SK001 炉穴 縄文時代早期 24K66 

SK003 炉穴 縄文時代早期 24K74 焼土2ヶ所

SK004 炉穴 縄文時代早期 24K85 

SK005 炉穴 縄文時代早期 24K86 焼土2ヶ所

SK006 炉穴 純文時代早期 24K76・86

SK007 炉穴 縄文時代早期 24K86 

SK008 炉穴 縄文時代半期 24K96 焼土2ヶ所

SK009 炉穴 縄文時代早期 24K96 

SK011 炉穴 縄文時代早期 24K89 

SK012 炉穴 縄文時代早期 24L90 

SK013 炉穴 縄文時代早期 24L95 SIOOlと重複

SK015 炉穴 縄文時代早期 24K95 

SK002 陥穴状遺構 縄文時代早期 24K64 

SKOlO 土坑 古墳時代以降 24K89・24L80

SK014 土坑 古墳時代以降 25N34・44

SD001 I葬状遺構 中 ・近世 25P81・82・91 SI002と重複



第2章 旧石器時代

第 1節概要(第82・86図，図版25)

旧石器時代の松崎遺跡群については，既報告分1)でも知られているとおり数十か所にわたる検出地点が確

認されており，それぞれ着実な成果を上げてきたところである。本報告で、扱った松崎V遺跡の調査でも 1

か所ではあるが，中規模程度の旧石器検出地点が確認された(第82図)。松崎V遺跡、と呼称した地点は，印

描沼に注ぐ新川の支谷に面しており，大きく扇状に西に向かつて張り出す台地上に形成されていた。そこ

での調査は台地の北側斜面部に近い部分のみを実施したわけであるが，調査区東よりの一部斜面にかかる

場所から合計87点の石器群が発見された。

調査は，まず試掘から始めたが，調査区域そのものが曲線状に設定を余儀なくされたため，台地部の縁

にあたる平坦面に沿って任意に試掘区設定して調査を開始した。その結果26R93グリッドから数点の旧石

器群が検出され，調査可能地区に限って拡張区を設定し石器の分布範囲の把握に努めた。ただ調査は限ら

れた区域内であり，遺物の取り上げ方法については小範囲と推定されたためグリッドを越えても継続する

ようなかたちで遺物番号を付していった。結果的にみると，集中部は26R73・83グリッドとなり約10mx 

13mの範囲で、楕円形を呈したような分布状況となった。石器の分布は第86図に示したとおりであるが，調

査区域外にあたる南側部分では，その出土状況からまだ若干の石器群が包蔵されているものと考えられた。

第2節層序(第85図)

松崎遺跡群にみられる一般的な層序は，既報告分(第85図)で触れているとおり下総台地でみられる層

序と大差はない。大きくは，表土下にソフトローム(第

E層)，ハードローム(第百~VI層)，第 2暗色帯(第医

層)といったような堆積順序を示す。

だが本遺跡の場合，斜面部という立地条件の中にあっ

て一般的な堆積と明確に異なる層順を示していた。石器

検出層の標高もまた低く， 22m前後に集中して検出され

た。これらの石器群を分布図に示すと，斜面部での出土

ということもあり投影図の一部では白色粘土層に含まれ

るようになるが，すべてB層と呼称した褐色士で，白色

粘土層に包含されることはなかった。しかも検出層下の

堆積土は，下末吉ロームと考えられたため石器群の出土

層位については明確に断定することができなかった。こ

のため本報告に限り，層序についても調査時の所見に沿

ったかたちで記載することと した。なお，堆積土につい

てはA-A'，B-B'の2か所を記録したが，遺物の投

影には傾斜の少ないA-A'を採用した。
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第I層

第IIb層

第IIc層

第皿層

A層

B層

C層

.，q 、、、

表土

黄褐色土 既刊の報告でみられる堆積土であり，新期テフラを含む。

暗褐色土 b層ともに縄文期の包含層となる。

褐色土 いわゆる風化したソフ トロームと表現できる層である。しかし， 一般的にみら

れる第N層以下の堆積が認められないため，甚だしく流動している堆積土と推

測される。

褐色土 本層は大きなロームブロックの混入が認められるため，通常堆積の第百層から

第VI層にあたるものと考えられた。

褐色土 本層が石器包含層となっており，従来堆積していた立川ローム層下部，武蔵野

ローム層上部が二次堆積したものと推測した。

白色粘土層 本層は，色彩 ・土質の上から下末吉ローム層と判断した。本層以下は確認して
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第 3 節出土石器 (第86~91図，第29表，図版28~31 )

本遺跡において検出された石器群は 1か所のみであったが， 26R73・83において集中的に出土し，それ

を囲むように周辺グリッドからも検出された。その結果，石器群の分布は東北方向へ傾くような楕円形を

呈した分布状況となったが，台地斜面という 自然条件の中でもよく遺存していたというべきであろう。

出土層位については，記録はしたものの斜面部という条件もあり，層序が集約されていたため一般的な

層序区分の中での把握はなし得なかった。このため包含層としては，図示したよう な層序と考えられるた

め，概ね第 2暗色帯から立川ローム層最下部にあたると判断することができた。

出土した石器群の総数は87点におよび，器種としては打製石斧・ナイフ形石器・台形石器・削器・ 彫器

等が存在した。出土点数からみると器種も豊富で、整った石器組成と見倣すことができょう。また石材につ

いても，チャートを主体に嶺岡頁岩の二種で構成されているといってもよいほど他の石材が採用されてい

ないところが大きな特徴となろう。また石器製作という点からみると，概して簡単な作りとなっている。

打製石斧(1 ) 唯一出土した石斧で，川原石を素材としたものであろう。他に同一石材は認められておら

ず，完成品を搬入したものと思われる。上部が約112から2/3程度欠損しており，遺存部からみると背面を

高くするタイプ(円盤型)となろう。一部に自然面が認められるため，素材の厚みは3cm程度と考えられ

た。周囲は大きな剥離によって整形されており，刃部では使用によるためか小剥離がみられる。裏面は研

磨しているような滑らかさを保ち，周辺は反るように湾曲しており原石の形状をうまく利用して製作した

ものである。石材には砂岩を利用しており，この時期の石斧にはしばしば使用される石材である。

ナイフ形石器 (2~ 5) 計4点が出土した。2は横長の剥片を素材と し， 一端を折断・整形し基部として

いる。背面の加工は粗雑で，左右からの剥離で簡単に整形しただけで，先端までには及んでいない。右側

面での加工は比較的丁寧で、あるが， 裏面での加工は認められない。3も横に長い剥片を素材としており，

先端部の左側面を数回の小さな剥離により仕上げている。他の部分での整形は認められず，簡単な作りと

なっている。表面右中央部の琴曲は調査時のものである。4は形状を整えた作りで，先端部は僅かな剥離

により鋭利な先端を作出している。また裏面での整形剥離が施された唯一のナイフ形石器となる。5は節

理面のため小型化した剥片を用いたもので，先端部のみ背面加工を丁寧に施している。石質は半透明に近

く良好といえよう。石材はいずれもチャートである。

台形石器 (6 ) 横長剥片を採用し，打点部の整形とともに左下半部と右中央の一部を調整し台形石器とし

ている。先端の刃部では使用によるものか，微細な刃こぼれが観察できる。石材はチャートである。

削器 (7・8・54) 7は縦長剥片の左側縁全面に小さな二次剥離が認められるため削器と した。下端は整

形のため折断している。表面右は自然面のような節理が認められ，この側縁にも使用痕ら しき僅かな欠損

が認められる。8は小型品であるが，下端部左右の琴曲した部分を顕著に使用している。このため扶り入

りのスクレイパーとして削器に含めた。裏面での整形も認められ，周囲に数回の剥離痕を残す。石材はチ

ャー トである。54も同様な作りで，右側縁に半円状の湾曲を作出している。棒状の素材の表面を円形に整

えるための石器と考えたい。形状から推察するに残核とは考えられず，意識的に作り出したものであろう。

石材には嶺岡頁岩を利用している。

彫器 (9 ) 断面三角の分厚い剥片を素材としたもので，右側面は琴曲するように整形されている。裏面で

は左上にきれいな横からの剥離が認められることから彫器とした。さらにその側縁では使用を目的とした

ものか微細な調整が観察できる。石材はチャートであるが，気泡を含有する不純物層が多重にもみられる。
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使用剥片 (10~34 ・ 47 ・ 51 ・ 52 ， 53・59) ここでは若干の二次剥離を有するものや微細な調整が加えられ

たもの，使用痕の認められるものを一括して掲載した。このため合計で30点と多量になったが，何らかの

形で石器として使用されていたものと考えられる。10・11はともに縦長剥片を素材としており，定形石器

に十分加工できる形状を有している。10は左下端に小さな二次剥離が， 11は左側縁中央に使用痕が認めら

れる。12も大型剥片で右上の琴曲部に微細な調整痕が施されている。13は表面右下部に僅かな二次剥離を

認めることができる。鋭利な突起部を作出しており，錐としての機能をもたせたものであろう。14は黒褐

色を呈した薄いチャートの剥片を素材としており，右下端に顕著な調整痕がみられる。おそらく削器のよ

うな使われ方をしたものであろう。15は使用に際し剥離後に左部分を上部から加撃し整形している。右

下半を刃部として使用したものであろうか刃こぼれによる使用痕が観察できる。16も素材としては十分な

形状を有している。左側縁中央に若干の刃こぼれ痕が観察できる。石質は節理面等が多くみられ良質とは

いえない。17は剥離時の打点を左上に置き，横長に近い剥片を素材としている。右側縁に作出された鋭い

エッジを刃部として使用しており，刃こぼれ痕が顕著に認められる。18は，表面には節理面が観察される

ものの，石材としては概して良質で、ある。右側縁に小さな二次剥離が施されており，石器として使用され

ていたことは確実で、あろう。19も良質なチャートを用いており， 右側面に僅かな二次剥離が認められる。

20は表面中央に節理痕がはしる。左側縁に刃こぼれを観察できる。21は裏面に明確な剥離を残す。下端は

折断によるものである。おそらく削器のように使用されたものであろう。22は縦長の剥片を素材とし，下

端部に刃こぼれ痕がみられる。23は半透明に近い淡青灰色で器面には不純物が認められる。右側縁には整

形を兼ねた剥離が施されており，これも削器のような使われ方をしたものであろう。24は断面三角のよう

な背面を形作っており，先端部は欠損する。左側縁には若干の剥離痕がみられる。下部は自然面で， 厚さ

約 5mmの淡褐色を呈した風化が認められる。25は右上部に微細な剥離痕が認められる。下端は鋭く尖って

おり，錐のような使用は十分考えられるが加工の痕跡は認められない。26は下端左に刃こぼれと，二次剥

離が認められる。27・28は僅かながら二次剥離痕を残す。29は石刃状の剥片で，左側縁下部に顕著な使用

痕を残す。30は下端左に数回の剥離を施している。31も下端右に調整剥離が認められ使用の痕跡が窺われ

る。32は右下部に小さな二次剥離が施され，左側縁に使用痕が認められる。角度を変えて，左側縁の使用

痕を先端部としてみれば台形石器と見倣すこともできょう。33は若干の刃こぼれ， 34は上部左右に二次剥

離が施されており，形はどうあれ石器として使用された可能性が強い。51・52は接合剥片のうち使用され

たと思われる剥片である。51は大型剥片で左右の側縁を使用しているようであるが，左側縁では顕著な刃

こぼれ痕が観察できた。52は折断剥片の上部にあたる。右下端の欠損は整形によるものであろう。これも

左側縁に顕著な刃こぼれが生じていた。以上， 37点の使用石材はすべてチャートである。

チャート以外の石材を用いた使用剥片は 2点みられた。53の表面はほぼ自然面となっており，この部分

から推定すると母岩はかなりの大きさであったものと思われる。左上部に若干の二次剥離が施されており，

掻器のような使用法が想定される 。 また下端の背面には整形のための剥離が数回施されている ~ 59は裏面

右上に 3~4 回の小剥離が認められる 。 接合剥片の一部であり，石器製作を目的としたものであることは

間違いあるまい。いずれも嶺岡頁岩を採用している。

剥片 (35~40 ・ 45 ・ 48 ・ 50 ・ 52 ・ 55.56 ・ 60) 接合剥片を含めて13点を図示した。35は，石器素材として

は十分な形状を有するが，上半部では不純物の含有が多いため素材としては不適だ、ったのかもしれない。

36も縦長の剥片ではあるが，不純物の層が縦横に入り込んでいる。37も形状の整った剥片であり，縦方向
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の剥離面が数条観察できる。しかし裏面では不純物の付着した節理に覆われており石器の製作には適さな

かったものであろう。38は赤褐色を呈しており，チョコレート色に近し、。石材はチャートである。39にも

取りたてて加工は認められないが， 35・37・39は淡い青灰色の色調を示す。一方， 36・40は黒みの強いチ

ャートである。

55・56・60の3点は嶺岡頁岩製の剥片であり，接合した資料と石器の素材に加工できるような剥片につ

いて図示した。55は使用可能な剥片となろうが，調整等の加工は認められない。56も分厚い剥片で素材と

しては十分となろう。下半部は折断されており，石器として使用されている可能性が強い。60は接合資料

であり，剥片というよりも砕片に近い形状を示す。

石核 (41~44 ・ 58) ここでは石核・残核と考えられるものが5点検出されている。41は35凹ほどの厚みを

もっ石塊を母岩とし， 二つの面から剥片を剥離している。そのうちの一面では上下方向から加撃されてい

る。打面は平坦となっている節理面を利用しており，特に打面調整は加えられていない。だが残された残

核には節理面・不純物が多く含有されているところから良質な部分だけ剥取して放棄されたものと考えら

れた。42は表裏両面から剥片が剥離されている。母岩の厚みは25rnrn程度を計測できる。打面は，ここでも

平坦な節理面を利用しているが， 2 ~ 3回の打面調整剥離が施されている。石質という点では，若干不純

物層を含むものの41よりも良質といえる。43は多面からの剥離が認められるため，母岩はかなり大きかっ

たものと考えられた。打面は大きな剥片を剥取した後の平坦面を利用し，順次回転させていくように設定

されたものと思われ，本資料からは少なくとも 4面から剥片剥取が認められる。また図示した表面では打

点部に，さらに小さな剥離を施し奇曲部を作出しているため，この部分は石器とし削器のような形で使用

されていたものと想定される。44の打面には不純物の薄い層がみられ，良質部を選択しつつ剥片を剥離し

ている。その形状から残核となろう。周囲での剥離状況から母岩はかなり大きく拳大ほどはあったものと

想定された。良質部の色調は淡青灰色で， iJ農青灰色の筋がはしる。この色調の剥片は接合資料以外にも数

点で認められた。さらに接合剥片から観察すると，打面調整は認められず，打面再生を繰り返しながら剥

片を剥取していることが理解できる。その点からみると高度な石刃技法とはいえないが，打面再生と連続

剥離という点では石刃技法に近い剥離技術は習得していたものと考えられる。概ね円錐形となって廃棄さ

れた残核と接合剥片よりその技術を窺い知ることができる。このことは接合剥片 (51. 52)の形状からも

剥離作業の内容を知ることができる。以上の 4点はチャートである。58は一応残核となろうが節理面が多

く，良好な石核とはなっていない。石材は嶺岡頁岩である。

接合資料 (44・46・49・57) 残核44と接合した剥片は23・45であり，調査区南端で検出されている。色調

の類似する剥片には13・35・37・39などがあり，接合関係は認められなかったものの同一母岩から剥離さ

れた可能性が高いと思われた。46・49は剥片の接合であり，図示したように接合関係は南端を中心に確認

された。グリッドでいえば，おそらく 26R93・94あたりで石器製作の作業が行われていたものと推定でき

る。49は4点の接合が確認された例であり，縦長の剥片を折断した52の上半部は石器として使用されていた。

折断部では若干加工されているところから意識的に折断されたことが理解できる。接合結果から母岩とな

る原石は，剥片の形状あるいは僅かな自然面の状況からかなり大きなもので拳大以上の原石が想定される。

以上はチャートである。57は26R82グリ ッドで検出されたもので，ここでの出土数11点はすべて嶺岡頁岩

によって構成されており，明らかに石材別に石器製作が行われていたようである。ただ，層序の混乱から

同時期に製作活動があったかどうか断定できないが，時期的にはそれほどかけ離れたものとは考えにくい。
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第4節石器群の位置と石材

これまで松崎V遺跡と命名した地区から出土した石器群について，その概要を述べてきた。出土層序で

は，台地斜面部ということもあり若干の問題を残すことになったが，出土石器群にはみるべきものがあっ

た。前述したように，打製石斧をはじめナイフ形石器・台形石器・削器 ・彫器の他に多数の石器として使

用されたと考えられる剥片を検出できた。このため，本稿では石器群や剥片，使用石材などについて若干

の所見を述べておきたい。

石器 本遺跡での定形石器の出土は出土総数からみると，その量及び器種ともに豊富なものといえよう。

4点出土したナイフ形石器を除けば，少ないながらも一応の器種は揃えていた。ただ，これらの石器群の

製作という点からみると，稚拙さは否定できない。とりわけナイフ形石器についていえば，先端部の背面

加工は数回の粗雑な剥離で整形し，基部の加工はほとんど認められない。 1点のみ整形のため若干の剥離

を施しているだけである。他の器種についても，製作面からみてそれほどの差は認められない。このよう

に本遺跡で出土した石器群については，後出するような精綾な加工を施す石器群とは質的に異なるような

製作技術であるという点を指摘できょう。

剥片 次に剥片について取り上げると，その一部を加工して石器として使用したと考えられるものが30点

と多数検出されている。これらの剥片類について，全点が石器として用いられたものとは断定しがたいが，

多くの剥片は何らかの形で道具として使用されたものと考えて間違いあるまい。この剥片多用の傾向は，

本遺跡群について既に刊行されている別地点の報告でも類例が無く，松崎V遺跡の特徴として捉えること

ができる。そこで出土地点を観察すると，接合剥片が検出された地点を中心に石器製作以外の活動をここ

に垣間見ることができょう。それらの作業内容については，特定することは難しいものの簡単な作りの石

器でも可能となるような作業ということになろう。おそらく剥片の一端を簡単に加工した程度の石器は，

スクレイパ一類として使われていたものと推測できる。

一方，剥片でも使用痕等が認められない剥片も36点出土しており，これらの剥片を観察すると，いわゆ

る砕片・屑片といった小剥片が意外と少ない。その重量でみると， 1 g以下の剥片は10点を数えるに過ぎ

ず，石器製作という観点からみると明らかに少ないことが理解できる。このような廃棄剥片の形状と少な

さは，おそらく石器製作の技術に起因するものと推定される。前述したように本遺跡出土の成品は極めて

簡単な加工により仕上げており ，このように安易な加工では廃棄される小剥片の出現数が少ないことは言

うまでもなかろう。この事実はまた石器製作の典型的な技術である 「石刃技法jの未発達な段階での産物

として理解したい。

石材 次に石材と出土地点についてみると，総出土数87点のうち打製石斧を除くとチャート75点，嶺岡頁

岩11点の構成となる。なかでもチャートは卓越した出土量を示し，本遺跡での使用石材という点で大きな

特色となっている。これらチャートの産出地は栃木県の足尾一帯が考えられるという九 このことは石材供

給という点で非常に興味深い事実を提供してくれたものといえる。これらのチャートは，分布図 (第86図)

で示したように26R93・94の地点から扇状に北側斜面に向かつて流れるように分布しているが，集中出土

地点としてより小さく捉えると 3か所に分離 (26R93・94，26R73・83，26R74・75)することも可能で、あ

り，小集団が一定期間石器製作に従事しつつ居住していたことは明白である。

しかし26R82グリ ッドにみられる石材は，県内産とされる 「嶺岡頁岩Jを母岩として使用しており，こ

のグルーフ。だ、けは小範囲で、単独母岩，定形石器が存在しないという決め手を欠く出土状況にあった。しか
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しチャートのグループと同一集団との断言はできないまでもその出土層位から時期的には近似したものと

推測できょう。この嶺岡頁岩とした石材は，最近認識された石材で県南に産する3)といわれており，本遺跡

周辺でも確認されてきている。印西市馬込遺跡叫では第E層のソフトローム層から第N~VI層のハー ドロ ー

ム層にかけて数点が出土し，本埜村瀧水寺裏遺跡引では第医層となる第2暗色帯から少なからず出土してい

る。この他，四街道市出口・鐘塚遺跡6)でも第 2暗色帯下部から出土した頁岩製石器群の一部に嶺岡頁岩が

採用されている。このような検出例をみると，本県産石材は主要石材とは成り得ないものの，かなり古い

段階から主要石材を補完すべく広範な地域で導入されてきた石材と位置付けられよう。

以上のように本遺跡ではチャートを主要石材とし，少数ではあるが嶺岡頁岩・砂岩を加えた単純な石材

構成となっていた。一般的には，石器集中地点として認識できる石器群では少なくとも 5~6 種の石材を

採用している。このような状況から推測すると， 遺跡を残した当時の集団が，他の石材を使用していなか

ったということではなく，石器製作時に用いた原石がチャー トであったものと理解したい。

石器群の位置 最後に，以上のような所見をもとに，松崎V遺跡の石器群の位置について触れておきたい。

房総北部域における旧石器時代の調査例は年々増加し，本遺跡の所在する印嬬郡内だけをみても330遺跡
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の調査報告引が知られている。このうち出土層位から立川ローム層下部出土の類例をみると四街道市御山遺

跡へ 同池花南遺跡へ 佐倉市向山谷津遺跡101 成田市天神峰奥之台遺跡11)等の遺跡をあげることができる。

これらの遺跡群で検出されている石器群のうち刺突具となるナイフ形石器・尖頭器類について，製作技術

という点で比較すると，御山遺跡，向山谷津遺跡出土石器に共通性を見出せる。両遺跡で出土した石器も

細部の加工が未熟で，完成品としての粗雑さは否定できない。御山遺跡第E文化層では，剥片の先端部を

僅かに加工しただけの尖頭器や先端部が錐状の石器等，定形石器とは言い難い石器群が検出されている。

さらに，このような事例は向山谷津遺跡にも尖頭石器として報告されている。このように石器製作が簡単

かつ未熟な段階を 「印播の原始・古代Jilでは第E期として捉えており，本遺跡の石器群もこの時期に相当

するものと考えられる。また最近報告された，袖ヶ浦市関畑遺跡121第Ia文化層の石器群についても，出土

層位 ・石器製作面から類似性を見出せる。使用された石材についても嶺岡頁岩の使用頻度は高く，チャー

トも採用されている点でも本遺跡出土の石器群との共通性を指摘できょう。

このように周辺遺跡での出土例をみてくると，本遺跡出土の石器群を使用していた当時の人びとは， 層

序でいえば第医層として捉えている第 2暗色帯下部から第X層である立川ローム最下層の上部を生活面と

していたものと推測できる。

注 1 既に報告された松崎 1 (9地点). II (16地点)・皿 (5地点)・vr(6地点)の各造跡でそれぞれ出土して

おり，合計36地点にも及んでいる。大規模な集中地点としては松崎I遺跡の第2・3地点，松崎E遺跡の第4

~6 地点があり， 第 2 B音色帯 (第四・医層)から100点を超える石器群が検出されている。

2 柴田徹氏 (考古石材研究所)のご教示による。

3 加納実・国武貞克 ・吉野真如 2003 r房総の石器石材 2J r千葉県史料研究財団だより』第14号 千葉県史

料研究財団

4 古内 茂ほか 2004 r印西市馬込遺跡j (財)千葉県文化財センタ-
5 酒井弘志ほか 2004 r瀧水寺裏跡j (財)印施郡市文化財センター
6 岡田誠造 2004 r四街道市出口 ・鏡塚遺跡、.1 (財)千葉県文化財センター

2004 r印婚の原始・古代j-旧石器時代編 (財)印施郡市文化財センター

『四街道市御山遺跡 (1 ) J (財)千葉県文化財センター

『四街道市内黒田遺跡群J (財)千葉県文化財センター

『佐倉市向山谷津 ・明代台 ・木戸場 ・古内遺跡j (財)千葉県文化財センター

『新東京国際空港埋蔵文化財発掘調査報告書Xj一天神峰奥之台遺跡一 (財)千葉県

7 酒井弘志 ・宇井義典

8 矢本節朗ほか 1994 

9 渡辺修ーほか 1991 

10 矢戸三男ほか 1987 

11 矢本節朗ほか 1997 

文化財センター

12 新田浩三ほか 2004 『東関東自動車道 (千葉・富津線)埋蔵文化財調査報告書13J-袖ヶ浦市関畑遺跡一

(財)千葉県文化財センター

。。
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長
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号 種 材 号 号 号
mm mm mm g 

考) 

0051c 砕片 チャート 11.37 5.36 1.80 0.12 

0052 使用剥片 チャート 第88図18 32.02 28.79 7.31 5.78 

0053 砕片 チャート 8.72 5.90 1.12 0.05 

0054 砕片 チャート 7.66 11.90 6.68 0.45 

0055 剥片 チャート 25.27 32.25 8.91 6.33 

0056 砕片 チャート 8.45 14.25 3.58 0.42 

0057 剥片 チャート 15.17 13.28 3.86 0.70 

0058 剥片 嶺岡産珪質頁岩 第91図55 22.18 25.50 8.72 3.88 

0059 使用剥片 嶺岡産珪質頁岩 第91図60 18.64 13.30 10.12 1.66 

0060 剥片 嶺岡産珪質頁岩 第91図59 4 26.78 19.78 9.46 4.66 

0061 剥片 嶺岡産珪質頁岩 4 36.42 23.05 6.12 3.96 

0062 使用剥片 嶺岡産珪質頁岩 第91図53 33.94 29.17 15.34 13.91 

0066 華Ij片 嶺岡産珪質頁岩 第91図56 32.67 27.10 11.66 10.37 

0067 剥片 嶺岡産珪質頁岩 10.94 21.06 5.67 0.93 

0068 剥片 嶺岡産珪質頁岩 19.28 26.30 10.93 3.38 

0069 剥片 嶺岡産珪質頁岩 17.05 29.21 10.49 4.17 

0070 削搭 嶺岡産珪質頁岩 第91図54 18.54 13.84 8.41 1.93 

0071 石核 嶺岡産珪質頁岩 第91図58 4 28.99 31.73 21.32 17.04 

0072 剥片 チャート 第89図37 32.98 26.30 10.37 10.21 

0073 石核 チャート 第89図42 27.01 45.29 36.19 38.46 

0074 剥片 チャート 28.62 68.20 26.49 32.90 

0075 石核 チャート 第89図43 27.46 41.70 20.20 25.29 

0076 彫器 チャート 第87図9 35.42 34.80 17.61 21.75 

0077 剥l片 チャート 第89図36 34.10 21.77 10.89 6.67 

0078 砕片 チャート 9.85 14.17 2.42 0.30 

0079 剥片 チャート 第90図48 2 39.44 34.44 9.85 11.34 

0080 使用剥片 チャート 第88図21 28.97 24.86 6.39 3.62 

0081 使用剥片 チャート 第88図25 28.13 25.83 8.91 5.70 

0082 打製石斧 砂岩 第87図l 56.95 45.17 27.81 70.48 

0083 ナイフ形石器 チャート 第87図4 35.30 18.44 6.08 4.27 

0084 剥片 チャート 21.53 33.96 5.68 3.56 

0085 剥片 チャート 23.74 19.68 5.32 1.78 流土中から出土

0086 使用剥片 チャート 第88図29 20.29 23.10 4.55 2.16 流土中から出土

0087 剥片 チャート 第89図35 39.57 26.37 14.44 1l.81 

0088 使用剥片 チャート 第87図12 36.36 32.99 7.95 9.94 流土中から出土

0089 使用剥片 チャート 第87図14 34.10 27.41 6.67 4.70 流土中から出土

0090 剥片 チャート 24.70 20.24 5.12 l.80 流土中から出土

0091 剥片 チャート 18.87 22.95 5.95 2.23 流土中から出土

※造物番号0003・0008・0040・0063・0064・0065は欠番
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第3章縄文時代

第1節遺構と出土遺物

縄文時代の遺構は，調査区西端の24Kグリ ッド南東部を中心とした東西約30m，南北約10mの範囲で，

集中して検出した。検出した遺構は，炉穴12基，陥穴状遺構l基である。同じ24Kグリッ ドを中心に早期

後葉主体の遺物包含層を検出した。また，調査区全体で中期から後期の土器を検出した。

縄文時代の遺構・遺物は，調査区の位置する台地北側縁辺に分布している。調査区外の南側台地上面に

も，縄文時代の遺構が広範囲にひろがると思われる。台地上に広がる縄文時代遺跡の北端の一部分を，今

回の調査で発掘したものであろう。

遺構から出土した遺物は， 第95図にまとめた。土器拓影図に内面の拓本を示す場合，向かつて左側に外

面の拓本，中央に断面図，右側に内面の拓本を置いた。土器胎土に繊維を含む土器の断面図には， ・を落

とした。石器の計測値については第31表にまとめて示した。

l 炉穴

炉穴は，調査区西端の拡張区に集中して12基検出された。縄文時代早期後葉の土器を多く含む遺物包含

層と，ほほ重複して分布していた。炉穴の遺存状態はさほど良くなく，ソフ トローム層上面の遺構確認面

で，かろうじて炉穴底面の赤色焼土が確認されたものが多い。覆土をほとんど検出できなかったため，遺

構にともなう遺物はほとんどなかった。

標高26mの等高根より高い台地上面に位置する炉穴が多く，標高25mより低い台地斜面には存在しなか

った。調査区外南側には，標高約26mの平坦な台地が広がっている。おそらく縄文時代の炉穴，遺物包含

層などの遺構が台地全面に広範囲に分布すると考えられる。

SK001 (第92図，図版26)

24K66グリッドに位置し，台地平坦面から斜面部へと傾斜変換地点にある。ソフトローム層上面の遺構

確認面で，長径51cm，短径44cmの楕円形をした赤色焼士が検出された。焼土中には炭化物片も見られた。

炉穴底面がかろうじて検出された状態で，ソフトローム層への掘り込みはなかった。

SK003 (第92図，図版26)

24K74グリッドに位置する。ソフトローム層上面に，長径約40cmと約25cmの2個の円形の焼土が並び，

本来つながっていた可能性が強い。炉穴底面の焼土のみが検出された状態であろう。

SK004 (第92図，図版26)

24K85グリ ッドに位置する。ソフ トローム層上面に，最大長約150cm，幅約70cmの赤化した焼土範囲が検

出された。炉穴底面の焼土のみが検出された状態であろう。

SK005 (第93図，図版26)

24K86グリ ッドに位置する。東側約50cmの近接した地点にSK006がある。ソフトローム層上面に長径約

65cm，短径約50cmの楕円形の焼土と，径約50cmの円形の焼土が並んでいた。本来つながっていた可能性が

強い。炉穴底面の焼士のみが検出された状態であろう。

Fh
d
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第92図炉穴 (1 ) 

SK006 (第93図，図版26)

24K76・86グリッドに位置する。西側50cmの近接した地点にSK005がある。ソフトローム層上面に最大

長92cm，幅35cmの長楕円形の焼土が検出された。炉穴底面の焼土のみが検出された状態であろう。

S K007 (第93図，図版26)

24K86グリッドに位置する。ソフトローム層上面に径約65cmの円形の焼土が検出された。炉穴底面の焼

士のみが検出された状態であろう。西南約30cmの所で、炭化材ーが検出され， SK007と関連性が考えられる。

SK008 (第93図，図版26)

24K96グリッドに位置する。東南約50cmの近接した地点に， SK009がある。ソフトローム層上面に，径

約40cmの2個の円形の焼土が並び，本来つながっていた可能性が強い。炉穴底面の焼土のみが検出された

状態であろう。

SK009 (第93図，図版26)

24K96グリッドに位置する。SK008の東側に隣接している。ソフトローム層上面に，最大長約60cm，幅

約30cmの範囲で、焼土が検出された。南側は調査区外となり，全体の形状は確認できなかった。炉穴底面の

焼土のみが検出された状態であろう。

SK008と隣接しているので， SK009とSK008は同一の遺構 (炉穴)であった可能性も考えられる。
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SKOll (第93図，図版26)

24K89グリッドに位置する。最大長1l4cm，幅91cmの三角形に近いいびつな楕円形であった。確認面から

の深さは25cmで，底面が焼けて赤くなっていた。縄文土器が数点出土した。

第95図1・2はSKOllから出土した土器である。いずれも早期後葉・条痕文系土器の破片である。1は

内外面に縦位の条痕が施されるものである。2は繊維を含む無文の土器である。

SK012 (第93図，図版26)

24L90グリッドに位置する。炉穴の一部のみが検出され，南側は調査区外であった。検出された炉穴の

大きさは，幅約60cmで、あった。深さは15cmで，底部が焼けて赤くなっていた。

遺構確認面はソフトローム上面であったが，土層断面で確認したところ， II c 層上面から掘り込まれて

おり， II b層のいわゆる新期テフラ層に覆われていた。
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SK013 (第93図， 図版26)

24K94グリッドに位置する。炉穴の南側を，奈良・平安時代のSI001住居跡が壊していた。炉穴の大きさ

は，径約70cmの円形であった。深さは18cmで，底部が焼けて赤くなっていた。早期後葉の土器片が1点出

土したが，細片のため図示しなかった。

SK015 (第93図，図版26)

24K97グリッドに位置する。最大長約65cm，幅40cmの，不整な三角形に似た形状であった。深さは10cm

で，底部が焼けて赤くなっていた。

2 陥穴状遺構

陥穴状遺構は 1基のみ，炉穴群が検出された地点で検出された。通常，炉穴は食料の調理加工を行なう

場所と考えられている。また陥穴は大型動物を捕獲するための装置である。したがって，食料の調理加工

6 
SK∞2-2 

ζ二〉

くご〉

月

d ， 

2 
SKOll-3 

4 
SK002-2 

。
(2/3) 5cm 

第95図 炉穴 (SKOll)・陥穴状遺構 (SK002)出土遺物
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する場所で，大型動物の捕獲をしたとは考えられないので，炉穴と陥穴は同じ時期に共存していたとは考

えられない。両者の遺構には，若干の時間差があったと思われる。炉穴と同様に，陥穴も調査区外南側の

台地上面に分布していると可能性が強い。

SK002 (第94図，図版26)

24K64グリッドに位置する。長さ約170cm，幅約100cmの楕円形で，深さは268cmあった。底面は平坦で長

さ約104cm，幅約40cmの楕円形で、ある。

シカやクマなどの大型動物を捕獲するには，陥穴の形状がやや狭小で、，また底面まで必要以上に深すぎ

るように見受けられる。ウサギやタヌキなどの小型動物を捕獲するには，深い穴を掘る必要性がなく，地

上にしかける畏などで充分捕獲できたであろう。この遺構で小型動物を捕獲する必然性も考えられない。

大型動物の捕獲に最適な形状，深さを備えた捕獲用の陥穴とすることはできないが，大型動物の捕獲以外

に他の用途を想定できないので，この遺構を陥穴と判断してよかろう。

この遺構から縄文土器と石器が出土した。 土器は早期後葉の条痕文系土器である(第95図 3~7) o 3・

5・7・6は土器の内外面に条痕を施すものである。4は外面にわずかに条痕が残る。

石器は，縄文時代草創期の特徴を示す安山岩製の尖頭器であった(第95図8)。縄文時代草創期に，深さ

2m以上も深い陥穴を掘るほどの技術があったとは考えられない。したがって，この石器は陥穴の覆土に

偶然混入したものであって，陥穴が狩猟用に機能していた時代の遺物ではないだろう。

第2節 グリッド出土遺物

1 土器

松崎V遺跡の調査区内で，遺構に伴わずグリッド中で出土した縄文土器と，後世の遺構覆土中に混入し

た縄文土器を，ここで扱う。出土した土器は，早期から後期にわたるもので，時期比定が可能な文様のあ

るものを中，心に図イヒした。

土器の出土状況としては，調査時に，調査区西側で縄文時代早期後葉を主体とする遺物包含層を検出し

たとの認識であった。調査後の大まかな集計のためそれほど正確ではないが，早期後葉・条痕文系土器は

24Kグリッドで重量にして約10kg出土し， 24Lグリッドで、は約3.4kg出土した。24K・24Lグリッドより東側

のグリッドでは，条痕文系土器はほとんど出土していない。24Kグリッドを中心とした調査区東側で，早

期後葉の濃密な遺物包含層が存在したことが分かる。

その他の時期では，中期の土器が24Lグリッドで、約2.4kgとややまとまり，調査区全体で散漫に出土して

いる。後期の土器は24Lグリッドで約O.5kg，25Mグリッドで、約O.5kgと少量まとまるだけで調査区全体で散

漫に出土した。

図化した土器の出土位置については，挿図中の土器番号の下に注記名を記したので，これを参照して頂

きたい。

記載は，概ね古い時期のものから順におこなうが，挿図の順序がそれほど厳密でないため前後する場合

もある。観察表については作成しなかった。胎土中に繊維を含む土器の断面図には，・が落としてある。

土器拓影図で内面の拓本を示す場合は，向かつて左側に外面の拓本，中央に断面図，右側に内面の拓本を

置いた。縄文の表記については， r日本先史土器の縄紋JI)を参考として， 1段右撚りの縄をR，左撚りの縄
をL，2段正撚りの縄はRL，LR， 3段正撚りの縄はRLR，LRLなどと，簡略化して表記することとした
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し、。

( 1 )早 ・前期の土器(第96~99図 1 ~55，図版32 ・ 33 ・ 35)

1~3 は撚糸文系土器である 。 1 は若干肥厚する口縁部がごく狭い無文帯となり，直下に絡条体圧痕が

施される。暗赤褐色で，胎土中に白色粒をやや多く含む。器面はやや剥落する。稲荷台式末葉から花輪台

式の土器かと思う。2はRL単節縄文を施文する土器で，色調は鈍い黄褐色，白色粒をやや多く含む。3は

密にR撚糸文を施す土器で，色調は鈍い黄褐色，白色粒・砂粒を含む。

4 ~46は早期後葉から末葉の条痕文系土器である 。 すべて胎土中に繊維を含む。 24Kグリッドを中心と

する遺物包含層で主体を占める土器である。文様などから広義の茅山式と明瞭に判断できる土器は少なく，

全体的には茅山上層式以降の早期末葉の土器が多いのではないかと思われる。

4 . 5は図上で径を復元した土器である。4は，やや外反する口縁部で，口唇部が外側に鍔状に張りだ

す。口唇部上面には雑なキザミを施す。外面は擦痕，内面は明瞭な条痕が残る。色調は黒褐色~黄灰色で，

少量の白色粒・砂粒 ・赤褐色粒を含む。5は胴部の大破片で，内外面とも弱い条痕が残る。暗褐色で白色

粒をやや多く含む。

6 ~14は何らかの文様を持つ土器である 。 6 . 7は連続刺突による文様を持つもので，両者とも色調は

暗褐色で，胎土中に少量の白色粒を含む。6はくびれの部分の破片で，縦位の刺突列が複数施されるもの

である。茅山下層式と思うが，明らかに茅山下層式と判断できた破片はこれ 1点のみである。7は口唇部

に刺突を施し，口縁部にも半裁竹管による連続刺突を施すものである。

8・9は口縁部に横位の隆線を貼り付けるものである。8は黄白色， 9はにぶい黄褐色で，両者とも白

色粒が目立つ。8は器面が摩滅しはっきりしないが， 2条の隆線を持つ。9は雑なキザミを持つ 2条の隆

線を持ち，やや外には張り出す口唇部にも雑なキザミを施す。文様構成的には神之木台式に類するが，比

較的厚手で焼成もそれほど良くなく，神之木台式のイメージとはやや異なる。

10・11は口唇部と一体化するように粘土紐を貼り付け，肥厚した狭い口縁部を形づくるものである。10

は暗褐色~褐色， 11は暗赤褐色で， 10は白色粒をやや含み， 11はごく少量含む。10は24K88グリッドでも

同一個体の小破片が出土している。波状口縁を呈するようで，狭い口縁部文様帯に斜線を連続させる。口

唇部にはキザミを施す。口縁部文様帯下には，張り 出した部分に接するように，鈎状に屈曲する隆線が配

される。張り出した部分と隆線上には棒状工具により連続刺突が施される。11もよく似た土器であるが，

口縁部の斜線と鈎状の隆線を欠くものである。

12は絡条体圧痕文により文様を構成するものである。にぶい黄褐色で，白色粒を少量含む。繊維は少な

い。13・14は口縁部に，焼成前に穿孔したいわゆる円孔文を連続させる土器である。13は黒褐色~暗褐色，

13は赤褐色で， 13は白色粒を少量， 14は砂粒をやや含む。絡条体圧痕文は子母口式と早期末葉の土器の両

者に見られる文様である。円孔文も子母口式のイメージが強いが，印膳沼周辺地域では茅山下層式以降に

も一定程度存在するものである九

15~21は口唇部にのみ装飾をおこなう土器である 。 色調は15 . 16 . 20・21が灰黄褐色~にぶい黄褐色で，

17が褐色， 18が暗褐色， 19が黒褐色である。胎土中には白色粒をやや含むものが多い。17・21は少量の赤

褐色粒を含む。

15は指頭状工具による押圧を施し，雑なキザミをが併用するものである。16は半裁竹管かと思われる工

具で，斜方向からのまばらな刺突を施す。17・18はヘラ状工具によるキザミ ，19・20は棒状工具によるキ
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ザミを持つものである。21は小波状口縁である。

25カτに23・24・29が灰黄褐色，22~3 1は条痕のみを有する口縁部破片である 。 色調は22 ・ 31が暗褐色，

26~28 ・ 30が黒褐色である 。 胎土中には白色粒を少量含む。 22は口唇部が若干外に張り出す。ぶい黄褐色，

文様的な効口唇部断面は明瞭な角頭状である。外面の条痕は深く明瞭で，23は口縁部がやや強く屈曲し，

28も尖頭状に近い整った断面である。果を狙ったものかもしれない。27. 30は尖頭状の口唇部断面で，

34は黒褐色~灰黄褐32~46は条痕のみを有する胴部破片である 。 色調は32 ・ 33 ・ 38 ・ 42 ・ 45が黒褐色，

35・37・40・44は暗褐色である。胎土中に白色粒を含むものが多く，35・36・39・41・43・46は褐色，色，

36・44は少量の赤褐色粒を含む。23・43は内面に炭化物が付着する。外面の条痕が明瞭で、内面の条痕がは

っきりしないものとして， 32・37・38・41があり，逆に内面の条痕だけはっきりしているものとしておが

ある。34は条痕が間隔を空けて施されており，文様的な効果を狙ったものかもしれない。

口縁部付近に横方向の貝殻腹縁文を連続して施すものである。黒褐色を呈し，47は内外面に条痕を施し，

前期初頭に白色粒がやや目立つ。貝殻腹縁文は早期末葉 ・打越式に多用され，胎土中の繊維はやや多く，

も見られることから，早期末葉から前期初頭にかけての土器と考えられる。

48~52は，胎土中に繊維を含んだ前期前半のいわゆる繊維土器である 。 48は黒浜式で，波状口縁の土器

で，口唇部に浅いキザミを持ち，口縁端部には2条の細い沈線をヲ|く。地文の縄文は 0段多条のLR単節縄



文か。暗褐色~褐色で，ごく少量の白色粒を含む。49~52は縄文施文の土器で，色調は49が暗褐色~褐色， 50 ・

51は暗褐色， 52は黒色である。胎土中には繊維の他に白色粒を含むが， 49・52は砂粒も目立つ。49はRLと

LRの2種の原体を用いた羽状縄文を施すものである。50はL無節か。51は摩滅して判然としない。52は節

の粗いRL単節縄文であろう。

53は胎土中に繊維を含む上げ底状の底部で，早期後葉~前期に見られる形態である。褐色を呈し，胎土

には繊維の他，少量の白色粒・赤褐色粒を含む。

54・55は前期後半の土器であろう。54は，器形や焼成から浮島式系の土器と判断した。内削ぎ状で尖り

気味の口唇部断面を呈し，口唇部上面は平坦に調整されている。口縁部には無文の部分を設け，櫛歯状工

具による斜線文を施している。黒褐色~暗褐色を呈し，胎土中に白色粒やや多，赤褐色粒をやや含む。55

は前期後半の諸磯式系の土器か。黒褐色で，白色粒・砂粒を含む。

( 2 )中期の土器(第100 ・ 101図56~82，図版33 ・ 35)

56・57は中期初頭の五領ヶ台式と，これに伴う縄文施文の土器と判断した。56は刺突を施した隆線を垂

下させる土器で，胎土中に多量の白色粒をを含む。57は口唇部が若干肥厚した口縁部破片で，胎土中に赤

褐色粒がやや目立つ。色調は56が灰黄褐色， 57が褐色である。

58・59は中期後葉・加曽利E式新しい部分3)以降の土器で，図上で径を復元し得たものである。58は，加

納実の言う加曽利E皿式古段階の意匠充填文系土器である九 おそらく波状口縁で，胴部半ばが緩くくびれ

る器形である。背の低い太い隆椋によって，口頚部と胴部に渦巻文を描き，隆線の両脇のナゾリは，しっ

かりとした部分と，あまり丁寧でない部分が存在する。焼成はあまり良くなく，軟質である。色調は暗褐

色で，胎土中に赤褐色粒がかなり目立つo 59は加曽不IJE式・新しい部分の胴部破片で，懸垂文間の地文の

磨り消しが明瞭である。褐色で，胎土中に少量の砂粒と赤褐色粒が目立つ。

60~63 は， 64以降の土器よりも古いと考えられるものである。色調は60が暗褐色， 61が灰黄色， 62が褐

色，63が黒褐色である。60は加曽利E式古い部分引の土器と思う。欠損部から見ると口唇部に円環状の把手

を持つようである。口縁部には斜行する沈線をヲ|く。胎土中にやや大粒の白色粒を多量に含み，雲母を少

量含む。61は中期中葉末の勝坂式系の土器かと思われるが，小破片のためはっきりしない。砂粒を少量含

む。62は中期前葉の阿玉台 1b式であろう。胎土中に白色粒をごく多量に含み，雲母を少量含む。63は阿

玉台式前半期の土器に伴う粗製的な土器であろう。白色粒を少量含む。

64~82は概ね加曽利 E式新しい部分以降の土器と考え得るものである 。 色調は概ね褐色~暗褐色を呈し，

胎土中に少量の白色粒・砂粒を含むものが多い。赤褐色粒が目立つものが， 65 ・ 66 ・ 70 ・ 72 ・ 75 ・ 78~81

とやや多い。64・65はキャリバー形土器の口縁部破片である。64はやや小型の土器で，比較的薄手の作り

である。色調も黒褐色に近く，他の土器とはやや異質である。口縁部の区画内と，胴部の懸垂文聞に細か

い沈線を充填しており，当地域ではあまり見ない文様である。65は口縁部楕円区画の土器で，区画聞は小

突起が存在したようである。

66 . 67・69・70は隆線による区画文を持つ体部の破片である。70はキャリバー形土器の胴部に大振りな

渦巻文を描く土器か。68は縦位の沈線を持つ土器である。

71・72・74・75.76は，キャリバー形土器以外の口縁部破片である。71は， LR単節縄文を口縁端部のみ

横方向に施し，以下は縦位に施す。文様は欠損部が多く判然としないが，細長い楕円区画内を磨り消すも

のか。口縁端部の内外面にススが付着する。72は口縁部に下端を沈線で画した狭い無文帯を持ち，以下に
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縄文を施す。焼成があまり良くなく，摩滅する。74は，口縁端部に鍔状にやや突出した隆線を配すもので，

以下に縄文を施す。75はやや広い口縁部無文帯下を浅い沈線で画し，以下に縦位の条線文を施す。大型の

鉢かもしれない。補修孔が残存する。76は狭い口縁部無文帯下に， 2条の沈線によって区画を施し，以下

に節の細かい縄文を施す。焼成があまり良くないため判然としないが， LR単節縄文か。

73 ・ 77~82は胴部懸垂文のある破片である。 77以外は，懸垂文間の縄文の磨り消しが明瞭である。 77は

磨り消しが丁寧でなく，地文が残っている。77・81には蛇行して垂下する沈線があり， 82には対向する蕨

手状の文様が見出せる。
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( 3 )後期の土器 (第101-103図83-121，図版33・34)

83-110は後期初頭・称名寺式から後期前葉・堀之内 1式土器に相当するものである。

83・84は縄文地に沈線が垂下するもので，堀之内 1式であろう。両者とも色調は褐色で，胎土中に砂粒・

赤褐色粒を多く含む。

85・86はいわゆる称名寺E式に見られる刺突文を持つものである。85は色調が暗褐色で，外面に炭化物

が付着する。胎土中に白色粒を少量含む。86は色調が暗赤褐色で，胎土中に赤褐色粒を多く含む。

87は口縁端部に指頭状工具による押捺を連続させ，この下部を細い沈線により画する。色調が87aは灰

黄褐色， 87bは褐色で，砂粒・白色粒・赤褐色粒を少量含む。88は口縁端部に 1条の沈線を引き，以下に

2本一組の沈線による，斜線及び蛇行沈線を描くものである。灰黄褐色~褐色を呈し，白色粒を少量含む。

89-97・104は，櫛歯状工具による文様を持つものである。色調は89が暗赤褐色， 90・91・96が黒褐色，

92・95・104が暗褐色， 93・94はにぶい黄褐色， 97が黒褐色~暗褐色である。全体に白色粒 ・砂粒を含むが，

赤褐色粒が目立つものとして， 89・91・93がある。97は口縁部破片で，口縁部無文帯を沈線で画し，以下

に櫛歯状工具による縦位の蛇行線文を配する。

98は口縁付近の破片と考えられ，口縁部無文帯に縦位に配される隆線と，口縁部下端を画する隆線が残

る。隆線はタガ状で，指頭状工具による連続押捺が施される。色調は暗褐色で，砂粒・赤褐色粒を含む。

99は波状口縁の波頂部に，中央に竹管による刺突を施したボタン状の貼付を持つ。波頂部下に蛇行沈線を

配するようである。暗褐色で，少量の白色粒と赤褐色粒をやや含む。100は小波状あるいは小突起状の口縁

部に円孔を有する土器である。褐色で，砂粒・赤褐色粒を含む。

101-103は，地文縄文上に細い沈線で煩雑な文様を描くものである。堀之内 l式の中でも新しい様相の

ものである。色調は101が黒褐色~褐色， 102が黒褐色，103が褐色で，すべて白色粒を少量含み， 101は赤

褐色粒を少量含む。

105・106は粗雑な条線を施すものである。中期の土器である可能性もあろう。両者とも暗褐色で， 105は

砂粒・白色粒， 106は砂粒・赤褐色粒を含む。

107-110は縄文施文の土器で，焼成等から概ね後期前葉と判断した。色調は107・109が暗褐色， 108・

110は黒褐色である。107・109は赤褐色粒を多く含み， 108・110は砂粒・白色を含む。

111は頭部がくびれる小型で、薄手の土器である。口縁部は無文で，頭部以下に細く浅い沈線による文様を

描く 。地文は欠くようである。堀之内 I式からの伝統的な器形であるが，やや後出の印象を受ける。堀之

内2式期に至る土器と思う。黒褐色で，白色粒をやや含む。112は，堀之内 2式の口縁部が朝顔形に開く鉢

形土器の口縁部付近と思う。キザミを施した縦位の隆線が残る。黒褐色で，白色粒をやや含む。

113-117は後期中葉の加曽利B式精製土器である。113は加曽利B1式精製の鉢で，帯状縄文聞に三角形

の単位文を配する。区切り文は対弧文である。黒褐色~灰黄褐色で，白色粒を少量含む。114-117は加曽

利B2式斜線文土器である。色調は114が灰黄褐色， 115が黒褐色， 116が黒褐色~灰黄褐色，117が褐色で

ある。すべて少量の砂粒・白色粒を含むが， 117は赤褐色粒をやや含む。114-116は菅谷通保が 「パッチワ

ーク状の施紋技法」引と呼んだ手法を採るものである。116は口唇部外側にキザミを施し，口縁部文様帯の下

端を沈線により画する。図示したほかにも， 24L62グリッドや24L71グリッドで，やや多くの同一個体片が

出土した。117は同じ方向の単沈線を連続させるものである。

118-121は後期中葉の粗製土器である。118・119は縄文施紋の土器で， 118は口縁部内面に細い l条の沈
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線を持ち， 119は口縁内面の口唇部にかかるような部分に 2条の沈線を持つ。典型的な加曽利B式の粗製土

器に比べると，内面の沈線の様相は古相を示しているように見え，この 2点は堀之内 2式まで遡る可能性

がある。118は褐色で口縁端部にススが付着し，砂粒・白色粒・赤褐色粒を少量含む。119は暗褐色で，砂

粒を含む。120・121は加曽利B式の紐線文系粗製深鉢である。両者とも口縁端部に紐線を持ち，斜線文を

施すようである。120は褐色で，白色粒をやや多く 含む。121はにぶい黄褐色で，砂粒・白色粒を含む。

122は摩滅してはっきりしないが，後期後葉以降の紐線文系粗製土器の可能性を持つ土器である。褐色で，

白色粒を少量含む。

( 4 )底部(第103図123~125，図版34)

底部を便宜的にまとめた。形態や焼成等から見て，いずれも中期以降のものであろう。123は暗赤褐色を

呈し，白色粒と，ごく少量の海綿体骨針を含む。124は黒褐色~暗褐色で，砂粒 ・白色粒・赤褐色粒を含む。

125は褐色で，白色粒をやや多く含む。

2 土製品(第104図，第30表，図版35)

遺構に伴わずグリッド中で出土した縄文時代の土製品を一括する。土器片再利用の土器片錘，及びこれ

に類したものが9点出土した。個々の計測値については，第30表にまとめた。

1は，細別時期不明の無文の土器片を用いる。図の向かつて右側面に，切り込みかと思われる部分があ

るが，判然としない。

2~3 はおそらく中期~後期前葉の土器片を用いるものである 。 両者とも長軸上に，糸掛けようの切り

込みがわずかに残る。土器片の周囲は， 2は摩滅しておりはっきりしない。3は土器片周囲を打ち欠いた

後，若干研磨している。

4は，中期後葉・加曽利E式の土器片を用いるもので，土器片を打ち欠いた後，若干研磨して成形する。

土器片の長軸上に 2か所，切り込みが存在する。

5はおそらく薄手の後期の土器片で，土器片の周囲を若干研磨する。わずかに切り込みのように見える

部分があるが，土製円板とした方が良いかもしれない。

6は早期後葉・条痕文系土器の破片を用いるものである。胎土中に繊維を含む。土器片周囲の調整は顕

著ではなく，不整形である。概ね長軸上に 2か所，切り込みを持つ。

7は中期後葉・加曽利E式の口縁部破片を用いるものである。口縁部を除いた土器片周囲が，研磨され

るようである。土器片長軸上に 2か所切り込みを持つ。土器片外面には炭化物が付着する。

8はおそらく中期の土器片で，土器片周囲の調整は顕著でない。切り込みは，図の左側と上側に位置す

るものカτはっきりしている。

9は肋脈のある員殻による波状貝殻文を持つ，前期後半の浮島式系の土器片を用いるものである。図の

右側面に糸掛け用の切り込みを持つ。土器片の周囲にはあまり丁寧な研磨を施さない。左側面については，

全体の形状から見て，おそらく 一度欠損した後，若干研磨しいる。再利用を意図したのかもしれない。
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第104図 グリッド出土縄文時代土製品

第30表 縄文時代土製品計測表

図 番号 注記 種類 最大長(cm) 最大幅(cm) 最大厚(cm) 重量(g) 備 考

第104図 24N82-1 土器片錘 4.5 4.9 0.9 30.69 

2 24N82-1 土器片錘 4.1 4.9 1.6 38.40 

3 24N82-1 土器片錘 2.9 5.0 1.1 18.66 

4 26R54-1 土器片錘 4.0 4.6 1.3 28.85 

5 25N79-1 土器片錘 3.4 4.4 0.7 12.24 

6 24L90(4)ーI 土器片錘 4.1 4.6 0.8 15.70 

7 24L86 (3)ー l 土器片錐 4.2 6.2 1.1 42.01 

8 24L84 (4)一2 土器片錘 4.3 5.8 0.9 29.29 

9 24K79 (2) -1 土器片錘 5.2 3.1 1.1 21.32 
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3 石器(第105図，第31表，図版36)

遺構に伴わず出土した，縄文時代の石器をここで扱う。18点を図化した。個々の石器の計測値や石材等

は，第31表に示した。

1は，決状耳飾を再利用した垂飾と考えた。若干湾曲した棒状の素材に， 2か所穿孔を施す。図上部の

孔は，左右から漏斗状になるように穿たれている。下部の孔は，上部の孔に比べ，精綴に穿たれている。

2~7 は剥片素材の石器である。 2 はチャート製の石鍛である 。 基部の扶りが弱い形態である 。 3 . 4 

はいずれも黒曜石製の削器である。3は両側縁に細かい調整が施され，基部付近にも細かい調整が加えら

れる。4は右側縁に細かい調整が施される。

5は安山岩製の使用痕のある剥片である。大型の不整形な剥片で，下部に使用に伴うと考え得る微細な

剥離痕が存在する。
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6 . 7は模形石器である。6は安山岩製で，表・裏面とも多方向からの剥離面が観察できる。7はチャ

ート製で，裏面は傑表となる。上部に複数の剥離痕が存在する。下部の約112は折損したものと思う。

8は粘板岩製の打製石斧である。全体に摩滅，遺存状況が悪い。本来は分銅形に近い形態であったと思

うが，おそらく裏面から上部にかけて大きく欠損しているのであろう。

9 ~17は円機製加工具で，磨り・敵きの痕跡が認められるものである 。 10~14は， 二次焼成を受け若干

赤化している。17は赤化の度合いが著しい。

9は礁の形状をそのまま残し，表・裏面の中央付近に敵打痕を持つ。10・11もほぼ完形のもので， 10は

全体に磨られ，表 ・裏面中央付近と下部に敵打痕を持つ。11は磨った痕跡はあまり顕著でなく，表面の中

央上部と下部に敵打痕を持つ。

12は小破片であるが，表面はかなり顕著に磨られており，下部の破損面は，破損後に高長かれ，つぶれて

いる。13は全体の112程が残存し，表・裏面とも若干磨った痕跡があり ，側縁部に磨り・敵き痕がある。14

は小型の楕円形の礁で，表・裏面中央付近に敵打痕を持つ。

15は全体の1/2程が残存し，表面は磨られてかなり滑らかになっており，側縁の磨り・融き痕が顕著であ

る。16は表面が磨られ，滑らかになっている。17は下部の破損面を敵いた痕跡が顕著で、ある。全体に赤化

し，部分的にスス・タール状の物質が付着する。

18は，小破片であるが，形状から石皿の破片の可能性があるものである。

、弘 1

、と、 ~--3ニ
，7' 

ノ、~r 、
、、一ーー一一一一一一 、 _/セー/:、r

- ~、、ーへとJ-fLJ J{」

15 
24K95(1)一23

ん

てコ 16 
24K89(2)ー2

。
(j 2) 5cm 

第107図縄文時代石器 (3 ) 

172 -

こにアー
17 
24K97 (1)ー2



注1 山内清男 1979 r日本先史土器の縄紋j 先史考古学会 (1997再刊 示入社)
2 田中裕・大内千年ほか 2005 r船橋印西線埋蔵文化財調査報告書4一八千代市問見穴遺跡(2)-J (財)千

葉県文化財センター

SB009C住居跡出土土器中の茅山下層式的文様を持つ土器に，焼成前穿孔が施されたものが複数存在した。

3 山内清男 1940 I第E輯加曽利E式Jr日本先史土器図譜J(1997再刊 示入社)
4 加納 実 1994 I加曽利Ern.IV式土器の系統分析一配列 ・編年の前提作業として-J r貝塚博物館紀要』

第21号 千葉市立加曽利貝塚博物館

5 菅谷通保 1996 I南関東東部後期中葉土器群の様相Jr第9回縄文セミナー後期中葉の諸問題j 縄文セミ

ナーの会

第31表縄文時代以降石器属性表

図 N() 務 種 1主記
最大長 最大幅 最大l写 重量

石材 遺存度 備 考
(cm) (cm) (cm) (g) 

第95図 8 尖頭器 SK002-1 7.14 2.92 0.91 17.01 安山岩 完形 SK002覆土中

第105図 I 垂飾 24L84 (3)ー1 2.08 1.76 0.97 3.68 蛇紋岩か 1/2 決状耳飾を再利用か

2 石鍛 25P83-1 2.27 1.69 0.32 0.96 チャート 完形

3 削岩号 24L84 (3) -1 5.32 2.47 1.30 13.17 黒日程石 完形

4 高IJl惇 24K96(2) -1 3.15 2.20 0.85 4.49 黒限石 完形

5 使用痕のある剥片 24K 6.45 6.58 1.80 65.01 ホルンフェルス 完形

6 機形石器 24K79 (2)一l 3.99 4.53 2.11 37.45 安山岩 完形

7 模形石器 26Q40ーl 3.05 2.86 1.55 11.52 チャート 112 

第106図 8 打製石斧 26056-1 10.32 6.21 3.23 215.6 粘板岩 完形

9 円磯製加工具 24K76 (1)一l 9.52 6.09 4.5 298.7 玉随 完形

10 円際製加i工具 24K97(1)一l 9.09 7.12 4.5 425.37 安山岩 完形 若干赤化

11 円程襲製加工具 25L03(l)ー2 8.55 5.34 4.49 273.51 砂岩 完形 若干赤化

12 円機製加工具 24L20(2) -2 5.66 5.44 5.32 164.10 安山岩 114 若干赤化

13 円際製加工具 24K67 (2) -1 6.13 7.22 3.58 199.11 流紋岩 112 若干赤化

14 円際製加工具 24L71 (4) -1 6.31 3.61 3.14 103.5 砂岩 完形 若干赤化

第107図 15 円磯製加工具 24K95(1) -23 4.68 8.73 3.59 224.62 安山岩 1/2 若干赤化

16 円礁製加工具 24K89 (2) -2 7.20 4.92 2.48 75.53 j尼岩 1/4 若干赤化

17 円礁製加工具 24K97(1) -2 5.60 7.78 5.13 257.51 流紋岩 1/3 赤化 ・スス・タール状物質付着

18 石皿片 25M15-1 5.70 5.79 3.30 81.45 安山岩 1/6以下

第108図 3 砥石 26Q55 -1 8.09 6.69 2.31 155.2 砂岩 2/3 SI003覆土中か

第115図 16 砥石 26Q99 -1 8.89 4.98 3.13 157.6 流紋岩 1/6以下
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第4章古墳時代以降

第1節遺構と出土遺物

古墳時代以降の遺構は，竪穴住居跡が3軒，土坑2基，溝状遺構 1条が検出された。住居跡は古墳時代

前期が1軒，奈良・平安時代が2軒である。古墳時代前期の住居跡は調査区の東端付近で、検出し，奈良・

平安時代の住居跡は，調査区の西端付近と中央付近で検出した。いずれの遺構も調査区の位置する台地北

端部の縁辺に位置しており，調査区外南側の標高約26mの台地平坦面一帯に，さらに遺構が分布すると想

定される。なお，遺構中から出土した石器の計測値については，第31表に示した。

1 竪穴住居跡(古墳時代)

SI003 (第108図， 第31表，図版27・36・37)

床面付近で出土した土器から，古墳時代前期の竪穴住居跡である。調査区中央やや東寄りの26Q45・46・

55・56グリッドに位置する。台地縁辺部の斜面部にかかっており，確認面は東西方向で、約60cm傾斜する。

住居跡の平面プランはいびつな隅丸方形である。傾斜のためか，東西の壁の上部はゆがんでタト側に張り

出す。また，特に西側壁の下端は，主軸に対して極端に曲がっているように見える。住居跡の主軸方向で

の最大長は約4.0m，主軸と直交方向の最大長は約4.2mで、ある。主軸方向は約N-200 -Wである。

壁の立ち上がりは， 北壁がややしっかりと立ち上がるものの，概ね緩やで，特に西壁はだら しがない。

確認面からの深さは，最大で、約30cmで、ある。覆土は黒色土主体で，自然堆積のように見える。

床面は斜面の傾斜に合わせるように，東西方向に傾斜し，床面の硬化は認められなかった。一般的に，

床面がこれほど傾いていたら，住居としての機能は果たし得ないと考える。貼床状のものが存在したのか，

あるいは住居跡西側の床面が若干掘り足りない可能性があろう。西壁下端の極端なゆがみは，後者の要因

によるものではなかろうか。炉は，主軸方向の北側壁寄りで検出した。ごく浅い掘り込みで，床面が火を

受けて赤化していたが，硬化はしておらず，調査時の所見では長期にわたる使用は想定できないとされた。

柱穴や周溝は存在しなかった。

遺物は， 1の古墳時代前期の土器が，床面および覆土下層から破片で出土した。また，本住居跡が検出

されたグリッドと同じグリッド中で， 2の古墳時代前期の土器と， 3の石器が検出された。他のグリ ッド

では，古墳時代前期の遺物が全く出土しなかったことも考慮して，これらも本来は本住居跡の覆土中に遺

存したものと考え，ここで図示した。

1は聾で，全体の3/4が遺存している。口径18.6cm，高さ21.4cm，底径6.6cmで，最大径は胴部にあり 20.0

cmで、ある。頚部のくびれ部と底部付近の刷毛目が痕跡的に確認できる。口縁部は横方向にナデが施される。

外面下部を中心とした範囲と，内面の底部付近にススが付着している。

2は台付聾で，脚部を欠損する。推定口径14.4cm，残存した高さ15.0cmで，最大径は胴部にあり 15.0cmで、

ある。外面の頚部と底部付近，及び内面に刷毛目が残る。

3は砂岩製の砥石である。表面は，中央付近が磨り減って，若干窪んでいる。表面上部には短い溝状の

磨った痕跡が存在する。
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5cm (1/2) 
。

SI003 第108図

竪穴住居跡(奈良・平安時代)2 

図版27・37・38)SI001 (第109~112図，

出土した遺物から 9世紀後半以降の竪穴住居跡であろう。

台地北端の24L93・94グリッドに位置する。ほほ正方形をした住居跡で，北側にカマドが調査区西側，

ある。主軸方位はN-330 - Eであった。炉穴SK013が北東壁面のカマド付近で重複していた。住居跡の壁

この段差が，本来の住居に付随するものが不明瞭で，住居跡外側周囲に段差となった掘り込みがあった。

明瞭に区別することが不可能である。タト発掘時にソフトロームを掘り過ぎてできたものなのか，なのか，

1辺約4.5mの不整正方形をしている。壁面立ち上がりがわずかに残る内側側の掘り込み部分の大きさは，

の住居は， 長さ3.5m，I幅3.2mの台形に近い方形を呈している。壁の周溝は検出されなかった。
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A' SI001 
1 黒褐色土
2 暗黄褐色土 黒褐色土混入。
3 黒褐色土暗黄褐色土混入。
HIf黄褐色土
暗賞褐色土焼土粒多。
暗黄褐色土黄白色砂混入。

時褐色土

D 

8 暗黄褐色土焼土粒多。
9 H音黄褐色土 黒褐色土混入。
10 暗賞褐色土黄白色砂混入。
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暗褐色土 砂を含む。カマド袖。
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南側壁中央のやや内側に長径39cm，短径26cmの小さい柱穴が検出された。この柱穴は住居南壁中央に，

出入り用に設けられた足場板，梯子などを埋める穴である。

床面上で踏み固められた範囲は，さほど明瞭に判明しなかった。住居中央で，床面が焼けて赤くなり，

きわめて硬化した範囲が検出された。検出された範囲は径約30cmの円形で，火を使用した炉である。この

住居には北壁中央に通常のカマドがある。暖をとったり，調理などを行なう一般的な火の使用には，この

カマドを利用したと考えられる。住居中央の赤化した部分は，カマドでの火の使用とは異なる目的で，火

を活用した空間と考えられる。

住居内中央南側，赤化した炉と出入り口用の柱穴との間で， 長さ約80cm，幅約40cmの範囲に粘土塊， 砂

塊が床に貼り付いていた。床に粘土塊，砂塊が貼り付いていたので，住居内で暮らす人が何らかの目的で

粘土，砂を床上においたと考えられる。住居内中央の炉と床に貼り付いた粘土塊，砂塊は，空間的に隣接

しているので関連性があるのかもしれない。しかし，住居中央で火を使用した目的，また粘土，砂を床に

置いた理由は判然としない。

住居内覆土中から土器が多量に出土した。ほとんどの土器が土師器で，須恵器が少量混じっていた。

カマドは北壁中央に位置していた。残存状態はさほとマ良好で、なかった。砂，粘土を少量まじえたカマ ド

構築材が東側袖部に残っていた。西側袖部は，木の根による撹乱などによって遺存状態が悪かった。火床

面は不明瞭であった。赤色焼土塊が見受けられたが，まばらに散って混入していた。聾の掛け口，煙道部

分から聾の口縁が出土した。
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(出土遺物)

図化できた遺物は全部で19点あった。ほとんどの遺物は住居跡の覆土中から出土している。図示できた

遺物で床面から検出されたものはない。したがって， 住居廃絶後すぐさま埋まった遺物で図化できたもの

はなく，住居跡の年代を確定できる資料は乏しかった。

1はほぼ完形の土師器杯で，口径13.6cm，高さ2.7cm，底径7.4cmで、あった。色調は明褐色で，焼成は良好

であった。底部外面はヘラ調整している。底部外面に「吉六」と記された墨書があった。杯の器形から，

この土器は10世紀前半の遺物の可能性もある。2は土師器杯底部で，約1/3が遺存していた。底径7.4cmで、

あった。色調は明褐色で，焼成は良好であった。底部外面には，雑なヘラ調整が施されている。底部外面

に 「大万jと記された墨書があった。3は土師器杯底部で，約1/3が遺存していた。底径7.4cmで、あった。

色調は明褐色で，焼成は良好であった。底径6.4cmで、あった。底部外面には，回転ヘラ調整が施されている。

4はほぼ完形の土師器杯で，口径12.4cm，高さ4.0cm，底径5.8cmで、あった。色調は明褐色で，焼成は良好

であった。底部外面は，回転糸切り後に周囲をヘラ調整している。5は土師器杯で，約2/3が遺存していた。

口径13.lcm，高さ4.0cm，底径5.8cmで、あった。色調は明褐色で，焼成は良好で、あった。底部外面には，雑な

ヘラ調整が施されている。6は土師器杯で，約112が遺存していた。口径13.0cm，高さ3.9cm，底径7.0cmで、

あった。色調は明褐色で，焼成は良好で、あった。7は土師器杯で， 約1/5が遺存していた。口径14.3cm，高

さ4.2cm，底径8.8cmで、あった。色調は明褐色で， 一部暗褐色であった。焼成は良好で、あった。8は土師器杯

で，約1/2が遺存していた。口径13.0cm，高さ4.4cm，底径7.0cmで、あった。色調は明褐色で，焼成は良好で、

あった。

9は土師器杯で，約3/4が遺存していた。口径15.8cm，高さ5.9cm，底径8.9cmで、あった。色調は外面が褐

色で，内面が明褐色であった。焼成は良好であった。底部外面は，回転糸切り離し後に，周囲をヘラ調整

している。10は土師器杯で，約1/4が遺存していた。口径16.8cm，高さ5.6cm，底径6.6cmで、あった。色調は

明褐色で，焼成は良好であった。底部外面は，回転糸切り離し後に， 底面周囲をヘラ調整している。9と

10の器形および底部の調整痕から， これらの土器は 9世紀後半の遺物と考えられる。

11は土師器薬で，約5/6が遺存していた。口径23.2cm，高さ23.0cm，底径11.2cmで、あった。色調は明褐色

で，一部暗褐色であった。焼成は良好で、あった。12は土師器嚢底部で，約1/8が遺存していた。底径9.3cm

であった。色調は明褐色であった。焼成は良好で、あった。13は土師器蓋で，約5/6が遺存していた。口径

18.5cmで、あった。色調は明褐色で，焼成は良好で、あった。14は土師器聾口縁で，約118が遺存していた。口

径23.5cmで、あった。色調は明褐色で，焼成は良好で、あった。15は土師器霊口縁で，約116が遺存していた。

口径21.0cmで、あった。色調は明褐色で，焼成は良好であった。16は土師器蓋口縁で，約1/8が遺存していた。

口径19.8cmで、あったO 色調は明褐色で，焼成は良好で、あった。17は土師器斐底部で，約1/3が遺存していた。

口径9.5cmで、あった。色調は明褐色で，焼成は良好であった。

18は須恵器斐口縁で，約1/8が遺存していた。口径29.5cmで、あった。色調は明褐色で，口縁部は暗赤褐色

であった。焼成は良好であった。 胴部に叩き目痕がある。19は須恵器聾口縁で，約116が遺存していた。口

径31.1cmで、あった。色調は明褐色で，焼成は良好であった。胴部に叩き目痕がある。

S1002 (第113図，図版27)

出土した遺物から奈良・平安時代の竪穴住居跡の可能性が高い。

調査区中央の台地北端の25P82グリッドに位置する。標高は約26.3mで、あった。遺構の北側は調査区外と
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なり，南側のみ調査で検出された。また遺構の西側がSD001溝によって破壊されていたため，きわめて限

られた部分しか調査で確認できなかった。住居の壁の一端，長さ約3.0mを確認した。深さ約30cmで、あった。

柱穴，周溝，カマドなどは検出されなかった。また床面には踏み固められて硬化した範囲がなかった。

この遺構とSD001溝の覆土から土師器と須恵器の小片が出土しているので，歴史時代の住居跡と判断し

た。

3 土坑

SK010 (第114図，図版26)

調査区西側に分布する炉穴群の近辺， 24K89・24L80グリッドに位置する。台地縁辺にあり，標高は約25

mであった。隅丸長方形をしていて，長さ約2m，幅約1.8m，深さ約30cmで、あった。出土遺物はなかった。

縄文時代の炉穴群に隣接して位置しているので，縄文時代の遺構である可能性も考えられる。

SK014 (第114図，図版26)

調査区中央の台地北端， 25N34・44グリッドに位置している。形状は，径約1.4mの不整な円形をしてい

る。深さは約50cmで、あった。

4 溝状遺構

SD001 (第113図，図版27)

調査区中央の台地北端， 25P81・82・91グリ ッドに位置し，南北に伸びている。幅約1.8m，深さ約O.6m

であった。住居跡SI002の西側を破壊している。出土遺物はなかった。
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第 2節 グリッド出土遺物

1 土師器 (第115図1~ 8，図版38，39) 

遺構にともなわない土師器が多数出土した。図化できたのは全部で8点あり，おもに調査区西側24Kグ

リッドから出土した。

1は土師器杯で，1/3が遺存していたO 口径12.1cm，高さ4.7cm，底径6.2cmで、あった。色調は明褐色で，焼

成は良好であった。底部外面には，ヘラ調整が施されていた。内面口縁の一部に油煙が付着していた。 2

は土師器杯で，3/4が遺存していた。口径12.2cm，高さ4.0cm，底径7.5cmで、あった。色調は明褐色で，焼成は

良好であった。底部外面には，ヘラ調整が施されていた。

3は土師器杯で， 112が遺存していた。口径12.0cm，高さ4.0cm，底径6.5cmで、あった。色調は明褐色で，焼

成は良好であった。底部外面には，回転糸切り離し後周囲にへラ調整が施されていた。内外面白縁の一部

に油煙が付着していた。

4は土師器杯で， 113が遺存していた。口径12.4cm，高さ4.5cm，底径6.0cmで、あった。色調は明褐色で，焼

成は良好であった。

5は土師器杯で， 1/3が遺存していた。口径12.0cm，高さ4.0cm，底径6.4cmで、あった。色調は明褐色で，焼

成は良好であった。底部外面には，ヘラ調整が施されていた。
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6は土師器杯の底部で，1/3が遺存していた。底径6.7cmで、あった。色調は褐色で，焼成は良好であった。

底部外面には，回転糸切り離し痕があった。

7は土師器杯の底部で， 1/4が遺存していた。底径6.3cmで、あった。色調は明褐色で，焼成は良好であった。

底部外面には，回転糸切り離し後，回転ヘラ調整が施されていた。

8は土師器小壷か杯の底部で， 118が遺存していた。底径5.6cmで、あった。色調は明褐色で，焼成は良好で、

あった。底部外面には，回転ヘラ調整痕があった。

2 須恵器(第115図9・10，図版39)

9は杯で，全体の約113が残存する。24L62グリッド出土で，灰色~灰黄色を呈し，胎土中に砂粒を少量

含む。推定口径14.0cm，底径9.6cm，高さ3.2cmで、ある。外面はロクロナデの痕跡が顕著で，底面及び底部外

面の調整は手持ちヘラケズリである。

10はおそらく長頚壷の底部破片で，底面の約114が残存する。24L95グリッド出土で，暗灰黄色を呈し，

胎土中に白色粒を微量含む。推定底径12.6cm，残存高3.5cmで、ある。高台貼付前の底面の調整は回転ヘラケ

ズリか。高台の接合部分は，接着が弱く，器面と隙聞が空く。内面の底部には自然粕が掛かる。底面の高

台で囲まれた部分は，磨った痕跡が顕著で，転用硯として使用されたものであろう。

3 中世陶器 (第115図11~15，図版39)

常滑産の中世陶器が少数出土した。5点を図化したが，細片を除いて出土した中世陶器は全てと考える。

いずれも26Rグリッドで出土しており，地点的にはまとまっている。松崎V遺跡の今回の調査区内では，

中世の遺構は検出されなかったが，小谷を挟んだ対岸の松崎E遺跡、では，中世の居館跡が検出されている。

少数ではあるが，これらグリッド出土遺物の存在は，松崎V遺跡においても調査区外に何らかの中世の遺

構が存在している可能性を示すものであろう。

11は常滑産片口鉢の口縁部付近の破片である。26Rグリッド中で出土した。黄灰色を呈し，胎土中に長

石片かと思われる大粒の白色粒を多く含む。推定口径32.6cm，残存高5.9cmで、ある。片口鉢I類で， 5型式

に相当する。13世紀前半の所産であろう。

12はやはり常滑産片口鉢の口縁部付近の破片で，片口の一部が残存する。26R81グリッドと26R82グリッ

ドで出土した破片が接合した。暗黄灰色を呈し，胎土中に長石片かと思われる大粒の白色粒を多く含む。

推定口径32.0cm，残存高5.0cmで、ある。片口鉢E類で， 8~ 9 型式に相当しよう。概ね14世紀後半~15世紀

前半という年代観となろう。

13は常滑産片口鉢の底部付近の破片である。26R81グリ ッド出土で，赤灰色~にぶい桂色を呈し，胎土

中に長石片かと思われる大粒の白色粒と砂粒を含む。推定底径17.0cm，残存高5.5cmで、ある。片口鉢E類で，

8~9 型式の可能性が高い。

14は常滑産広口壷あるいは蓋の頭部付近の破片である。26Rグリッド中出土で，灰赤褐色~にぶい黄色

を呈する。外面には自然軸が掛かる。15は常滑産の棄の破片である。外面全面に自然紬が掛かる。

4 石器 (第115図16，第31表，図版36)

16は流紋岩製の砥石である。やや大型の柱状の砥石である。表面には部分的に線状痕が認められる。
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5 その他 (図版39)

その他のものとして，図版のみで示した遺物がある。

図版39の中央右側に， 26R82グリッドで出土した鉄淳を示した。最大長4.71cm，最大|幅3.l2cm，厚さ1.41

cm，重量22.96gである。

図版39の中央には， 26R82グリッド出土の近世の土人形を示した。頭部の破片とともに胴部片も少数あ

る。総計の重量10.07gである。
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第5章まとめ

松崎V遺跡の今回の調査は，遺跡範囲と目される台地の，南側縁辺部の細長い範囲が調査対象となった。

よって遺跡に関する情報は断片的にならざるを得ないが，松崎V遺跡に関する発掘調査がおこなわれたの

は今回が初めてであり，貴重な考古学的情報をもたらすこととなった。松崎V遺跡で検出した遺構と遺物

について，簡単にまとめておきたい。

旧石器時代

1か所の石器集中地点を検出した。検出した位置が台地斜面部にかかっており，大まかには千葉県内に

おける基本層序に則った堆積状況であるものの，基本層序通りの士層細分が不可能で、あった。よって，検

出層位が明瞭で、ない部分はあるが，石器群の様相からみると，立川ローム層最下層である第X層上部~第

2暗色帯の下部に相当する第医層中に生活面を持つ石器集中であると判断された。

石器群は，ナイフ形石器を初めとした豊富な器種を揃えるが，石器製作という観点からすると稚拙さが

感じられるもので，ごく簡単な加工を施したものばかりであった。また，使用の痕跡が認められる剥片が

多数あることが特徴的である。使用痕跡を持たない剥片については，砕片などの小剥片が少なく，石器製

作技術と関係するものと考えられる。

石材の面では，チャートが石器群の大部分を占め，少数の「嶺岡頁岩jが含まれ，さらに l点のみ砂岩

製の打製石斧が含まれている。単純な石材構成と言えよう。

縄文時代

遺構として炉穴12基・陥穴状遺構1基を検出した。炉穴はあまり遺存状態の良くない，燃焼部のみが残

存したものが多い。台地の先端付近で集中して検出した。早期後葉~末葉の土器も台地先端部を中心に多

数出土しており，この地点を中心に早期後葉の集落が存在したと判断できょう。小支谷の対岸にあたる松

崎E遺跡では，早期後葉の住居と炉穴がセットとなる集落が検出されており l)，関連が窺える。

陥穴状遺構はいわゆる溝状陥穴で，単独で検出した。覆土中からは尖頭器が出土したが，覆土中に混入

したものと判断された。

遺構に伴わず出土したいわゆるグリッド出土の縄文土器は，前述の早期後葉~末葉の土器の他，前期以

降後期までの土器を検出した。早期後葉~末葉・中期後葉・後期前葉の土器がやや多く出土した。

古墳時代以降

遺構としては，古墳時代前期の竪穴住居跡 l軒，奈良・平安時代の竪穴住居跡 2軒，土坑 2基，溝状遺

構 1条を検出した。

古墳時代前期の住居跡は，台地の基部に近い位置で検出した。今回の調査区内では単独で検出したもの

の，台地の基部付近を中心に古墳時代前期の集落が広がる可能性は高いであろう。松崎V遺跡の存在する

台地が，一度くびれて馬の背状になる位置に松崎町遺跡が位置するが，この住居跡が検出された位置から

谷の最奥部を挟んで、対峠するあたりに松崎W遺跡、の弥生時代後期の集落が展開する(本書に所収)。松崎W

遺跡の集落は概ね弥生時代後期の時間幅で収まってしまうことから，ここから松崎V遺跡に集落が移動し

。。



た可能性もあろう。

奈良 ・平安時代の住居跡は台地先端部付近と，台地中央の北側縁辺で検出した。調査区内の広い範囲で

住居跡を確認したと言えよう。細長い調査区に制約されて検出軒数が少ないだけで，台地の広い範囲にわ

たって該期の集落が存在する可能性が高い。台地の南側から地続きの部分は，松崎VI遺跡として一部調査

がなされており，奈良・平安時代の住居跡が11軒検出されており，関連が窺われる九

また，グリッド出土遺物として，台地先端部付近で器形が復元しうる土師器杯が多数検出された。その

多くは口縁部付近を中心に油煙が付着していた。出土位置がまとまっていることから，掘り込みを伴わな

い何らかの遺構が存在した可能性が高かろう。

中世では，台地中央部付近のグリッドで，常滑産陶器がややまとまって検出された。遺構は検出されな

かったものの，未調査区に中世の遺構が存在する可能性は高いであろう。小谷の対岸の松崎皿遺跡、は中世

の居館跡と見られ11 また，地続きの松崎VI遺跡では地下式坑や井戸が検出されている九 中世における，

松崎V遺跡周辺での人々の活発な活動が窺われる。

注 1 岡田誠造ほか 2005 r松崎地区内陸工業用地造成整備事業埋蔵文化財調査報告書4一松崎E遺跡-j (財)
千葉県文化財センター

2 小笠原永隆ほか 2004 r松崎地区内陸工業用地造成整備事業埋蔵文化財調査報告書3一松崎VI遺跡・松崎
w遺跡、 j (財)千葉県文化財センター
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松崎遺跡群・調査の総括



松崎遺跡群・調査の総括

松崎遺跡群の整理作業もこの「松崎町・ V遺跡Jの刊行をもって，全て終了する。この間，整理作業は

平成13年度から平成17年度まで 5年間に及び，報告書の冊数も 5冊目を数えることができた。この整理作

業をとおして，松崎地区における旧石器時代から近世に至る地域史の一端を明らかにすることができた。

その内容は多岐に渡り，簡単にまとめることは困難で、あるが，各時代ごとにトピックをまとめておきたい。

なお，各遺跡で検出された遺構等については，第32表にまとめ一覧できるようにした。

旧石器時代では，立川ローム層最下部付近の医層下部~X層上部に生活面を持つと考え得る文化層の石

器群を，多くの遺跡で検出したことが特筆されよう。医層下部からX層にかけて生活面がある文化層が検

出されたのは松崎I'II'III'IV'Y遺跡である。出土地点を見ると，台地内の平坦部よりは台地縁辺部

に分布域が偏ることが看取され，支谷の最奥部に近く，支谷が入り込んで、湾入した谷頭に面した立地と，

舌状に飛び出した台地の先端部近くからの出土が多い。このことは，いずれにしても現在の地形では台地

上からの比高差が15mほどの，低地を意識した場所に石器が残されていると言えよう。

VlI層段階になると台地縁辺部から50m以上も内側に入った台地平坦部に石器群が残されるようになる。

その痕跡は松崎 H と E遺跡に見られる 。 IV~VI層で検出された石器群の出土地点は，再び台地先端部に集

中する傾向がみられ，この状況は皿層段階まで継続する。

縄文時代の活動痕跡は，早期・撚糸文期以降，後期に至るまで認められるが，遺構が多く検出されたの

は早期後葉・条痕文期である。条痕文期には松|崎I・皿・ V遺跡で炉穴や竪穴住居が構築される。立地的

には， 3遺跡とも同じ台地上に所在するが，松崎I遺跡はIII'Y遺跡とは異なる支谷に面して立地する。

松111奇I遺跡は南西から入り込んで、東西に分岐する，lplii100mほどの支谷を望む台地縁辺部に帯状に炉穴16基

等を展開している。松崎III'Y遺跡は松崎I遺跡の面する支谷とは 1つ印膳沼に近い，南から侵入する支

谷に面し，同じ支谷を取り囲むように展開する。松崎E遺跡では，南の印描沼側に閉口した支谷が望める

台地上に条痕文期の竪穴住居跡 5軒，炉穴56基等が集中して展開している。条痕文期の集落の好資料とな

った。縄文時代中期(加曽利E式期)には松111奇田で 1軒， VI遺跡で 1軒，住居が営まれる。後期には遺構

は確認できないが土器は残されている。堀之内式や加曽利B式の時期である。晩期の遺物は見あたらない。

弥生時代に至ると，弥生時代後期~古墳時代前期に松崎I'II.IV'Y遺跡で住居が営まれるようにな

る。松崎I遺跡では弥生時代後期に37軒からなる集落が短期間に営まれている。最初は台地縁辺部に営ま

れた住居が次第に台地中央へ拡大してゆく 。その後，松崎E遺跡へ生活の中心が移動し，松崎I遺跡には

7基で構成される方墳群が構築される。松崎E遺跡では弥生時代末~古墳時代初頭の竪穴住居が48軒，掘

立柱建物跡、2棟などが構築された。また，鍛冶宰，スサいりの焼成粘土塊，椀形宰，小鉄塊等が出土した

土坑2基も検出され，この時期に遺跡の西南端では村鍛治を行ったと考えられる。松崎町遺跡では，弥生

時代後期の竪穴住居跡が6基検出され，石器製作の痕跡などが検出された。松崎V遺跡、では古墳時代前期

の竪穴住居跡が1軒検出された。

奈良・平安時代の8世紀末から 9世紀の前半頃になると，松崎I遺跡で 1軒，松崎E遺跡、で5軒，松崎

VI遺跡、で11軒と言うように住居跡は散漫な分布をするようになる。松崎E遺跡には方形周溝状遺構(終末



期古墳)が1基が残され，袋状鉄斧・馬の頭骨を埋納した土坑が1基構築された。松崎皿遺跡では， 9世

紀前葉の蔵骨器を埋納した土坑が1基検出されている。これらの遺構を松崎遺跡群中での在り方でみると，

遺跡が営まれる立地が支谷の奥部から印播沼に近い南へと移動し，樹枝状に開析された支谷の最奥部から

印膳沼へ流入する河川を直接的に見渡せる台地上に集落が展開するようにも見ることができょう。印描沼

へ流入する河川を直接見渡せる台地上に集落が展開するという傾向は，同じ神崎川流域に展開する船尾白

幡遺跡や鳴神山遺跡でも同様で、ある。また，松崎VI遺跡は住居跡、の集中する位置が事業地のはずれという

こともあり，南側の事業範囲外の台地上に大規模な集落が展開することも考えられる。さらに時期が下っ

た9世紀後半の住居跡が，松崎V遺跡で1軒検出されている。松崎V遺跡は台地北端部のみが調査範囲で，

残された未調査区に同時期の集落が存在する可能性が高い。

中世になると，松崎皿遺跡に居館が築かれる。居館は出土した陶磁器の製作年代から13世紀初頭から15

世紀末までのおよそ300年間にわたって営まれたと考えられる。居館跡は 3条の土塁と 2条の溝で区画さ

れており，中ほどをほぼ南北に走る土塁 ・溝を境にして東西の 2区に分かれる。このうち，遺構が集中す

る東側の区画では，掘立柱建物跡，柵列，竪穴状遺構を含む土坑，地下式坑，墓坑等が検出された。また，

居館跡の東南には小さな谷を挟んで、墓域も検出された。松崎E遺跡でも溝による方形の区画を検出してい

るが土塁を伴わず，区画内には掘立柱建物跡がまばらに見られるだけであり，松崎E遺跡で検出された居

館跡とは性格を異にするようである。

近世以降では，溝状遺構が検出されている他に，松崎E・rn.w遺跡で野馬掘や野馬土手が構築されて

いる。
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第32表松崎遺跡群で検出した遺構
遺跡名 | 時 代 | 文化層・遺構 | 数量 | ト ピ y ク

旧石器時代 1 1 IXc-X層 1 1か所 |頁岩の接合資料が出土。

2 VD-Xal日 2か所 |桜合資料多。 石材による官存続の選別がおこなわれている。

3 VJ-IXa府 1 2か所 |点数少ないが.多様な器種が出土。

4 V-VJ陪 1 3か所 |最大長約10cmの大型の安山岩製角錐状予慢だ慢さι一一一一一一一一一 一一一一
ぬうどt副主一一一↑一一一一一雨天 ↑ 凶暴 1 炉:P;_-(ñ分布ほー吾地~t切の縁辺部。 撚糸文.条痕文土器の包合問と同様。

| 土坑 1 17~去 |純文早期。
一一一一 一一一一一一一一一一一一一一一一会一一一一一一一一一一一--宇一一一一一一一一一一一一 ー

松崎 I 遺跡 r--~~;亙二逼主主-n:~{k-T--- !;j語呆}主賠訴一一T 反#---T 台地縁辺音1;かろ台地中央へ進出。 その後松崎日遺跡の台地へ。
方噴 1 7基 |方墳が構築される時期には生活の中心は松崎日に移動。

土坑 1 1基 l'判明。
奈良 ・平安時代 | 竪穴住居跡 1 1軒 1 8世紀後半。 ー一

中 近世 | 銅立柱建物跡 1 2棟 | 
土坑 7基 |土坑内から人骨片出土。

溝 2条

旧石器時代 I 1 IX府 I 7か所 |尖頭昔書類なく 局部磨製石斧とスクレイパー主体。
2 ~n精 1 1か所 | 

3 !V-VJI百 1 4か所 |いずれも小規模なブロ ァクを形成。

L__~___~_:-:-_Y層 |主_i!~Pfr_ J J!:l土f止の約?子学!子保存。 ー 一一一一一一一

制盟交:11寺イt 土坑 3基

松崎日遺跡

陥穴 1 U-J< 1 
-一面面忌誌一一一一r--，亙公証届玩一一f--49~if---H~j!Ïμ尚一;一坂長示二五i両副而HiJ両面的IIJIとm築二一面訂i・記

竪穴状遺十時 1 4 ~，ι |前期4軒。

円墳 1 1碁 | 

土坑基 1 1基 |古噴~平安時代。

掘立柱建物跡 1 2棟 |主軸が住居跡と同一方向。

土坊 1 3基 |前期 2基.製鉄関連遺構。 中期 1基。 一一

奈良・平安時代| 竪穴状遺構 1 1基 | 
方形周消 1 1基 |終末期1古墳。
土坑 1 1基 |袋状鉄斧，ウマ如何等出土。

土坑基 1基 |古代~中l止。

中・近世: 判官立柱建物跡

地下式坑

i:fll 
野馬土手

棟

基

条

条

4

1

幻

1
旧石器時代 1 IXa-X府 I 1か所 |折断剥離と両極剥離を用いることを一つの特徴とする。

2 IXc層 1 1か所 !被型の台形様石総が出土。

3 IXa層 1 1 tJ、所 |

4 ~n 1音 1 1か所|器部加工のナイフ形石総と珪 質頁岩を多用する。

5 VJ I宿 1 1か所|石材は全て県明石。
ぬ記号1-~-----T- 一一 一室反面忌誠ーーr----6 -.i -- ・ r-μ均一一系ー示支Jijl 5瓦伝説iii~:f-;一一一一一一一 ー一一一一一一一

炉穴 1 56基 |早期 ・条痕文JUI。
陥穴 I 15基
土坑 156碁 E 

古積時代 | 円積 1基 |周構のみ検出。

奈良 ・平安時代 l 竪穴住居跡 1 5軒 18-9世紀。
| 土坑基 1基 1 9世紀前葉町蔵官器を恩納する。

松崎皿遺跡ト・ー ー， ↓ ー 十 十
中・近世 | 居館跡 1 1';、所 |土塁構状逃情。

搬立村建物跡 5棟 |居館内 4棟.単独 1練。

柵列 1 10基 |居館内 9基，単独 1基。

地下式坑 2基 ! 
火葬施設 2基 |燃焼部+火床部 1基.人骨ーあり 1基。

方形竪穴状遺構 1 18基 | 

墓域 I 1か所 |蔵骨音寺. '~j'粉等出土。

台地整形区画 I 3か所 l
土坑 1 57基 |台地整形区画内35器.台地整形区画外22器。

野馬土手 I 1条
士銀 I 1条
構 I 15条

旧石i慌時代 I 1 医a- Xb暗 I 1か所|局部磨製石斧の再生剥離と分割が集中的におこなわれていることが特徴。
2 VJ- IXc府 I 1か所|台形様石器の割合が高い。
3 \~ 一四 1百 I 6か所 lブロック外の単独出土 3占あ り。
4 回廊 I 1か所 l 

MIl支時H: ↑一一一1伯天示通説一一一↑一一言瓦 4 

キ公向者!Vi立跡: 土坑 36基

松山奇V遺跡

ピッ ト 1 10~辛

弥生時代 | 竪穴住居跡 6軒 |後期。比較的短期的な集部。illt;昨日目接合関係あり。
i 竪穴状遺構 1 1基 |事11片を多益出土。

弥生時代以降 | 土坑 1 32基 | 

中・近世 | 溝状遺構 I 11条 I 1条は野馬掘か。

18青黒F守_f~ ____L~ 持て月局長号!IJ ___1 :方、 Pfr_ J頁社l月芳三- 王子才モキ-"1ぞ:ー雪月一彦F望者~:1--'芳一号電1ヲ一三一
縄文時代 1 炉穴 I 12基

| 陥穴状遺構 I 1基
古3即時代 l 竪穴住居跡 I 1軒 |前期。

奈良 ・平安時代| 箆穴住居跡 1 2軒 1 1軒は 9世紀後半以降。

古頃I時代以降 | 土坑 1 2基 | 

中近世 | 滅状遺構 1条 | 

旧石器時代 1 1 IV- Vli"i 5か所 |熊色綴密貿安山岩が80%を占め. この石材の集中的消費が特徴。

I 2 llc-困層 1か所|珪質頁岩を主要石材とした荒屋型彫器 ・細石刃石核を検出。

純i文時代 | 竪穴住居跡 1軒 |中期。

| 陥穴状遺構 1 2基 | 

奈良ー平安時代 | 竪穴住居跡 1 11軒 | 

中近世 | 土坑 I 5基

松崎VJ遺跡

縄文時代

封印7守

地下式坑

ニl::ljt

1基 |中世以降。

松崎刊遺跡

2基 1 1基は引戸を転用したもの。

5基 |遺物の主体は純文時代のもので 他の1時期の遺物は少なし、。



写真図版



図版1

遺跡周辺航空写真 (s=約1110，000)



遺跡遠景

松崎w遺跡遠景 (北から)

松崎w.v遺跡遠景 (東から)

松崎V遺跡遠景 (北東から)



調査状況

調査前状況 (平成9年度)

上層確認状況(平成11年度)

調査状況(平成16年度)



旧石器時代
遺物出土状況 (1 ) 

第 I文化層
第 1・3ブロック
遺物出土状況 (北から)

第E文化層
第 2ブロック
遺物出土状況 (西から)

第E文化層
第4ブロック
遺物出土状況 (南から)



旧石器時代
遺物出土状況は)

第E文化層
第 5ブロ ック
遺物出土状況 (西から)

第皿文化層
単独出土3
遺物出土状況 (束から)

第E文化層
第6ブロ ック
遺物出土状況 (南から)



旧石器時代
遺物出土状況(3 ) 

第皿文化層
第7ブロック
遺物出土状況

(南東から)

単独出土 1
22 x 11グリッド
遺物出土状況 (南から)



松崎U遺跡図版7

陥穴状土坑



図版8 松崎U遺跡

縄文時代土坑 (1 ) 



松崎U遺跡図版9

縄文時代土坑(2 ) 



弥生時代竪穴住居跡(1 ) 

第 l号住居跡

第3号住居跡



弥生時代竪穴住居跡(2 ) 



図版12 松崎町遺跡

竪穴状遺構 ・弥生時代以降の土坑



松崎U遺跡図版13

溝状遺構



図版14 松崎U遺跡

第I文化層 第1ブロック

第E文化層第2ブロック

第回文化層 第3ブロック

旧石器時代石器(1 ) 

13 

15 

15+16 
接合資料3



2 

第E文化層
第 5ブロック

2 

第E文化層 第6ブロック

第E文化層 第4ブロック

第E文化層 ブロック外

2 

3 

第E文化層第7ブロック

第W文化層 第8ブロック

旧石器時代石器 (2 ) 

松崎U遺跡図版15

5 

3 

単独出土



図版16 松崎町遺跡

第E文化層 第9ブロック(表)

上層遺構中出土旧石器(表)

第旧文化層 第9ブロック(裏)

上層遺構中出土旧石器(裏)

旧石器時代石器 (3 ) 

3 



松崎ν遺跡図版17

5 
4 

2 
7 8 9 

縄文時代土坑出土土器

縄文時代土製品

グリッド出土縄文土器 (1 ) 



図版18 松崎U遺跡

韓国匝

グリッド出土縄文土器 (2 ) 



松崎町遺跡図版19

グリッド出土縄文土器 (3 ) 

31:主2

グリ ッド2

(2 )SK010ー 1

51主11

4イ主2 61主11

縄文時代以降の石器



図版20 松崎町遺跡

第1号 ・第2号住居跡出土土器

(表) (袈)

5 

3 

第3号住居跡出土土製品 ・土器 (1 ) 



松崎U遺跡図版21

第 3号住居跡出土土器 (2 ) 



図版22 松崎町遺跡

1 

- や込傑出荷ι- 可圃目一 、 田
-…品、亡 、 E
IWR"，"，，~~〆\一一 四ん¥ 圃

『議終令- 組
E勾狩川... 竺 ・・
ト 由

也会 b町二
ト 四一 、 個

仇ー ，一

27 

第 4号住居跡出土土製品 ・土器



松崎ν遺跡図版23

第5号住居跡出土土器

第6号住居跡出土土器

(正面) (袈面)

グリ ッド1

第 6号住居跡出土土器

2 

鉄津

(正面) (側面)

クリッド2

グリッド出土遺物



図版24 松崎U遺跡

f 

(3)SXOOl出土剥片

。00000。
00000。
000000000。
。0000000。

銭貨



調査状況

調査前状況(西から)

旧石器時代
石器集中地点調査状況

調査区西部
縄文時代遺物出土状況



図版26 松崎V遺跡

炉穴・陥穴状遺構 ・土坑



古墳時代以降の遺構

SIO03 

SIOOl 

SIO02 
SDOOl 



図版28 松崎V遺跡

P 

5 8 

2 7 

13 
10 

11 

16 17 18 22 

、
h 、も

5 
4 

2 
3 

13 

9 14 

20 

旧石器時代石器 (1) (上段表，下段裏)



松崎V遺跡図版29

24 
27 28 

31 
29 30 

32 34 

39 36 37 

38 

40 

ιI 42 

25 26 
27 28 31 

30 

32 
33 

39 37 

38 

旧石器時代石器 (2) (上段表，下段裏)



図版30 松崎V遺跡

54 

45 

48 

60 

58 

t~ 
45 

56 

55 

47 

58 
60 

50 
52 

旧石器時代石器(3) (上段表，下段裏)



松崎V遺跡図版31

44 57 

司監
57 

46 

旧石器時代石器 (4 )接合資料 (上段表，下段裏)

2 

3 

炉穴・陥穴状遺構出土土器



図版32 松崎V遺跡

グリッド出土縄文土器 (1 ) 



松崎V遺跡図版33

rj 

グリッド出土縄文土器 (2 ) 



図版34 松崎V遺跡

グリッド出土縄文土器 (3 ) 



松崎V遺跡図版35

4 

59 

グリッド出土縄文土器(4 ) 

仁.
3 

4 

6 
7 

8 

縄文時代土製品



図版36 松崎V遺跡

2 

4 

3 

S1003-3 

縄文時代以降の石器



松崎V遺跡図版37

SI003出土土器

2 

SIOOl出土土器 (1 ) 



図版38 松崎V遺跡

/ 

14 

グリ yド2

グリッド 3

SIOOl出土土器 (2 )・グリ ッド出土遺物 (1 ) 



松崎V遺跡図版39

下平.
8 

7 
土人形

鉄j宰

11 

15 

グリッド出土遺物 (z ) 



報告書抄録

ふりがな まつざきちくなしミりくこうぎょうようちぞうせいせいび、じぎょうまいぞうぶんかざいちょうさほうこくしょ

書 名 松崎地区内陸工業用地造成整備事業埋蔵文化財調査報告書 5

高リ 書 名 一印西市松崎町遺跡・松崎V遺跡一

巻 次 5 

シリーズ名 千葉県教育振興財団調査報告

シリーズ番号 第548集

編著者名 大内千年・岡田誠造・新田浩三 ・古内 茂・森本和男

編集機関 財団法人千葉県教育振興財団

所 在 地 干284-0003 千葉県四街道市鹿渡809番地 2

発行年月日 2006年 3月24日

所収遺跡名 所在地
コード 調査面積
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北緯 東経 調査期間

立1
調査原因

まつぎき い印ん西ざい市し松まっ崎ざきあ字ざこ高う野や
松崎地区整備 |松崎町 12327 I 011 35度 140度 19980212-1ω80327， 43，563 
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松崎町 包蔵地・ 旧石器時代 石器集中地点 9か所 局部磨製石斧・ナ 旧石器時代は 4つの

集落跡 イフ形石器・台形 文化層で、VlI層~羽

様石器・彫器等 層の文化層が充実。
ー ー ー一一一一一一一一 一一一一一一一一一一一一一ーー

弥生時代後期は比較縄文時代 陥穴状遺構 5基・土 縄文土器(早・前・

坑36基・ピット10基 中・後期)・石銑 的短期的な集落。遺
一ー一一一一一一一一一 一一一一一一一一一一一一一一ー 構間で接合した大型
弥生時代以降 竪穴住居跡 6軒・竪 弥生土器(後期)・ 砥石状製品が出土。

穴状遺構 1軒(弥生 土製紡錘車・砥石・ 弥生時代の石器製作
後期)・土坑32基・溝 古瀬戸花瓶・銭貨 跡が存在。
状遺構11条
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削器・彫器等 部~医層下部と推測

される集中地点であ縄文時代 炉穴12基・陥穴状遺 縄文土器(早・前・

構 1基 中・後期)・土器片 る。石材はチャート

錘・石器 が主体で，嶺岡産珪
一ーーー ーーー一一一一 一一一一一一一一一一一一一一一一 一一一一一一一一一一ーーーーー 質頁岩を含む。印搭
古墳時代以降 竪穴住居跡 3軒(古 土師器・須恵器・ 沼北岸では希少な資

墳時代前期 1・奈良 常滑産陶器・砥石 料である。
平安時代 2)・土坑 2

基・溝状遺構 1条
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